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「あの先生みたいになりたい」
　　　　　　　　　から始まった
―保育の道を目指したきっかけは？

山本 : 幼い頃からピアノを習い、音楽が

大好きでした。職業体験で幼稚園へ行っ

た時、「音楽が好きなら保育に向いてい

るんじゃない？」と先生に声をかけてもら

ったんです。生き生きと働く先生の姿がと

てもかっこよくて、「こんな先生になりたい」

と憧れ、保育の道へ進みました。

松村 : 幼稚園の担任の先生が大好きでし

た。その温かい思い出がずっと心に残っ

ていて、職業体験でも幼稚園や保育園を

選びました。こどもたちと接する中で、「や

っぱりこどもってかわいいな。私もあの先

生みたいになりたい」と思うようになりま

した。

小さな「できた！」が、大きな喜び
―仕事のやりがいを感じるのは？

山本 :こどもたちの成長を感じた時です。

運動会や発表会に向けて、劇や鉄棒、コマ

回しなどに一生懸命取り組みます。本番で

努力の成果を家族に見せた後の、「やりき

った！」という表情を見ると、一緒に頑張っ

てきてよかったと思います。

松村 : 私は 1 歳児を担当していますが、数

か月で驚くほど成長します。入園当初は泣

いていた子が「先生、おはよう」と言える

ようになったり、自分でズボンを履こうとした

り。大人には小さな一歩でも、こどもにとっ

ては大きな一歩。その「できた！」をそば

で見られることが、とてもうれしいです。

 「やってみたい」の気持ちを大切に
―こどもたちと接する上で大切にしている
ことは？
山本 : 「ここなら安心して自分を出していい」

と思える環境をつくることです。泣いたり怒

ったりする気持ちもしっかり受け止めたいと

思っています。

松村 : 私はこどもの目線に立ち、まず思い

を受け止めることを大切にしています。「こ

れがしたかったんだね」と受け止めてから

伝えるようにしています。

こども同士だからこそ、生まれる力
―心に残っているこどもとのエピソードは？

山本 : 以前、５歳児を担当したときに自分

の苦手なことにはなかなか挑戦できない男

の子がいました。 最初は私が励ましていま

したが、少し離れて見守ることに。すると、

お友達が「一緒にやろう」と誘ってくれるよ

うになり、お友達となら挑戦できることが増

えていきました。こども同士の関わりには、

大人にはない大きな力があると教えてもら

いました。

松村 : 印象に残っている子がいます。入園

したばかりの最初はずっと泣いて、保育室

の窓際に座りながら、みんなを眺めていま

した。無理に誘わず見守りました。そして、

その子が「助けてほしい」と目でサインを

送ってくれた時に、そっと声をかけました。

少しずつ窓際から担任のそばへ、そしてお

友達の輪へ。今では元気いっぱいに遊ん

でいます。
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～こども園～

 令和 8 年 4 月、古市幼稚園・古市南幼稚園・駒ヶ谷幼稚園・下開
保育園の統合により、新たにスタートした古市こども園。こどもたち一人一人
の発達や気持ちに寄り添いながら、たくさんの「やってみたい」を育んで
います。今回は、こどもたちの成長を支える山本先生と松村先生に、保育
への思いや心に残るエピソード、新しいこども園への期待を伺いました。



いろいろな経験が集まり、新しい力に
―新しいこども園の魅力は？

山本 : 私はこども園の立ち上げから関わっ

ています。最初は期待と不安がありました

が、いろいろな園から来たこどもたちが自

然につながっていく姿を見て、「一緒に遊べ

てよかった」と心から思いました。０歳から

の成長や遊びがどうつながっていくのかを

見られることもこども園の魅力です。

松村 : 幼稚園と保育園、それぞれの経験

を持つ先生たちが知恵を持ち寄っているこ

とが魅力だと感じています。それぞれの良さ

を学び合っています。リズム遊びや泥遊び、

自然の中での活動、異年齢での交流も日

常にあり、お兄さん、お姉さんへの憧れや、

小さい子への思いやりも自然に育っています。

園と家庭、地域でこどもたちを見守る
―保護者や地域とのつながりについては？

山本 : 忙しい中で子育てをされている保護
者の方も多いので、毎日の挨拶やコミュニ
ケーションを大切にしています。「困った時
は先生に相談しよう」と思ってもらえる存在

でありたいです。

松村 : 怪我やトラブルの報告だけではなく、

「こんなことができました」と、こどもの成

長も伝えるようにしています。 園と家庭が

一緒になって、こどもの成長を喜べる関係

をつくっていきたいですね。

このまちで
　　こどもたちと一緒に歩いていく
―最後に、これからのこども園への思い
をお願いします。

山本 : 乳幼児期だからこそできる経験や、

感じられる気持ちを大切にしたいです。地

域の自然の中を歩いたり、家庭だけではで

きない経験が、こどもたちの可能性を広げ

ていくと思います。 地域の皆さんにも温か

く見守っていただきながら、こどもたちと一

緒に毎日を本気で楽しみたいです。

松村 :この園ならではの保育をこどもたちと

一緒に学び、成長していきたいです。 いろ

いろな経験を持つ先生と、いろいろな場所

から来たこどもたちが集まるからこそ、新し

い発見があります。こどもたちも、保護者

の皆さんも、私たちも、「ここで過ごせてよ

かった」と思える園を、みんなでつくってい

きたいです。

こどもたちの「やってみたい」が
　　　　　　　　　　まちの未来

「できた！」と笑う子。「やってみたい」と一歩

を踏み出す子。友達に手を差し伸べる子。

その一つ一つの姿を見守り、喜び、支えて

いる先生たち。いくつもの園が一つになっ

て始まった新しいこども園。これまでの経験

と新しい出会いが重なり、こどもたちの未

来を育む物語が始まっています。こどもたち

の笑顔を真ん中に、先生も、家庭も、地

域も。みんなで一緒に、このまちの未来を

育てていきます。

山本 朋花 先生 松村 奈津弥 先生

「ちょっといいが
　　　　そこにある」

羽曳野
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＜ 一般会計決算＞
歳　　入　522 億3,693 万円
歳　　出　521 億3,015 万円
実質収支　　　　 7,995 万円
※実質収支…歳入歳出差引額から翌年度へ
　繰り越すべき財源を差し引いた額

令和7年度の
各会計の決算が第3回定例市議会において認定されました。

　歳入では、地方特例交付金が80.5％、繰入金が31.9％減少しているものの、市債が306.2％、

地方交付税が7.6％増加するなど、全体で前年度比13.2％の増加となっています。

　歳出では、公債費が1.1％、消防費が0.5％減少しているものの、教育費が97.3％、民生費

が4.6％増加するなど、全体で前年度比13.4％の増加となっています。

　令和８年度以降も、社会保障費や公共施設の老朽化対策等への支出と併せて、物価高騰

等に伴う歳入歳出両面への影響もあることから、健全な財政運営を持続できるよう、今後も

行財政改革の取り組みを進めてまいります。

  会計別歳入歳出決算額

会計名 歳入 歳出 歳入歳出 
差引額決算額 前年度比 決算額 前年度比

一 般 会 計 52,236,930 113.2 52,130,146 113.4 106,784
国民健康保険特別会計 11,624,977 95.6 11,617,297 95.7 7,680
と 畜 場 特 別 会 計 220,139 117.5 220,139 117.5 0
財 産 区 特 別 会 計 1,654,725 92.0 39,995 27.2 1,614,730
介 護 保 険 特 別 会 計 12,810,653 103.9 12,442,494 102.9 368,159
土 地 取 得 特 別 会 計 384,122 86.3 384,122 86.3 0
後期高齢者医療特別会計 2,483,619 104.7 2,403,098 104.8 80,521

（千円） （％） （千円） （％） （千円）

　　　　　　　　　　　　　　　

会計名 総収益 総費用 純損益決算額 前年度比 決算額 前年度比
水 道 事 業 会 計 2,212,018 98.2 2,032,136 101.4 179,882
下水道事業会計 2,973,725 101.8 2,963,962 101.7 9,763

（千円） （％） （千円） （％） （千円）

指標でみる羽曳野市の財政状況
＜指標について＞ ①②③④は、各項目から財政の健全度をみる比率で、数値が
低いほど健全度が高くなる。また、数値が⑤⑥を上回ると地方公共団体はそれぞれの
段階に応じた計画の策定や、国・都道府県による関与を受けることが義務付けられる。

① 普通会計（一般会計＋＋土地取得特別会計）の赤字額
② 羽曳野市の全会計の赤字額
③ 借入金返済額などの大きさ（政令市を除く大阪府内の都市平均は3.7％）
④ 市の負債残高からみた将来の財政負担率（政令市を除く大阪府内の41 市町
　  村中、29 市町村は将来負担額を充当可能財源等が上回り、算定されず）
⑤ 基準以上で「早期健全化団体」となり、「財政健全化計画」の策定が
　 義務付けられ、自主的な歳出抑制や歳入確保に取り組む必要がある。
　 （①②は自治体の財政規模により異なる。）
⑥ 基準以上で「財政再生団体」となり、「財政再生計画」を作るほか、
 　国の関与を受け、確実な再生が必要となる。
⑦ 基準以上で「経営健全化計画」の策定と公表などが義務付けられる。

【健全化判断比率】 地方公共団体の財政状況を客観的に表し、
財政の早期健全化や再生の必要性を判断するための4 つの指標

指　標 羽曳野市 ⑤早期健全化基準 ⑥財政再生基準
① 実 質 赤 字 比 率 赤字額なし 12.02% 20.00%
② 連結実質赤字比率 赤字額なし 17.02% 30.00%
③ 実 質 公 債 費 比 率 3.5% 25.0% 35.0%
④ 将 来 負 担 比 率 2.3% 350.0% ―

【資金不足比率】 公営企業における資金の不足額が、事業規模
（料金収入など）に対してどのくらいの割合かを示す指標

対象会計 羽曳野市 ⑦経営健全化基準
水道事業会計 資金不足なし

20.0%下水道事業会計 資金不足なし
と畜場特別会計 資金不足なし

一般会計歳入歳出決算の内訳

歳 入
 522億
 3,693万円

国国・・府府支出金支出金
  166 億8,663 万円  166 億8,663 万円
　          （31.9％）　          （31.9％）

民生費民生費
  265 億1,782 万円  265 億1,782 万円
　            （50.9％）　            （50.9％）

市税市税
133 億8,845 万円133 億8,845 万円
　          （25.6％）　          （25.6％）

                    地方交付税                    地方交付税
           106 億9,874 万円106 億9,874 万円
　                    （20.5％）　                    （20.5％）

　　　市債　　　市債
56 億4,950 万円56 億4,950 万円
　　　（10.8％）　　　（10.8％）

        各種交付金        各種交付金
36 億7,857 万円36 億7,857 万円

（7.0％）（7.0％）

繰入金繰入金
4 億9,334 万円4 億9,334 万円
     （0.9％）     （0.9％）

使用使用料料・・手数料手数料・・
　　分担金　　分担金・・負担金負担金
5 億2,000 万円（1.0％）5 億2,000 万円（1.0％）

地方譲与税地方譲与税
　1 億9,912 万円（0.4％）　1 億9,912 万円（0.4％）

その他 その他 
9 億2,257 万円9 億2,257 万円
         （1.8％）         （1.8％）

＜市民 1 人あたりの市税負担額 ： 12 万5,765 円＞ ＜市民 1 人あたりの歳出決算額 ： 48 万9,687 円＞

教育費教育費
95 億3,101 万円95 億3,101 万円

（18.3％）（18.3％）

総務費総務費
51 億5,371 万円51 億5,371 万円

（9.9％）（9.9％）

公債費公債費 
33 億1,007 万万円円

（6.3％）（6.3％）

衛生費衛生費  
31 億2,743 万円（6.円（6.0％）0％）

土木費土木費
21 億9,267 万円
　　　　（4.2％）

消防費消防費
14 億143 万円
　　　（2.7％）

商工費商工費
 4 億6,401 万円
             （0.9％）

議会費議会費  2 億8,060 万円（0.5％）
農林水産業費農林水産業費1 億4,381 万円（0.3％）

労働費 労働費 759万円 （0.01％）

※構成比・金額は単純四捨五入のため、合計が100％にならない場合や総額と一致しない場合があります。

歳 出
 521億
 3,015万円

令令和和77年度 年度 決算決算のの概要概要 ＜問合せ＞ 財政管理課
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羽曳が丘東公園ボールパーク施設整備事業　　　2,069 万円
市内各地域において子どもが安全・安心にボール遊びができる
環境整備に向け、羽曳が丘東公園において整備工事を実施。

大型防災倉庫整備事業　　　　　　　　　　１億 9,733 万円
災害備蓄体制の強化を図るため、市の中央部に位置する
はびきの埴生学園のプール跡地に大型防災備蓄倉庫を設置。

（仮称）第３こども園整備事業　　　　　　　7 億 7,020 万円
既存の３つの幼稚園と１つの保育園を統合する（仮称）第３こども園
の整備工事を実施（令和８年度開園の現古市こども園）。

学校給食にかかる整備　　　　　　　　　 42 億 2,588 万円
◆学校給食センター等複合施設整備事業
　青少年児童センターと一体的な整備を行う学校給食センターの
　新築移転整備工事を実施。
◆中学校給食の全員喫食に向けた配膳室整備事業
　令和７年度２学期からの全員喫食のための配膳室の整備を実施。

本庁舎建替整備事業　　　　　　　　　　　　　 1,017 万円
耐震性能や老朽化等の課題がある市役所本館について、防災拠点機
能の充実、市民サービスの向上と歴史資産との調和をめざした新庁
舎整備に関する事業を実施。

中学校給食事業（選択制から全員喫食移行・給食費の公会計化）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2 億 8,126 万円
２学期からの中学校給食について、選択制から全員喫食に移行する
とともに市が給食費を徴収・管理する公会計化を実施。

災害時医薬品の確保　　　　　　　　　　　　　　 242 万円
羽曳野市薬剤師会と協力し、災害時に必要な医薬品の備蓄を実施。

地域包括支援センター拠点および
認知症初期集中支援チームの配置拡充　　　　　 3,172 万円
◆地域包括支援センターの開設（東圏域）
　地域包括ケアシステムの深化・推進を図るため、東圏域において
　民間事業者による地域包括支援センターを開設。
◆認知症初期集中支援チーム体制強化
　中・東圏域の認知症サポート医の協力のもと、市内３圏域それぞ
　れに認知症初期集中支援チームを配置。

定期接種化に伴う帯状疱疹ワクチン接種費用一部助成事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2,787 万円
高齢者の帯状疱疹の発症および重症化を予防するとともに、経済的
な負担を軽減するため、定期接種化に伴い帯状疱疹ワクチン接種費
用の一部助成を実施。

子育てにかかる経済的負担の軽減　　　　　　　  7,651万円
◆物価高騰に伴う保育園・こども園・学校給食費支援
　保育園・認定こども園・市立学校における給食費について、
　食材費高騰分の公費支援を実施。
◆多子世帯への学校給食費の助成
　市立学校における第３子以降の給食費の助成について、
　小学校および義務教育学校（前期）は引き続き全額、
　中学校および義務教育学校（後期）は半額（選択制）から全額へ拡充。

大阪・関西万博関連事業　　　　　　　　　　　  3,137 万円
◆大阪・関西万博会場への子どもの無料招待
　４歳から高校生までを対象とした万博への無料招待を実施。
　また、大阪府が行う府内小・中学校等の児童・生徒を対象とした
　招待事業について、それに伴う交通費の全額を助成。

令和7年度の主要事業

令令和和77年度年度  下水道事業の財政状況下水道事業の財政状況
　　　　　 （下水道事業会計決算の概要）　　　　　 （下水道事業会計決算の概要）

【収益的収支】 （税抜）
～使用後の水を処理場へ送り、適切に処理するための費用と収益～

令和７年度は収益的収支において、976万円の当年度純利益を計上しました。
今年度以降も人口減少等に伴う使用料収入の減少、管渠等の老朽化に伴う
更新需要の増大等、下水道事業を取り巻く経営環境が厳しさを増しつつある
中、将来に渡り安定した下水道サービスを提供できるよう、下水道事業におけ
る経営健全化の取り組みを進めてまいります。

【資本的収支】 （税込）
～下水道施設の建設や改良のための支出と収入～

見える化資料
（市ウェブサイト）

総務省ウェブサイト

0 5 10 15 20 25 30

0 5 10 15 20 25 30

0 5 10 15 20 25 30

0 5 10 15 20 25 30

収 

入
収 

入

支 

出
支 

出

使用料収入 使用料収入 
13.7713.77

企業債 企業債 
13.2213.22

繰入金繰入金
4.584.58

補填財源補填財源
9.439.43

維持管理費等維持管理費等
7.837.83

企業債償還金企業債償還金
22.9122.91

減価償却費減価償却費
18.6018.60

長期前受金戻入 長期前受金戻入 
9.729.72

繰入金 繰入金 
5.735.73

その他 0.52 国庫補助金 0.60 工事負担金 0.41

支払利息 3.21 当年度純利益 0.10 建設改良費 5.33

計
29.74

計
29.74

計
28.24

計
28.24

＜問合せ＞下水道総務課 総務企画担当

市民の皆様や議会の理解と協力を得ながら
適切な行財政運営を行っていくため、

羽曳野市の財政状況をわかりやすく説明する
「見える化」に取り組んでいます。

（単位：億円） （単位：億円）
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古墳グッズのショップやキッチンカー多数！
すてきな景品が当たるかも！？大抽選会も！
　四天王寺大学のステージパフォーマンス
　「百舌鳥・古市古墳群」VR 遊覧体験
　「はにコット」トークショー
　古代衣装の試着体験（記念写真撮影 OK）
　ホンモノ埴輪に触れるコーナー  ほか

もずふる体感フェスもずふる体感フェス！  ！  ～～見て見て、、感じて感じて、、楽しむ楽しむ
  　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　世界世界遺遺産産「「百舌百舌鳥・鳥・古古市古市古墳墳群群」」～～

11 月 7 日㈯ 10:00～ 18:00
  あべのハルカス近鉄本店にて
　　（２階ウエルカムガレリアほか）
増田英彦さん（ますだおかだ）による
ステージイベントほか
＜百舌鳥・古市古墳群世界遺産保存活用会議
　　　　（大阪府・堺市・羽曳野市・藤井寺市）主催＞

世世界界遺遺産産「「百舌百舌鳥・鳥・古市古市古古墳墳群群」」デジタルスタンプラデジタルスタンプラリリーー22020266
11 月 1 日㈰～ 30 ㈪、百舌鳥・古市古墳群をめぐり、「デジタルスタンプ」
を 2 つ以上集めて、特製の記念グッズをゲットしよう！
< 記念グッズ配布場所＞
  ・はびきのビジターセンター
  ・峰塚公園管理棟  ほか
期間中、堺市・藤井寺市でも
イベント開催予定！

▲最新情報
　はこちら

新庁舎新庁舎だだよりより

  問問■■問問  象象管財用地課 庁舎整備推進室

世界遺産の峯ヶ塚古墳に登れる！世界遺産の峯ヶ塚古墳に登れる！キャラクター大集合！キャラクター大集合！

古市古墳群おもてなし隊古市古墳群おもてなし隊

＜問合せ＞文化財・世界遺産室

●市役所敷地南側広場の整備
工事を行います。「工事エリア」 
は立入禁止のため迂回のご協力
をお願いします。
●安全に十分配慮して工事を進
めますので、ご理解とご協力
をよろしくお願いします。

→歩行者動線

→出入口

～ A 棟解体予定につき、以下の事務所は 11 月より移転先で業務を行います～
名称・移転日・問合せ 移転前 移転後

社会福祉協議会（訪問介護事業所・居宅介護支援事業所）
【移転日】11 月 2 日㈪～　☎ 072-958-1626 A 棟 1 階 本館地下

羽曳野警察署管内防犯協議会
【移転日】11 月 2 日㈪～　☎ 072-952-3339 A 棟 2 階 本館地下

水道局（水道料金お客様センター）　☎ 072-957-7770
【移転日】11 月上旬予定 ※㈯㈰のみ移転。平日は今までどおり。 A 棟 1 階  別館北側平屋

工事エリア

市役所
（本館） 市役所

（別館）

m
マ イ

y d
ド ア
oor O

お お さ か
SAKA は、大阪府が構築した「個

人向け」の総合行政ポータルで、利用者に必
要な羽曳野市と大阪府の情報をプッシュ型
でお届けすることができるサービスです。

キャンペーン、デジタル通知の
登録方法はこちら▶

～おすすめ情報～
羽曳野市・大阪府内の
おでかけイベントなど

様々な情報が受け取れる！

～デジタル通知～
スマホで市からの通知を確認できる！

～ デジタル通知の登録が完了した羽曳野市民限定キャンペーン ～
12 月18 日㈮までの登録で12 月18 日㈮までの登録で
3,003,0000円円相当の相当のデジタルギフデジタルギフトト※※を抽選でを抽選で100100 人人にプレゼント！にプレゼント！

〇〇利用

「保育施設の利用調整結果」（1 月頃）
「留守家庭児童会の入会決定」（2 月頃）＜問合せ＞ 行革DX推進課  行革担当

※「gifteeBox」約1,000 種類の中から、自分の好きな商品を自由に選べる。

App Store

＜周遊アプリ ダウンロード＞

Google Play

1111月月88日日㈰㈰1100::0000～～1155::0000
　　峰塚公園峰塚公園、、峯峯ヶ塚ヶ塚古古墳墳にてにて

→
→
→

別館北側平屋

本館地下

こどもギャラリーこどもギャラリー
（小中学生の古墳学習展示）（小中学生の古墳学習展示）小雨決行小雨決行、、ご来場は公共交通機関でご来場は公共交通機関で
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　羽曳野市は、小規模特認校制度を実施しています。次の就学の条件を満たす人は、希望により、校区外から通学することができます。

＜校区外の人が就学できる条件＞
　◆羽曳野市内に居住していること
　◆はびきの埴生学園の教育活動を理解・賛同し、協力できること
　◆保護者の責任と負担において児童・生徒を通学させることが可能なこと
　◆原則として卒業までの間、通学すること
　◆入学は原則として、毎年 4 月 1 日です。

＜校区外の人の申請手続き＞
　入学を希望する人は、必ず学校見学を済ませてから、学校教育課へ「就学指定校変更申請書」（学校教育課で配付）を提出してください。

＜受け入れ学年・人数＞
※期間後も定員に満たない学年は延長の場合あり
新 1 年生 5 人程度
新 7 年生（中学 1 年生に相当） 10 人程度

・募集定員を超えた場合は公開抽選により決定
・兄姉がはびきの埴生学園に在籍している場合は優先枠あり

　令和 9 年 4 月から小学校（または義務教育学校前期課程）に入学するお子さん（令和 2 年 4 月 2 日～令和 3 年 4 月 1 日生まれ）が
対象です。案内はがき（10 月送付済み）が届かない・紛失したなどの場合は問い合わせください。

＜就学時健康診断＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜入学説明会＞
　◆指定された場所（学校）・健診日に受診してください。※受付終了時間までに来場　　　　　　　◆指定日に参加できない場合は、
　◆転居予定の場合でも、住民異動届を出すまでは指定校で受診してください。　　　　　　　　　　就学予定校へ連絡してください。
　◆指定日に受診できない場合は、学校教育課へ連絡してください。

　市独自の子育て支援策として、多子世帯の経済的負担の軽減を
図るため、市立中学校（義務教育学校後期課程を含む）に在籍
する第３子以降の中学校給食費を助成します。なお、小学生につ
いては、今年４月から小学校給食費が完全無償化となったため、
申請対象外となります。

＜申請期日＞ 12 月 28 日㈪
＜申請方法＞ オンラインまたは食育・給食課窓口にて
※窓口申請は平日 9:00 ～ 17:30
※助成の要件や申請時に必要なものなど、
　詳しくは市ウェブサイト参照

　早期（令和 9 年 2 月中旬）に支給を希望の人は申請してください。（詳細は広報１２月号、市ウェブサイト参照）

対象者
羽曳野市立の小・中学校（義務教育学校を含む）へ入学・進級予定児童生徒の保護者で、次の①②全てに該当する人
①申請時に羽曳野市に在住し、また令和 9 年 4 月より羽曳野市が設置する学校に就学予定の児童生徒の保護者
②令和 8 年 12 月末現在「令和８年度　就学援助制度」の受給認定者、若しくはその受給資格に該当する人

支給額 小学校 64,300 円（予定）、中学校 81,000 円（予定）　※支給時期：令和 9 年 2 月中旬

申込 12 月 1 日㈫～ 28 日㈪に、オンラインもしくは学校教育課窓口にて申込み（窓口は平日のみ）
※申込時、①振込先がわかるもの（通帳など）、②認定資格を証明するもの（※受給認定者は不要）が必要

【問合せ】学校教育課　☎ 072-947-3907（直通）

　市内の小学校または義務教育学校に在籍する 1 年生から 6 年生で、就労や疾病等により保護者が昼間家庭にいない児童が対象です。

＜オンライン申請が使用できない場合＞  ※窓口申請、要事前予約
11 月 30 日㈪～ 12 月 5 日㈯ 9:30 ～17:00（12:00～13:00除く）
の期間に必要書類を持参（市役所別館 3 階 大会議室にて）
※来所には事前予約が必要です。（11 月 16 日㈪ 10:00 予約開始）

＜募集要項配布場所＞
市役所（別館 3 階 次世代育成課）、支所、各留守家庭児童会の教室、
市内小学校園、市内保育施設 など（ウェブサイトにも掲載）

　令和 9 年度  就学予定児童の就学時健康診断と入学説明会のご案内　

　令和 8 年度  多子世帯学校給食費助成事業（第３子以降の中学生対象）　　　【問合せ】食育・給食課　

　就学援助費（新入学用品費）の早期支給申請期間は 12 月1 日㈫～ 28 日㈪　

　他校区からの「はびきの埴生学園」（小規模特認校）への入学申請期間は 11 月2 日㈪～ 12 月2 日㈬　

   令和 9 年度  留守家庭児童会（学童保育）児童募集　　　　　    【問合せ】次世代育成課  ☎ 072-947-3902（直通）

申込み申込みははオンライン申請オンライン申請から  から  ＜＜申請期間申請期間はは 1111月月66日日㈮㈮ 0:0:0000～～1122月月77日日㈪ 23:5㈪ 23:599 ＞＞

オンライン申請はこちらから▶
オンライン申請ほか、募集要項や
申請書類のダウンロードが可能です。

▲詳しくは
　こちらから
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子育て支援子育て支援すくすくすくすく
　　　　　　詳しくはウェブサイト

（センターニュース「てとてと」）参照▶
子育て支援センター « 広場 » ㈪～㈮ 10:00 ～11:30 ※㈷除く
●就学前の子ども対象「みんなの広場」や「年齢別広場」、一日開放「フリーデー」など。
子育て支援センターふるいち　　古市 4-2-9（古市複合館）☎ 072-958-3308　FAX 072-958-3350
子育て講座 「歯っぴーきっず」11 月 17 日㈫ 10:00～11:30  ■■対対■■象象 就学前の子どもとその保護者（市民限定）■■定定■■員員 13 組程度（保育は生後５カ月～）  ■■申申■■込込 11 月 2 日㈪～電話か窓口
こもも教室 12 月 2 日㈬・7 日㈪ 10:00 ～ 11:30　２回連続講座  ■■対対■■象象 主に 4 ～ 6 カ月の赤ちゃんとその保護者（市民限定）  ■■申申■■込込 11 月 16 日㈪～電話か窓口

子育て支援センターむかいの　　向野 523（向野こども園旧園舎 1 階）☎ 080-7536-7898　FAX 072-953-6361
こもも教室 12 月 10 日㈭・14 日㈪ 10:00 ～ 11:30（２回連続講座）  ■■対対■■象象 主に 4 ～ 6 カ月の赤ちゃんとその保護者（市民限定）  ■■申申■■込込 11 月 9 日㈪～電話か窓口
クリスマスコンサート １２月 15 日㈫ １部 10:00 ～ 10:40、２部 11:00 ～ 11:40
　　　　　　　　　 対対対対対対対対対対 ■■対対■■象象 就学前の子どもとその保護者（市民限定）■■定定■■員員 各 20 組程度  ■■申申■■込込 11 月 30 日㈪～ 12 月 4 日㈮電話か窓口

NPO法人 南河内こどもステーション ～子どもから大人まで～ 
市役所南側 ☎・FAX 072-957-1114　詳細は問い合わせください。
みんなの食堂 ㈮ 17:30 ～ 19:30・㈯ 11:00 ～ 13:00　　みんなの居場所 ㈪～㈯ 10:00 ～ 17:00
やってみようくらぶ（要参加費）思考力・パソコン、図工、英語、習字、こどもの手編み、科学など
一時保育（要登録）㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00（要予約・㈯㈰㈷時間外応相談）　■■￥￥  所所乳幼児 1 時間 500 円～
農業くらぶ「里芋の収穫・芋煮会」29 日㈰ 10:00 ～ 13:00　■■場場■■所所  所所れんげ農場　※要参加費
なんでも相談（随時、要予約）　　

手をつなぐ子育て くるみ共同保育園
（社会福祉法人 あすなろ）
壺井 508-1 ☎ 072-957-3282 🅟あり
◦前日までに電話予約
赤ちゃんあそぼ　19 日㈭ 10:00 ～ 11:00
■■持持■■物物 着替え・タオル・水筒
・赤ちゃんのゆさぶり遊び　■■定定■■員員  きき5 組
　■　■対 対対 対■■象象 5 カ月～ 1 歳半
・離乳食体験　離乳食の進め方など
　￥ ■■￥￥  きき400 円　■■定定■■員員  きき3 組　■■対対■■象象 5 ～ 6 カ月
実践で学ぶ赤ちゃんのゆさぶり遊び
19 日㈭ 10:00 ～ 11:00　
■■対対■■象象 保育士・保育に興味のある人・学生

園庭開放 ㈫㈬㈭ 10:00 ～ 16:00
子育て相談随時実施

NPO法人 サポートネットワークぬくもり
あいあい保育園
向野 2-8-2（埴生診療所敷地内）🅟あり
☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716
えほん・あらかると
　10 日㈫ 10:30 ～ 11:30
人形劇「おむすびころりん」
　　　　「おおきなかぶ」
　　　　「はらぺこあおむし」
　18 日㈬ 10:30 ～ 11:30
ホップ・ステップ・リトミック
　24 日㈫ 10:30 ～ 11:30

就労相談（子育て中の再就職）
　第 2 ㈫ 11:00 ～ 12:00
子育て何でも相談 平日10:00～16:00（電話可）
広場開放 ㈫㈬㈮ 10:00 ～ 16:00　

NPO 法人 つどいの広場 カンナ　高鷲 5-422-22　☎・FAX 072-939-1625
【開放時間】㈪㈬㈮ 10:00 ～ 16:00

おばあちゃんと遊ぼう＆相談会 6 日㈮ カラーボールで遊ぼう 13 日㈮
ポップコーンを作って食べよう 20 日㈮ スライム作り 27 日㈮

四天王寺悲田院地域子育て支援センター ぼのぼ
学園前 6-1-1
☎ 072-957-7517　FAX 072-950-3457
㈪～㈮ 10:00 ～ 16:00
子育てに関する悩み・相談は随時受付
赤ちゃん広場 9 日㈪・30 日㈪
　　　　　　 10:30～11:30、13:30～14:30
よちよち広場 2 日㈪・１６日㈪
　　　　　10:30～11:30
あそぼう広場 ㈫㈮ 10:30～11:30
　　　　　　 ［27 日㈮除く］
＜以下、要予約（前日までに電話）＞
0 歳サロン 11 日㈬ 10:30～11:30、13:30～14:30
1 歳親子教室 18 日㈬ 10:30 ～ 11:30
2・3歳親子教室 25 日㈬ 10:30 ～ 11:30
すこやか広場 27 日㈮ 10:30 ～ 11:30
　　　　　　 （MOMO プラザにて）

「こどもカーニバルでんでん」 こども園にて
11月3 日㈫㈷ 10:00～14:00（最終入場 13:45）
　　　　　　　　　　※雨天決行、荒天中止

つどいの広場事業（11月）

羽曳野荘【子育て広場】
保育士・臨床心理士・社会福祉士に子育て相談が可能。
■■とと■■きき 11月17 日㈫ 10:00～11:30　■■場場■■所所  所所羽曳野荘 多目的ホール
■■問問 児童養護施設　羽曳野荘（中條・西岡） ☎ 072-956-2102

▶
羽
曳
野
荘

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

病後児保育（0 歳～学童）　とと

利用時間

8:00（7:30）～ 18:00（19:00）
※カッコ内は延長可能時間

［当日］9:00 ～ 17:30（延長不可）
［土曜］8:00 ～ 17:00（当日利用および延長不可）

■■申申■■込込  込込㈪～㈮ 9:00 ～ 17:00（電話可、当日利用可）
■■￥￥ 1 人 1 日 1,000 円（延長 30 分 300 円）
　 ●給食費５００円（おやつ代含む）※令和８年４月１日より
　 ●非課税世帯は半額、生活保護世帯は無料、2 人目以降の子ども半額
■■問問 �NPO 法人サポートネットワーク ぬくもり　あいあい保育園

（向野 2-8-2［埴生診療所敷地内］）　☎ 072-937-0016　FAX 072-937-5716

※実施時間すべて
　10:00 ～ 12:00
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妊娠したら… 出産なび 育児相談 オンライン相談

公立教育・保育施設の子育て支援（11月）
施設名［☎ 市外局 072］ あそびにおいでよ！ようちえん

羽曳が丘幼稚園 958-7201 ■■未未 19 日㈭ 9:30～10:30 ごっこ遊び
埴生南幼稚園 957-0212 ■■未未 11 日㈬ 10:00 ～　人形劇を見よう

埴生幼稚園 955-1062 ■■園園 17 日㈫ 9:30 ～ 10:30
■■未未 25 日㈬ 9:30～10:30　おみせやさんにきてね

高鷲南幼稚園 955-1624 ■■未未 16 日㈪ 9:30 ～10:30　あきとあそぼう
こども未来館たかわし 955-0730

 ■ ■ 園園園園 ㈫㈭ 10:00 ～ 11:00
向野こども園 953-2071
古市こども園 958-0206
軽里保育園 958-3338

はびきの保育園 958-3328
■■持持■■物物  物物着替え・タオル・水筒・上靴（幼稚園のみ）　■■対対■■象象  物物未就園児と保護者
※ ■■園園＝園庭開放　　園園 ■■未未＝未就園児教室

予定（中止の場合あり）や育児相談など、詳細は事前に各園へ問い合わせください。

民間教育・保育施設の子育て支援（11月）
施設名［☎市外局 072］ 園庭開放（健康相談は要予約）
高鷲保育園 953-3883 ㈪～㈮ 10:00 ～12:00 雨天中止

さかとがはらこども園 956-6246 第 2・4 ㈯ 10:00 ～11:00 雨天中止
明の守こども園 954-9630 第 3 ㈫ 10:00 ～11:00 （要予約）

認定こども園 誉田保育園 958-2525 14 日㈯ 10:00 ～11:00 雨天中止
郡戸こども園 938-5280 第 2 ㈫ 10:00 ～11:00 雨天中止
高屋保育学園 957-1234 ㈫㈭ 14:30 ～15:45 雨天中止

四天王寺悲田院こども園 957-7517 ㈫㈮ 10:00 ～11:00 雨天中止
あおぞらこども園 950-1105 第 4 ㈬ 10:00 ～11:00
ベビーハウス社協 930-0240 17 日㈫ 10:00 ～11:00

認定こども園 白鳩羽曳野幼稚園 957-0555 9 日㈪・16 日㈪ 11:00 ～11:30

マタニティ交流会 ※予約制 (WEB 申込可）
「デコマタニティキーホルダー」を作ります
■■とと■■きき  象象11 月 19 日㈭ 14:00 ～ 16:00
■■対対■■象象 妊娠 36 週未満の妊婦さん（妊娠 36 週以降の人は相談）
　　 ※保育なし

マタニティスクール ※予約制 (WEB 申込可）
■■とと■■きき 12 月コース：① 3日㈭  ② 12 日㈯  ③ 18 日㈮
■■対対■■象象 � �象象象象初産婦さん・①②③とも参加可能な人優先

はじめての育児交流会 ※予約制（WEB 申込可）
■■とと■■きき  象象11 月 19 日㈭・12 月１８日㈮ 14:00～16:00 
■■対対■■象象  象象生後２カ月頃～ 5 カ月未満までの赤ちゃんと家族

▶
申
込
フ
ォ
ー
ム

▶
申
込
フ
ォ
ー
ム

▶
申
込
フ
ォ
ー
ム

乳幼児健康診査（場所：保健センター）
対象児に個別通知します。
健診日 2 週間前までに通知が届いていない人はご連絡ください。

種類 日程 対象児（生まれ月）

4 カ月児
健康診査

11 月 13 日㈮ 令和 8 年 7 月 1 日～ 16 日
11 月 27 日㈮ 令和 8 年 7 月 17 日～ 31 日

12 月 11 日㈮・25 日㈮ 令和 8 年 8 月
1 歳 6 カ月児

健康診査
11 月 16 日㈪・17 日㈫ 令和 7 年 4 月
12 月 21 日㈪・22 日㈫ 令和 7 年 5 月

2 歳 6 カ月児
歯科健康診査

11 月 24 日㈫・25 日㈬ 令和 6 年 5 月
12 月 15 日㈫・16 日㈬ 令和 6 年 6 月

3 歳 6 カ月児
健康診査

11 月 10 日㈫・11 日㈬ 令和 5 年 5 月
12 月 1 日㈫・2 日㈬ 令和 5 年 6 月

健診や教室などの
　　日程はこちら▶

～お母さんと乳幼児～

こども家庭支援課 母子保健担当     ☎ 072-956-1000

こども家庭支援課 家庭児童相談担当　☎ 072-956-1000　～児童虐待の疑いなど（平日 9:00～17:30）～

 21 時まで子育て相談を受ける窓口
■■とと■■きき 平日 18:00 ～ 21:00申申
■■申申■■込込 �市ウェブサイト上の
　　 申込フォームから予約

　　　　　子育て世帯訪問支援事業
家事・育児に不安や負担を抱える子育て家庭、
妊産婦などに対して訪問支援員が居宅を訪問し、
家事・育児を支援するサービスです。

  子どもの居場所づくり団体一覧

▶市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

▶市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

▶相
談
希
望
日
の

1
週
間
前
ま
で

に
申
込

▶出
産
施
設
検
索

初回産科受診料支援事業
■■対対■■象象  象象羽曳野市に住民登録のある市民税非課
税世帯または生活保護世帯に属する人

（助成額：１回の検査につき上限１万円）

妊婦歯科健康診査
■■対対■ ■ 象象象象 妊婦（妊娠週数 16 ～ 27 週の受診推奨）

5 歳児健康診査
5 歳児健康診査を実施しています。詳しくはウェブサイト参照。
■■対対■■象象  所所令和 3 年 4 月 2 日～令和 4 年 4 月 1 日生まれの子ども
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白鳥児童館白鳥児童館
翠鳥園 2-9-101　☎・FAX  072-957-4900
㈪～㈯ 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00
●小学生と保護者同伴の乳幼児対象　●駐車場なし

11 月の予定

  4 日㈬ 10:30 ～ 11:30 わくわく子育て広場「しゃぼん玉であそぼう」
■■持持■■物物  きき着替え、タオル　※雨天中止

  9 日㈪ 10:30 ～ 11:00 絵本のへや（絵本・紙芝居など）

11 日㈬ 15:00 ～ 16:00 将棋であそぼう　■■対対■■象象 小学生

14 日㈯ 14:00 ～ 15:00 グラウンドゴルフであそぼう
■■持持■■物物  きき水とう　※雨天中止

18 日㈬ 10:30 ～ 11:00 絵本のへや（絵本・紙芝居など）

25 日㈬ ① 14:30 ～ 15:15
　         ② 15:30 ～ 16:15

みんなで遊ぼう水曜日「風船バレーをしよう」
■■対対■■象象 ① 1 ～ 3 年生、② 4 ～ 6 年生
■■持持■■物物  きき水とう

28 日㈯ ① 10:00 ～ 11:30
　　　　② 14:00 ～ 15:30

ハンドメイド教室「クリスマス飾り作り」
■■対対■■象象 1 ～ 6 年生　■■￥￥ 100 円（当日持参）
■■定定■■員員 ①②各10 人（先着順）
■■申申■■込込 電話にて14 日㈯ 9:00 ～ 

クリスマス会 12 月 12 日㈯ 10:00～11:30　■■申申■■込込 電話にて１１月 28 日㈯ 9:00 ～ 

白鳥児童館
ウェブサイト▶

青少年児童センター青少年児童センター
向野 3-1-33　☎ 072-952-0032　
FAX  072-937-8580
●一般開放（体育館・運動広場・学習室）㈪～㈯ 13:00 ～ 17:00
　※㈰㈷・事業のある日を除く
　※事業の都合により一般開放できない施設があります。
●就学前の子どもとその保護者は9:00～12:00にセンター内「待合図書室」
　の利用可（春・夏・冬休み期間、年末年始、事業のある日を除く）
～最新情報や詳細はセンターだよりやウェブサイト参照～

11 月の予定（教室の申込は電話・窓口で受付）
子ども広場「将棋教室」※開催日変更の場合あり
■■とと■■きき 14 日㈯・21 日㈯・28 日㈯ 15:00 ～ 16:30　　　　対対対対対対
■■対対■■象象  きき小学生（市内在住）

子育てセミナー「親子体操」　
■■とと■■きき 21 日㈯ 10:30 ～ 11:30　　■■場場■■所所  きき体育館（当日直接来場）　　
■■対対■■象象  きき就学前の子どもと保護者（市内在住）　　
■■持持■■物物  きき体育館シューズ（参加者全員）　　■■￥￥  きき一家族 100 円

おもしろ教室「輪つなぎサンタ＆トナカイ」　
■■とと■■きき 28 日㈯ 10:00 ～ 11:30　　■■定定■■員員  きき先着 15 人　　
■■申申■■込込 電話にて 11 月 2 日㈪ 9:30 ～受付　　■■￥￥  きき200 円
■■対対■■象象  きき3 歳以上の幼児と小学生（小学 1 年生までは保護者同伴）

青少年児童センター
　　ウェブサイト▶
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青少年センター青少年センターからのからのお知らせ  お知らせ  古市 4-2-9（古市複合館 2 階）   ☎ 072-958-0050

『冬期工作教室　もうすぐ楽しいクリスマス　 “手作りリースでサンタさんをお迎えしよう”』
■■とと■ ■ きききき 11 月 29 日㈰（午前）10:00 ～ 11:30、（午後）14:00 ～ 15:30　■■対対■■象象  きき小学 2 ～ 6 年生　
■■定定■■員員  きき各先着 10 人　■■持持■■物物  きき筆記用具　■■￥￥  きき200 円　■■申申■■込込  きき11 月 7 日㈯ 9:45 整理券配付、9:50 受付開始
※申込者数に応じて午前・午後のどちらかに集約する可能性があります。

青少年センター
ウェブサイト▶
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図書館だより 市内図書館の開館時間 10:00 ～ 18:00　※古市 [～17:30]、中央 [ 平日のみ ～ 20:00]
全館休館：毎月最終㈬ ※㈷の場合は翌日、12 月を除く
ブックステーションはびきのコロセアム　☎ 072-937-7210  開館㈫㈭㈯ 13:30～16:30

市
内
図
書
館
の
予
定
な
ど

中央図書館　■■休休  きき㈪　☎ 072-950-5501 陵南の森図書館　■■休休  きき㈮　☎ 072-952-2750
■■話話  きき7 日㈯・21 日㈯ 11:00～、8 日㈰・22 日㈰ 14:00～、21 日㈯ 15:00 ～
■■一一 本の表紙で紅葉狩り  ■■児児  ききむかしむかしのお話
■■特特  きき【1】POP で紹介・司書のおすすめ本   ■■特特  きき【2】書庫の本大放出！こんな本もあるよ

■■話話  きき1 日㈰・8 日㈰・28 日㈯ 11:00 ～、21 日㈯ 15:00 ～、
　　15 日㈰小さい子向け 11:00 ～、少し長いお話を聞ける子向け 11:30 ～一一
■■一一 夢中になれるモノを探して   ■■児児  ききたまには、こんな本でも

丹比図書館　■■休休  きき㈮　☎ 072-937-2355 東部図書館　■■休休  きき㈮　☎ 072-950-2002　
■■話話  きき28日㈯10:30～　■ ■ 特特特特 秋夜、自分を整える ■■特特  きき秋をみつけよう
羽曳が丘図書館　■■休休  きき㈮　☎ 072-958-8653 古市図書館　■■休休  きき㈪㈫　☎ 072-958-0050　
■■話話  きき14 日㈯・28 日㈯ 11:00 ～　■■特特  ききいろいろな秋 “食べもの編” ■■話話  きき6 日㈮ 13:30 ～　■■一一 大人にも読んで欲しい絵本　■■児児  きき字のないえほん

　　　　話話話話 ■■話話 おはなし会　　【特集テーマ➡ ■■一一 一般　■■児児 児童　■■特特 特集】

見て、さわって、聞く読書の世界 in 陵南
■■とと■■きき  きき12 月 6 日㈰ 10:30 ～ 16:00
■■場場■■所所  きき陵南の森図書館　おはなしのへや周辺
■■内内■■容容  容容①アイマスク＆白杖体験　10:15 ～ 11:00（小学 3 ～ 6 年生）、
　　　　　　　　　　　　　　　　11:15 ～ 12:00（中学生～）
　　②点字でしおりや名刺を作ろう！　13:30 ～ 15:00
　　③点字つき絵本、音訳絵本などの展示・貸出
　　④バリアフリー絵本などを使ったおはなし会
　　※①のみ各回定員１０人、申込は 11 月 8 日㈰ 10：00 ～
　　陵南の森図書館へ来館または電話

図書館休館のお知らせ（館内整理日）
11 月 25 日㈬ 市内図書館全休館、資料の返却はブックポストへ
※CD・DVDや他市からの借用本などはブックポストに入れないでください。
※ 19 日㈭東部図書館は空調設備等の工事のため臨時休館

～図書館で映画を楽しもう～ わくわくドキドキ★ムービーシアター
12 月 6 日㈰ 『キャデラック・レコード』 11 月１２日㈭～受付
12 月 20 日㈰ 『ヴァチカンのエクソシスト』11 月 26 日㈭～受付
※各回上映14:00～（開場13:30～）
■■場場■■所所   ききLICはびきの映像セミナー室　■■対対■■象象   きき図書館利用カードを持つ人（先着45人）
■■申申■■込込   きき各上映の前日までに中央図書館窓口・電話・ウェブサイトにて申込

おはなしライブ
～第２０回おはなしボランティアグループ「はびきの」発表会～
■■とと■■きき   きき12 月 6 日㈰ 14:00 ～
■■場場■■所所   ききLIC はびきの２階　大会議室
■■内内■■容容   容容「星のクリスマス」（ブラックパネルシアター）、
　　　「てぶくろを買いに」「びんぼうがみとふくのかみ」（素話）ほか

羽曳野市立図書館 秋の読書月間 2026 ＜１１月２2 日㈰まで＞　そうだ！図書館へ行こう！
中央図書館
●寄贈本をおゆずりします！ゆず本まつり☆2026
　（資料3点借りると交換券1枚プレゼント）
　11月8日㈰①こどもの部10:30～11:50
　　　　　　　②みんなの部12:00～14:50
　　　　　　　③残り福の部15:00～16:00
※11月7日㈯イベント準備のため、
　キッズスペースは使えません。

陵南の森図書館　※11月22日㈰まで
●これであなたもトショカンマスター

東部図書館　※11月24日㈫まで（19日㈭臨時休館）
●おすすめ本大募集！　投票用紙に記入し、投票箱に入れてね！

古市図書館
●ちょっとおはなし聞きに行こ会ッ！：11月6日㈮13:30～
●本のおたのしみ袋　いつもと違う本、ちょっと読んでみぃひん？！
　※11月22日㈰まで

学校司書・図書館司書がオススメする本の POP 展（巡回展示）
11月：中央　12月：東部　1月：丹比　
2月：陵南の森　3月：羽曳が丘

羽曳が丘 ・ 丹比図書館　※11月22日㈰まで
●エコぽん（本）　リユース本をゆずります！
●みんなでつなぐ30年のキズナ（丹比）

～問合せ・詳細は各図書館へ～

　羽曳野市青少年健全育成推進協議会と教育委員会では、生活習慣の確立を
テーマに「３つのチャレンジ」を実施します。健康な生活習慣の基本は「早
寝・早起き」「朝ごはん」、そして今年度の 3 つ目のテーマは「あいさつ」です。
　小学校（義務教育学校前期課程含む）、幼稚園、保育園、こども園（3 歳児
以上対象）から「３つのチャレンジ」記録表を配布しますので、活用いただき、
健康な生活習慣にチャレンジしてください。
※小学生を対象に、終了後アンケートを実施予定です。ご協力お願いします。
■■問問 次世代育成課

「3 つのチャレンジ」で健康な生活習慣の確立へ  ～ 11 月「子ども・若者育成支援推進強調月間」～
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大人の健康習慣 ～40 歳を超えたら年 1 回の特定健診が当たり前！～

慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学
岡村 智教 先生健診でわかること―血清尿酸値と慢性腎臓病について

　健診の血液検査でおなじみの「尿酸値」。数値が高いと、足
の親指の関節などが腫れて激痛を引き起こす痛風の原因になり
ます。尿酸値の測定は、国が定めた基本健診項目ではありませ
んが、羽曳野市の国保の健診では毎年全員の測定が行われてい
ます。高尿酸血症は痛風の原因になる病気として有名ですが、
尿酸が高い状態が続くと、痛風発作だけでなく、脳卒中や心筋
梗塞などの循環器病も発症しやすくなります。しかし尿酸値の
高い人は血圧や血糖値、脂質も高いため、尿酸そのものが循環
器病の原因になるかどうかは議論があります。また高尿酸血症
は腎臓の働きを悪くすることも知られています。
　全国の 30 歳以上の 7,336 人を対象に、高尿酸血症（ここ
では尿酸値 7 以上）と腎臓の働きの低下（慢性腎臓病、ここで
は eGFR 60 未満または尿蛋白＋以上）が、その後の心筋梗塞
や脳卒中などの循環器病による死亡にどう影響するかを 30 年
間追跡した研究があります。この研究では、最初の健診時の状
態から、①どちらもなし、②高尿酸血症のみ、③慢性腎臓病の
み、④両方あり、の 4 グループに分けて将来の循環器病のリス
クを比べました。結果を右図に示します。「どちらもなし」の
グループのリスクを 1 とした場合、「高尿酸血症のみ」は 1.14
倍で大きな差はありませんでしたが、「慢性腎臓病のみ」では
1.27 倍、そして「両方あり」のグループでは 2.18 倍と、危険
性が 2 倍以上に跳ね上がることが分かりました。この結果は、
同時に合併している高血圧や糖尿病、脂質異常症の影響を統計

学的に調整しています。この研究からは、尿酸が高いことで腎
臓が傷つき、その結果として循環器病のリスクが大きく高まる
という機序が考えられました。
　なお羽曳野市の国保の令和 5 年度の健診受診者のデータを
集計すると、①～④の割合は、男性ではそれぞれ① 58.8%、
② 9.5%、③ 23.4%、④ 8.3%、女性では① 72.1%、② 1.8%、
③ 24.5%、④ 1.6% でした。男性で④の「両方あり」が多いのは、
男性の方が高尿酸血症が多いためです。さすがに 30 年追跡し
てどうなるかは現時点ではわかりませんが、尿酸値や腎機能の
数値で指摘を受けた場合は、「痛くないから」と放置せず、飲
酒量を減らすなど生活習慣の改善に取り組みましょう。また尿
酸が基準値を超えている場合は、迷わずかかりつけの先生に相
談して、早期からの管理を心がけることが大切です。

＜問合せ＞保険年金課 保健事業担当　☎ 072-947-3605

　羽曳野市国民健康保険では、40 歳以上の方に
1 年に 1 回 特定健診（特定健康診査）を実施しています。

特定健診はメタボリック症候群に着目した糖尿病や高血圧症などの
生活習慣病の発症や重症化を予防するための健診です。
　９月号から３回にわたり健康情報を連載しています。

　第３回は慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学 岡村智教先生
にお話を伺いました。

～～特定健診の受け方特定健診の受け方～　～　受診期限は令和９年３月31日！受診期限は令和９年３月31日！

20 ～ 39 歳の
国民健康保険被保険者
向け「プレ特定健診」
　　　　　はこちら▶

受診券の再発行は
　　　　　こちら▶

受診券（見本） 封筒（見本）

STEP①　受診券の確認
　　　　　4 月下旬に被保険者に「特定健康診査  受診券」を郵送しています。
　　　　　お手元にない方は、再発行の手続きをしてください。
STEP②　医療機関を選ぶ
　　　　　受診したい医療機関へ、電話で予約をする。
STEP③　受診する
　　　　　【持ち物】特定健康診査  受診券、
　　　　　　　　　  羽曳野市国民健康保険の資格が確認できるもの
　　　　　　　　　  （マイナ保険証 or 資格確認書など）

実施医療機関など
その他詳細はこちら▶

【図】高尿酸血症・慢性腎臓病と循環器病の関連
全国に居住する 30 歳以上の男女 7,336 人を 30 年間追跡

Endocrine 2026 May 4; 91(1): 170. doi: 10.1007/s12020-026-04634-3 から作図
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フッ素のことフッ素のこと

（はびきの鍼灸マッサージ師協会）  ☎ 072-954-5162

市役所保険年金課　☎ 072-958-1111  内線1720  
天王寺年金事務所　☎ 06-6772-7531  ＦＡＸ 06-6772-3338

フッ素（フッ化物）をご存じの方は多いと思います。
歯科におけるフッ素（フッ化物）の効果として、歯質の強化・

虫歯菌の出す酸で歯が溶けること（脱灰）を抑制・虫歯菌
の活動の抑制が挙げられます。歯科では、その有効性から
フッ素の局所応用（歯磨き粉・歯面塗布・洗口）が行われ
ています。最近、「フッ素は体に有害で危険」という情報が 
あり、歯科で用いるフッ素（フッ化物）の安全性を心配 
されている方も多いと思いますので、簡単に説明させて 
いただきます。

フッ素と呼ばれているものは、おおまかに、工業用フッ
化物（フッ化水素酸を含む）・医療用フッ化物に分かれます。

工業用フッ化物は、半導体の製造やフライパン・自動車 
のコーティング剤（フッ素コート）や泡消火剤で用いる
PFAS（有機フッ素化合物）と呼ばれる人工的な化学物質を
含みます。この PFAS は、分解されず蓄積し水質環境汚染
や人体への悪影響がニュースや SNS で取り上げられており、
各国で規制や研究が進められているとのことです。

歯科で使用する医療用フッ化物（無機フッ素化合物）は、
海水・土壌・野菜など含まれ自然界に存在します。医療に
おいて歯や骨の強化に役立ち、用法用量を守っていただき、
過剰摂取しない限り中毒などの危険性はなく安全といわれ
ています。

フッ素コートのフッ素（PFAS）と、予防歯科治療で使用
するフッ素は、異なるものになります。

上野山歯科医院　上野山雄央

わが国では 2010 年に、健康寿命を延ばす観点

から「統合医療」の積極的な推進について検討を 

進める「統合医療プロジェクトチーム」が厚生 

労働省内に発足され、西洋医学と鍼灸などの 

補完代替医療を合わせて、患者さんに提供する 

ことを目的とした活動がはじまっています。

小児鍼・健康はり体験会
ふれあい健康まつりにて非常な反響がありました

と　き　11 月 20 日㈮　13:30 ～ 15:00

場　所　保健センター 2 階  予防接種ホール 

申　込　当日会場にて

問合せ　はびきの鍼灸マッサージ師協会

　　　　TEL・FAX　072-954-5162（米谷）

　国民年金保険料は、社会保険料控除としてその年の課税所得から 
控除されます。控除の対象は、令和８年中に納付した保険料の全額 
です。過去の年度分や追納した保険料、ご家族分を納付した場合の
保険料も対象となります。日本年金機構から「社会保険料（国民年金
保険料）控除証明書」が送付されますので、年末調整や確定申告の際に
使用してください。

対象者 発送時期
令和 8 年1月から 9 月までの間に
国民年金保険料を納付された方

令和８年 10 月下旬から
11 月上旬にかけて順次

令和８年10 月から12 月までの間に
国民年金保険料を納付された方 令和９年２月上旬

【お問合せ・再発行】
☞ ねんきん加入者ダイヤル　　　　    ☎０５７０－００３－００４
◆ 050 から始まる電話からは　　      ☎０３－６６３０－２５２５
　 [ 平日 ] 8:30 ～19:00　 　[ 第 2 ㈯ ] 9:30 ～16:00

　基礎年金を受給している方で、新たに年金生活者支援給付金の支給
対象となる方には、日本年金機構から請求書が送付されています。
令和 9 年 1 月 4 日までに手続きすると、令和 8 年 10 月分から遡って
受給できます。
世帯構成の変更や所得の更正等で支給要件に該当する場合は、ご自身で
請求の手続きが必要です。

　年に一度は、「ねんきんネット」でチェックしましょう。

　  ◆保険料納付記録の確認　　◆国民年金関係の手続き
　  ◆将来の年金見込額の確認　　　　　　　　　　　など

国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

【新規対象者】年金生活者支援給付金のはがきのご提出を
お忘れなく！

11月は「ねんきん月間」、11月30日は「年金の日」です！

河内長野
市役所

 令和 8 年 11 月 26 日㈭ 午前 10 時～午後 3 時 50 分

 予約受付開始日：令和 8 年 11 月 16 日㈪～前日まで

完全予約制：予約受付開始日以後に、基礎年金番号がわかるものを

用意して天王寺年金事務所へ電話で予約してください。

 出張年金相談会の開催について＜天王寺年金事務所＞

  【問合せ】■天王寺年金事務所  ☎ 06-6772-7531（代）
  [平　 日 ] 8:30 ～ 17:15 ※週初めの開所日は 19:00 まで

  [ 第２㈯ ] 9:30 ～ 16:00

  ※電話は自動音声案内です。

  ※電話機の 5 を押すと所員が対応します。

  ※繋がりにくい場合は、お手数ですが時間をおいて
　  からおかけ直しください。 　 日本年金機構

ウェブサイト
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健康増進課の検診（健診）や教室の申込など ☎ 072-947-3660（直通） 市役所1階⑥番窓口
● 検診（健診）は年度内に各1回。定員になりしだい締切。FAXでの申込不可。
● 詳しくは「令和8年度羽曳野市健康だより（保存版）」、市ウェブサイトをご覧ください。
※個別検診（健診）については、受診前に医療機関へ電話でお問い合わせください。

健
ふ みり-ぁ

康
▲健康だより

学ぶで～健康教室（予約制・受付中）
■■場場■■所所 所保健センター　■■￥￥  ￥￥無料　■■対対■■象象  所羽曳野市民　※詳しくは市ウェブサイト、チラシ参照

【運動講座】椅子ヨガ
■■とと■■きき  象象11 月 11 日㈬ 10:00 ～ 12:00（9:30 ～受付）

■■講講■■師師  象象健康運動指導士　（医療法人はぁとふるEudynamicsヴィゴラス）
■■持持■■物物 筆記用具、タオル、水分（水筒またはペットボトル）

【歯科講座】オーラルフレイル　お口の若返りケア
■■とと■■きき  象象11 月 18 日㈬ 10:00 ～ 11:30（9:45 ～受付）

■■講講■■師師  象象歯科衛生士
■■持持■■物物 筆記用具

【栄養講座】フレイル予防
■■とと■■きき  象象12 月 2 日㈬ 10:00 ～ 11:30（9:45 ～受付）

■■講講■■師師  象象管理栄養士　※試食あり
■■持持■■物物 筆記用具、手拭きタオル

【医師講座】生活習慣病と肥満
■■とと■■きき  象象12 月 9 日㈬ 14:00 ～ 15:30（13:45 ～受付）

■■講講■■師師  象象貴志 敏夫 医師（羽曳野市医師会　貴志クリニック）
■■持持■■物物 筆記用具

【運動講座】フレイル
■■とと■■きき  象象12 月 15 日㈫ 10:00 ～ 12:00（9:30 ～受付）

■■講講■■師師  象象健康運動指導士（医療法人はぁとふるEudynamicsヴィゴラス）
■■持持■■物物 筆記用具、タオル、水分（水筒またはペットボトル）

　　がん検診
がん集団検診（予約制）
＜令和９年 1 ～ 3 月分の申込開始日＞ ※ 11・12 月分も随時受付中
　【ウェブ申込】11 月 9 日㈪ 9:00 ～
　【電話・来所（市役所 1 階⑥番窓口）申込】11 月１２日㈭ 9:00 ～

▶
が
ん
検
診

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

胃がん検診 ＜胃部レントゲン（バリウム）検査＞（集団検診）
【対象】1975年以前の西暦奇数年生まれの人
【費用】1,000円（生活保護受給者は無料。検査当日受給証明書必要）

肺がん検診（結核健診含む）、大腸がん検診（集団検診）
【対象】1987年３月３１日以前生まれの人　　【費用】無料
※ 65歳以上の人は、年１回の結核健診が法律で義務付けられています。
　ただし、他に受診機会のある人は不要です。
胃・肺・大腸がん検診

保健センター 11 月 14 日㈯・26 日㈭、12 月４日㈮、
1 月 18 日㈪、3 月 10 日㈬

タケダハムはびきのコロセアム 11 月 17 日㈫、2 月 25 日㈭
陵南の森 12 月 17 日㈭、3 月 7 日㈰
モモプラザ 1 月 28 日㈭
石川プラザ 2 月 18 日㈭
肺・大腸がん検診　※胃がん検診なし
保健センター 11 月 19 日㈭・2 月 5 日㈮
陵南の森 3 月 1 日㈪
※健康だよりに掲載している12月１０日㈭は中止になりました。

胃がん検診 ＜胃内視鏡（胃カメラ）検査＞（個別検診）
※部分麻酔のみ（眠くなる薬の使用はありません）

【対象】1975 年以前の西暦奇数年生まれの人
【費用】2,000 円（生活保護受給者は無料。
　　　　　　　　　　　　　検査当日受給証明書必要）

【申込】受診券を健康増進課窓口または申込フォームから申請
【予約】受診券が届いたら、希望する実施医療機関へ予約してください。

乳がん検診、子宮がん検診（集団検診）
● 受診券（ピンク色もしくは黄色のはがき）が必要
　（令和 8 年 3 月下旬発送済）

乳がん：【対象】1985 年以前の西暦奇数年生まれの女性
　　　　【費用】1,000 円（１９８５年生まれと生活保護
　　　　　　　受給者は無料。検査当日受給証明書必要）

子宮がん :【対象】2005 年以前の西暦奇数年生まれの女性
　　　　　【費用】無料
※転入などで受診券が手元にない人、80 歳以上で検診
　を希望する人は健康増進課まで問い合わせください。
石川プラザ 11 月 20 日㈮
陵南の森 12 月 3 日㈭

保健センター 1 月 22 日㈮ ●●保保
3 月 9 日㈫

タケダハムはびきの
コロセアム 2 月 10 日㈬

●●保保  午後～未就学児保育有。希望者は健康増進課まで電話申込

▶
胃
・
肺
・
大
腸

　
が
ん
検
診
申
込
　
　

　
フ
ォ
ー
ム

▶
乳
・
子
宮
が
ん

　
検
診
申
込
フ
ォ
ー
ム

胃内視鏡検査受診
＜申込フォーム＞
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広告掲載に関する問い合わせは 合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449

定期健康相談・栄養相談
11 月 25 日㈬午前中　※要予約

　　高齢者の肺炎球菌ワクチンの定期予防接種
【対 象 者】65 歳以上 66 歳未満（66 歳のお誕生日前日まで）
【  費  用  】自己負担金 5,000 円（生活保護受給者は無料。接種当日は受給者証明書必要）
※案内はがきは 65 歳の誕生日翌月に送付します。
※令和 8 年 3 月末までに案内はがきが届いた人は、案内はがきに「自己負担額 2,000 円」
　と記載されていますが、令和 8 年 4 月より使用するワクチンが変更となったことに伴い
　自己負担額が 5,000 円となります。

藤井寺保健所
ウェブサイト救急インフォメーション市立休日急病診療所　誉田 4-2-3

☎ 072-956-1000（市立保健センター２階）
平日の連絡先  ☎ 072-947-3660（健康増進課）
●休日急病診療所（内科・小児科）
●小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
※来院時は必ず事前にお電話ください。

藤井寺保健所　藤井寺市藤井寺 1-8-36
☎ 072-955-4181
● HIV・梅毒即日検査、こころの健康相談、
　医療機関に関する相談など
生活衛生室　☎ 072-952-6165
●水質検査、腸内細菌検査、ぎょう虫卵検査など

11 月 8 日は「いい歯の日」
　今年度の成人歯科健診の対象は、昭和 30・35・
40・45・50 ～ 60、平成 2・7・12・17 年生まれの
市民で、費用は無料です。羽曳野市内の指定歯科医院で
受診できるので、この機会に歯と口腔の
状況を健診で確認し、歯周病予防を行い、
自身の歯でいつまでもおいしく食事を楽し
みましょう。

「もしかして、依存症かも？」と思ったら、まずはご相談ください。
大阪府内の依存症相談窓口は、おおさか依存症ポータルサイトをご覧ください。

依存症の
相談窓口

大阪こころの健康総合センター
☎ 06-6691-2818（依存症相談）

平日 9:00 ～ 17:45
第 2・4 ㈯ 9:00 ～ 17:30

SNS 相談大阪依存症ほっとライン
※右記二次元コードよりLINE 友だち登録

㈬・㈯・㈰
17:30 ～ 22:30（最終受付 22:00）

藤井寺保健所
☎ 072-955-4181 平日 9:00 ～ 17:45

【11 月 10 日～ 16 日】

家族で食事を
楽しみましょう

食
育
だ
よ
り

（
偶
数
月
発
行
）

毎月19 日は「食育の日」

おおさか依存症
ポータルサイト▶

SNS 相談
大阪依存症
ほっとライン▶

▲成人歯科検診
　について
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　 月 火 水 木 金

午
　
前

9:15

10:35
11:00

12:20

9:15 ～ 10:35
★★★★★

①ラララサーキット
※下記（左）参照

9:15 ～ 10:35
★★☆☆☆

⑪膝痛・腰痛改善クラス
膝や腰の悩みにアプローチします

9:15 ～ 10:35
★★★☆☆

⑨ラララサーキット・ライト
※下記（中央）参照

9:15 ～ 10:35
★★☆☆☆

⑫転倒予防クラス
転ばない体を目指します

9:15 ～ 10:35
★★★★★

⑦ラララサーキット
※下記（左）参照

11:00 ～ 12:20
★★★☆☆

⑧ラララサーキット・ライト
※下記（中央）参照

11:00 ～ 12:20
★★★★★

②ラララサーキット
※下記（左）参照

11:00 ～ 12:20
★★★★★

③ラララサーキット
※下記（左）参照

11:00 ～ 12:20
★★★★★

⑤ラララサーキット
※下記（左）参照

11:00 ～ 12:20
★☆☆☆☆

⑩筋トレ＆ストレッチ
日常生活の動作に必要な筋力づくり

午
　
後

13:15

14:35

15:00
15:15

16:20
16:35

13:15 ～ 14:35
★☆☆☆☆
⑮元気体操

※下記（右）参照

（1）13:15 ～ 14:00
（2）14:15 ～ 15:00

★★★★★
⑲サーキットトレーニング
DVD でマシンと有酸素運

動を交互に行います

13:15 ～ 14:35
★★★★★

④ラララサーキット
※下記（左）参照

13:15 ～ 14:35
★★★★★

⑥ラララサーキット
※下記（左）参照

13:15 ～ 14:35
【文化プログラム】

⑳やさしいクラフト教室
1月 8・15、2 月 5・19、3月 5・19
㉑喉を鍛える健康声みがき ® 講座

1月22・29、2月12・26、3月12・26

（1）15:00 ～ 15:45
（2）16:00 ～ 16:45

★★★★★
⑱サーキットトレーニング
DVD でマシンと有酸素
運動を交互に行います

15:15 ～ 16:35
★★★★☆

⑭レッツ筋力トレーニング
チューブを利用し、体幹や

脚力などを強化します

15:00 ～ 16:20
★★★★☆

⑯リズム運動
リズムにのって有酸素運動

筋トレを行います

15:00 ～ 16:20
★★★☆☆
⑬骨盤体操

骨盤周辺を強化します

15:00 ～ 16:20
★☆☆☆☆

⑰リラックスヨガ
自律神経を整え、心身の健康を支え

ます。初めての方にもおすすめ

LICウェルネスゾーン
2027年 1月期（1月～3月）受講生募集

1月4日スタート!  場所:LICはびきの＜🅟あり＞

対象　65 歳以上の市民（令和9年1 月1日時点）で、
　　　医師による運動制限のない方、自身で来所できる方
申込方法　11 月 2日㈪～13 日㈮に本施設に来館
当選発表　12 月 1日㈫～ 7日㈪に本施設・市ウェブサイトに掲載
　　　　※新規者優先　※★の数が多いほど運動強度が高くなります。

⑪膝痛・腰痛改善クラス
膝痛や腰痛の予防・改善に必要な

筋力トレーニングを行います。

⑫転倒予防クラス
足底のバランス向上や筋力トレーニングを

行い転ばない体づくりを目指します。

⑩筋トレ＆ストレッチ
日常生活の動作に必要な筋力づくり

①～⑦ ラララサーキット
マシンを使った筋トレと椅子に座って

有酸素運動のリズム体操を交互に行います。

⑧⑨ ラララサーキット・ライト（認知症予防）
筋トレと椅子に座って行うリズム体操。体も
脳も活性化させ認知機能向上を目指します。

⑮元気体操
筋力・認知・口腔機能を
改善する体操を行います。

【予約・申込】LICウェルネスゾーン ☎072-958-0711 ／【事業に関すること】高齢福祉介護課 ☎072-947-3825
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高齢者向けスマホ教室《災害対策編》
自身や家族を守るため、スマホを活用した災害への備えについ
て学びましょう。
■■とと■■きき 11 月 13 日㈮ 13:30 ～ 15:00　
■■場場■■所所 生きがいサロン６号館
■■定定■■員員 先着 15 人　　■■対対■■象象 65 歳以上の市民　
■■講講■■師師 Softbank より派遣
■■申申■■込込・・とと ■■問問 電話（生きがいサロン 6 号館）
※教室内でスマホの営業・販売は行いません。同意がある場合
のみ、後日アフターサポートなどの連絡をすることがあります。

まちの保健室　■■対対■■象象  所所おおむね65歳以上の市民
●運動・認知症・栄養・介護についての相談会や講義
●前月 1 日より受付開始。前日までに各サロンに申込み。
  （恵我之荘コミュニティセンターは生きがいサロン 5 号館へ申込み）
  （MOMO プラザ・陵南の森老人福祉センターは保険年金課へ申込み）

日程 時間 場所 定員 内容

個
別
相
談

11月4日㈬

13:00～15:30

6号館

先着5人
（1枠30分程度）

保健師・管理栄養士が健康に関して
心配なことがあれば個別相談をお受けします。

11月12日㈭・12月11日㈮ 5号館
11月16日㈪・12月15日㈫ 3号館

11月18日㈬ 陵南の森老人
福祉センター

11月26日㈭・12月23日㈬ 恵我之荘コミュ
ニティセンター

12月3日㈭ MOMOプラザ

11 月 12 日㈭（介護相談可） 10:00～ 12:00 恵我之荘コミュ
ニティセンター 先着8人 理学療法士が病院受診のタイミング、痛みと運動の関係、

介護の方法等相談をお受けします。

講
座 11 月 20 日㈮（介護相談可） 13:30～ 15:00 恵我之荘コミュ

ニティセンター

①先着15人
②先着2人
（同時開催）

①「季節の折り紙講座」
　　指先を使って脳を活性化！
　　MCIについてミニ講座もあり

②認知症に関する
　個別相談会

恵我之荘コミュニティセンター（恵我之荘 5-1-3　☎ 5 号館へ）
高年生きがいサロン 3 号館（古市 1541-1　  ☎ 072-959-0220）
高年生きがいサロン 5 号館（野 640-1　　　 ☎ 072-931-6010）
高年生きがいサロン 6 号館（羽曳が丘 3-1-13　☎ 072-959-0580）
MOMO プラザ　（羽曳が丘西 2-5-1　☎ 072-947-3605 保険年金課）
陵南の森老人福祉センター　（島泉 8-8-1　☎ 072-947-3605 保険年金課）

認知症サポーター養成講座
羽曳野市では認知症サポーターの養成に取り組んでいます。
講座を受講された人にはオレンジリング（「認知症の人を応援
します」という意思を示す目印）をお渡しします。
■■とと■■きき 12 月 8 日㈫ 10:00 ～ 11:30　
■■場場■■所所 市役所別館　２階　研修室
■■定定■■員員 40 人
■■対対■■象象 市民の人優先（初めて受けられる人）
■■申申■■込込・・とと ■■問問 電話受付（9:00 ～ 17:30）
　　　　高齢福祉介護課　☎ 072-947-3822

11 月 30日は「人生会議の日」です
　もしもの時に備えて、あなたが大切にしていること、希望する将来の医療やケアなど
あらかじめ周りと話し合っておくことを「人生会議」と言います。羽曳野市版「マイ・
ノート」は人生会議だけではなく、今までの学歴や趣味、親しい人のこと、
また将来やりたいことや行きたいところについて考え、まとめることが
できます。「マイ・ノート」は市役所や各圏域地域包括支援センター等
に置いています。興味がある人は問い合わせください。
■■問問 高齢福祉介護課（地域支援担当）　☎ 072-947-3822

▲オレンジリング

きらプロ～介護支援サポーター募集～
ボランティア活動を通してポイントを貯めませんか。
「はじめて講座」を1回受講してからスタートです。
貯まったポイントは翌年度に換金することができます。
※1時間1ポイント＝100円（1日上限2ポイント）
■■活活■■動動  きき市内の介護施設等での軽作業など
■■とと■■きき 11 月 19 日㈭ 14:00 ～ 15:30［講座］
■■場場■■所所 市役所別館 2 階　研修室 3
■■対対■■象象 65 歳以上の市民介護支援サポーター活動希望の人
■■問問 羽曳野市社会福祉協議会　☎ 072-958-2315

市民のための「成年後見制度」学習会
　　　～知っていますか？成年後見制度～
■■とと■■きき 11 月 30 日㈪ 13:30 ～ 15:00
■■場場■■所所 市役所別館 2 階　研修室
■■定定■■員員 30 人（※電話受付）
■■講講■■師師 公益社団法人成年後見センター・リーガルサポート大阪支部
■■問問 高齢福祉介護課　☎ 072-947-3822
※学習会終了後、司法書士による個別相談会を実施します
　（要予約・1 組 30 分、最大５組）

▲マイ・ノート
　について
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お知らせ

マイナンバーカード「日曜窓口」
（受け取り、電子証明書の更新手続き）
■■とと■■きき  問問11 月 29 日㈰ 9:00 ～ 12:00
●必要書類に不足があるとマイナンバーカード
を受け取ることができません。
●原則本人が受け取り者です。
　　　　 場所など詳細はこちら▶
■■問問 市民課 / 支所

水道局からのお知らせ
〈鉛製給水管取替え工事〉
　水道局では、配水管の工事や修繕工事な
どにあわせ「鉛製給水管」取替え工事を随
時行っています。今後も引き続き、水道法
で定められた水質基準を満たした安全な水
道水をご家庭までお届けします。

〈水道局コラム〉
　羽曳野市の水道事業について
の情報や取り組みをわかりやすく
紹介するコラムを毎月更新してい
ます。水道局ウェブサイトでご覧ください。
■■問問 水道局総務課

源泉所得税の納付はダイレクト納付を
　源泉所得税の納付は、金融機
関に出向くことなく納付ができる

「ダイレクト納付」（事前に届出
書の提出が必要）を推奨しています。国税
庁ウェブサイトでは、源泉所得税のキャッシ
ュレス納付体験コーナーを開設しています。
■■問問 富田林税務署 ☎ 0721-24-3281

「大阪府ヘイトスピーチ解消推進条例」
啓発推進月間

　大阪府では、ヘイトスピーチをなくし、全
ての人がお互いに違いを認めあい、尊重し
あう共生社会づくりをめざしています。
　私たち一人ひとりが命の尊さや人間の尊
厳を認識し、全ての人の人権が尊重される
豊かな社会を築きましょう。
■■問問 大阪府府民文化部人権局人権擁護課
人権・同和企画グループ ☎ 06-6210-9282

市税（市・府民税、固定資産税、軽自動車税、法人市民税）
●固定資産税第 4 期【納期限：11 月 30 日㈪】
　納期限を過ぎると延滞金が加算される場合があります。
　※指定期限はコンビニ等での納付が可能な期限
●市税分割納付申請（今年度分に限る。）と市税納付書の
再発行申請が 24 時間オンラインで可能です。※内容の不備
や納付状況によっては、申請が却下される場合があります。
●市税催告コールセンター（市税の未納のお知らせと納付案内）
平日および 11 月 15 日㈰   9:00～ 17:30
11 月 10 日㈫、12 日㈭、17 日㈫、19 日㈭ 13:00 ～ 20:00
納期限から一定期間後も納付確認ができない人に対して、専門オペレ
ーターが電話で呼びかけを行います。※詐欺など不審電話にご注意！
ATM で還付金の受け取りや納付を促すことは一切ありません。
■■問問 税務課 納税担当
●令和 8 年分の年末調整は、基礎控除引上げなどに注意ください。
また、本年は年末調整説明会の開催予定はありません。（年末調整の手順
などを解説した動画やパンフレット、必要書類の各種様式は
国税庁ウェブサイト「年末調整がよくわかるページ」参照）
■■問問 税務課 市民税担当
●新築・増築された家屋の固定資産税額を算出するため、訪問調査
を行っています。家屋全体（収納スペースを含む）が調査の対象です。
ご理解とご協力をお願いします。なお、登記申請をせずに家屋を新築・
増築・取壊したときは、届出が必要です。※訪問調査は、事前に日程
を通知したうえで、身分証を携帯した評価補助員（税務課職員）が行います。
不審に感じたら、身分証を確認するか、税務課まで問い合わせください。
■■問問 税務課 固定資産税担当

個人事業税第 2 期
【納期限：11 月 30 日㈪】
　　対対 年間の税額が 1 万円以下の場合、第 1
期分で全額納付となり、第 2 期分の納付書
はありません。
■■問問 大阪府南河内府税事務所
　 ☎ 0721-25-1131

大阪府による南部大阪都市計画案の縦覧
　関係市町村の住民および利害関係人は縦覧
期間満了日までに意見書の提出が可能です。
＜縦覧対象＞
・南部大阪都市計画都市再開発の方針の変更
・南部大阪都市計画住宅市街地の開発整備
の方針の変更
＜縦覧期間＞ 11 月 16 日～ 30 日 ※㈯㈰㈷除く
＜縦覧場所＞大阪都市計画局計画推進室計画調
整課または羽曳野市都市計画課
＜意見書の提出・問合せ先＞
郵送（必着）、持参または大阪府行
政オンラインシステムにて提出
〒 559-8555 大阪府咲洲庁舎 33 階 大阪
都市計画局計画推進室計画調整課 宛て

（住所記載不要）
☎ 06-6210-9078

柔道整復、はり、きゅう、あん摩・マッサージにかかる際の注意
　健康保険を適用できるケース（下表）は限られています。適切に受
診しましょう。
柔道整復師の施術を受けるとき
●骨折・脱臼・打撲および捻挫など（いわゆる肉ばなれを含む。）
・応急手当の場合を除き、あらかじめ医師の同意が必要
・単なる肩こり、筋肉疲労などに対する施術は保険対象外（全額自己負担）
医師が必要と認めた はり、きゅう、あん摩・マッサージの施術を受けるとき
●はり、きゅう
　神経痛・リウマチ・頸腕症候群・五十肩・腰痛症・頸椎捻挫後遺症・
　その他慢性的な疼痛を主症とする疾患
●あん摩・マッサージ
　筋麻痺・関節拘縮などで、医療上マッサージを必要とする症例
・あらかじめ医師の発行した同意書または診断書が必要
・単に疲労回復や慰安を目的としたものや、疾病予防のためのマッサー
ジなどは保険対象外（全額自己負担）
・保険医療機関（病院、診療所など）で治療を受けている期間中に、同
じ対象疾患ではり、きゅう施術を受けた場合は保険対象外（全額自己負担）
※柔道整復などの施術は、医療費控除の対象です。必ず領収書を受
け取りましょう。
※柔道整復師などが患者の代わり保険請求を行うことが認められてい
るため、自己負担を支払うことで施術を受けることができます。施術
を受けたときには「療養費支給申請書」の内容を確認し、署名また
は押印してください。
■■問問 大阪府後期高齢者医療広域連合 給付課　☎ 06-4790-2031
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『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】

秋の全国火災予防運動
11 月 9 日㈪～ 15 日㈰

『火の確認　いい日を支える　いい習慣』
　火災が発生しやすい時季に向けて、防火
意識を高めましょう。万一火災が発生した場
合にも、被害を最小限にとどめ、人の生命
や財産を守りましょう。
■■問問 大阪南消防局警防部予防課
☎ 072-958-9928

労働保険未手続事業一掃強化期間
　「労働保険」とは、「労働者災害補償保険

（労災保険）」と「雇用保険」の総称です。
　常勤、パート、アルバイト、いわゆるスポ
ットワークなどの名称や雇用形態にかかわら
ず、労働者を 1 人でも雇っている事業は原
則、適用事業であり、保険関係の成立手続
を行う義務があります。
■■問問 労働保険適用・事務組合課

（適用担当） ☎ 06-4790-6340

『Ｓマーク（標準営業約款制度）』の
普及登録促進月間（11 月）
　　対対 Ｓマーク登録店（理容・美
容・クリーニング・めん類飲
食・一般飲食のお店が対象）
は厚生労働大臣認可の標準
営業約款に従って、「安心・安全・清潔」
を消費者へお届けします。

【Ｓマーク登録店への日本政策金融公庫の融
資制度　☎ 0120-154-505】
■■問問 大阪府生活衛生営業指導センター 
　［同センターウェブサイトを検索］

「介護の日」【11 月 11 日㈬】
〈介護の日のブルーライトアップ〉
■■とと■■きき 11 月 11 日㈬　日没～
■■場場■■所所 大阪城天守閣・太陽の塔・天保山大観
覧車など（羽曳野市実施予定場所：市役所・
LIC はびきの・タケダハムはびきのコロセアム）

〈魅力体験型イベント（イヘン探しイベント）〉
■■とと■■きき 11 月 14 日㈯、15 日㈰
■■場場■■所所 イオンモール堺北花田

〈介護の魅力発信動画〉
「大阪府 介護にキュン♡
　　　　　　チャンネル」
■■問問 大阪府福祉人材・法人指導課
　 人材確保グループ
　 ☎ 06-6944-8950

定期救命講習（普通救命講習Ⅰ）
　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用方法
を含めた応急手当など
12 月 5 日㈯ 13:30 ～ 16:30

（WEB 講習修了者 14:30 ～ 16:30 ※）
※応急手当ＷＥＢ講習（普通救命講習Ⅰ）
を受講し、証明書持参
■■場場■■所所 陵南の森公民館　
■■定定■■員員 先着 30 人
■■対対■■象象 市内在住・在勤・在学の人
■■申申■■込込 11月 5 日㈭ 9:00 ～電話受付
■■問問 �大阪南消防局警防部 救急課
☎ 072-958-9932

児童虐待防止推進月間（11 月）
～オレンジリボンキャンペーン～
　こども家庭庁では、「秋のこ
どもまんなか月間」に同キャン
ペーンを実施しています。児童
虐待は社会全体でかかわり、
解決していくべき問題です。
　少しでも虐待の可能性を感じ
たら、ためらわずに児童相談所
虐待対応ダイヤル「189（いち
はやく）」にご連絡ください。
■■問問 こども家庭支援課

「こころの再生」府民運動推進月間　■■問問 �大阪府教育庁教育総務企画課 ☎ 06-6944-8042

　大切な「こころ」を見つめ直し、
「あいさつ」を大切にすることなど、
今日からでもできる身近な取組みを
呼びかけています。

「女性に対する暴力をなくす運動」
11 月 12 日㈭～ 25 日㈬
　夫やパートナーなどからの暴
力、性犯罪、売買春、人身取引、
セクシュアル・ハラスメント、ス
トーカー行為など女性に対する
暴力は、女性の人権を著しく侵
害し、男女共同参画社会を形成し
ていく上で克服すべき課題です。期間中、シ
ンボルであるパープルリボンにちなんで、「パ
ープルライトアップ」等の啓発事業が全国で実
施されます。羽曳野市では特設女性相談（28
ページ参照）を実施します。「暴力を受けてい
ませんか。ひとりで悩まず、相談してください。」
■■問問 人権推進課問問
問問
問問

犯罪被害者月間（11 月）
　犯罪などの被害にあうと、回復
は容易なことではありません。早
い時期に適切な支援を受けること
により、その後の回復が違ってく
ると言われています。認定 NPO
法人大阪被害者支援アドボカシー
センターでは、被害にあった人への相談、付添
いなどの支援を行っています。（秘密厳守・無料）

【相談電話】
06-6774-6365（平日 10:00 ～ 16:00）
全国共通ナビダイヤル 0570-783-554

（年末年始を除く8:00 ～ 21:00）

▲女性に対する暴
　力根絶のための
　シンボルマーク

「こころの再生」
府民運動

     こころ BOOK
（R7表彰校の取組み紹介）

子ども虐待防止
オレンジリボン運動

みなさんのまちの将来を一緒に考えましょう！
～めざすべき地域の未来と南河内地域におけるまちづくりについて～
　2 市 2 町 1 村（羽曳野市・大阪狭山市・太子町・河南町・千早赤阪村）と大阪府で設置する

「南河内基礎自治機能充実強化協議会」にて「めざすべき地域の未来像（案）」※を作成しました。
※各自治体の総合計画に共通するまちづくりの理想とする姿を分野別に確認し、共通点などを整理したもの

＜にぎわいと歴史のまち＞
（1）にぎわい
　豊富な歴史資源や特産品等を活かした地域の魅力
発信と国内外からの誘客により、活気とにぎわいに
満ちたまちをめざす。

（2）歴史・文化
　歴史や文化への理解を深め、住民が郷土に愛着や
誇りを持つとともに、未来へ継承するまちをめざす。

＜安全で適切な住みよいまち＞
（4）インフラ
　安全で快適な道路環境や公共インフラを確保し、
移動や暮らしの利便性の高いまちをめざす。

（5）DX
　デジタル技術を活用し、効率的で安定的な行政サ
ービスが提供されるまちをめざす。

＜豊かな自然と調和したまち＞
（3）環境・自然
　豊かな自然環境が保全され、住民の快適な生活空
間と調和した住みよいまちをめざす。

■■問問 政策推進課

大阪府と連携し、南河内地域に
おけるまちづくりについてエリア
の将来像となる「ビジョン」の
検討を進めています。
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催し・スポーツ

【みどりの講習会】正月を彩る寄せ植え

日にち 場所 定員

12 月
16 日㈬ 石川プラザ 30 人
17 日㈭ MOMO プラザ 20 人
18 日㈮ 陵南の森総合センター 30 人

※いずれも 14:00 ～ 15:30（開場 13:30）
■■￥￥  定定2,000 円
■■申申■■込込 込11月17日㈫～12月11日㈮ 電話申込み
■■問問 農とみどり推進課

第３回 農業園芸セミナー
「冬場の果樹の管理」
■■とと■■きき 11 月 27 日㈮ 10:20 ～ 11:30
■■場場■■所所 大阪府立環境農林水産総合研究所
南棟３階大会議室（羽曳野市尺度 442）
■■定定■■員員 先着 60 人 
■■申申■■込込 11月18日㈬まで ウェブサイト、はがき、FAX
■■問問 �大阪府立環境農林水産総合研究所
企画グループ
☎ 072-979-7070　FAX 072-956-9691

ビューティートライアル講座　第４回
「イベント彩る Winter メイクレッスン」
　メイクレッスン、日常の肌ケアなど。とと
■■とと■■きき 12 月 19 日㈯ 10:00 ～
■■場場■■所所 人権文化センター　多目的室１・２
■■講講■■師師 メナードフェイシャルサロンより2 名
■■対対■■象象 市内在住、在勤、在学の人（子連れ可）
■■持持■■物物 お持ちのメイク道具、顔拭き用タオル
■■￥￥  定定500 円（当日支払い）　■■定定■■員員 先着 10 人
■■申申■■込込・■■問問 １１月４日㈬～電話申込み(9:30～17:00）
人権文化センター　☎ 072-955-4556

羽曳野市経営者フォーラム

　「つっぱり棒」の老舗企業、三代目社長
の挑戦　突然の事業承継から、組織改革と
新たな価値づくりまでとと
■■とと■■きき 12月4日㈮15:00～17:30
■■場場■■所所 LIC はびきの 2 階大会議室
■■講講■■師師 平安伸銅工業㈱ 代表取締役 竹内香予子 氏
■■対対■■象象 中小企業・小規模企業経営者、後継者、
後継者候補、支援機関職員など
■■定定■■員員 先着 70 人
■■申申■■込込 電話またはウェブサイトにて
申込み（11 月 27 日㈮ まで）
■■問問 経済労働課

チャリティーコンサート 2026

■■とと■■きき 12 月 5 日㈯ 13:30 開場、14:15 開演
■■場場■■所所 LIC はびきのサムテックホールＭ講講
■■￥￥  問問2,000 円（全席自由）
■■申申■■込込 電話またはメール（要予約）
☎ 072-959-3221（平日9:00～17:00）
メール futakami@kagayaku-inochi.com
■■問問 �ふたかみ福祉会後援会チャリティーコンサート

実行委員会

第23回共に生きる障がい者フェスティバル
■■とと■■きき 11 月 21 日㈯、22 日㈰ 10:00 ～ 16:00
大阪府障がい者芸術・ 文化コンテスト
2026、インクルーシヴ型音楽イベント

「GAO フェス 2026」、キッチンカーなど
■■場場■■所所 国際障害者交流センター
■■問問 府民お問合わせセンターピピッとライン
☎06-6910-8001　FAX 06-6910-8005

羽曳野市放課後等デイサービス
事業所合同説明会のご案内
■■とと■■きき 11 月 21 日㈯ 10:00 ～ 16:00
■■場場■■所所 LIC はびきの 1 階アトリウム
■■問問 羽曳野市放課後等デイサービス
事業所連絡会［はびねっと］

（代表：四天王寺悲田院児童発達支援センター）
☎ 072-957-7516 内線 568

令和 9 年　大阪ろうあ者成人式
～二十歳（はたち）のつどい～
第一部　式典　　第二部　懇親会とと
■■とと■■きき 1月10日㈰13:30～16:00（受付13:00）
■■場場■■所所 大阪府立福祉情報コミュニケーションセン
ター4階会議室1AB（大阪市東成区中道1-3-59）
■■申申■■込込 メール（住所・名前・生年月日・FAX
番号を明記）または電話で申込み
■■問問 公益社団法人大阪聴力障害者協会事務局

（加根田）☎ 06-6770-5027
メール rouosaka@yo.rim.or.jp

大阪府立近つ飛鳥博物館 
11 月の催し【㈪休館】

令和 8 年度 秋季特別展
「瑠璃―古代ガラス国産化の軌跡―」
12月6日㈰まで（11月3日㈫㈷、14日㈯、
23 日㈪㈷ 14:00 ～ 14:30 展示解説）
古墳の森コンサート inAutumn2026
11 月 3日㈫㈷
古墳探索ツアー 11 月 3 日㈫㈷
こどもファーストデイ 11 月 21 日㈯
■■申申■■込込・・込込 ■■問問 �大阪府立近つ飛鳥博物館
☎ 0721-93-8321　
FAX 0721-93-8325
　　　各催しの日程や場所、
　　　参加料ほか詳細はこちら▶

スマホの広告を見て、ニキビ治療薬を処方してもらうためオンライン診療を受
けた。医師の診察後、約２万円の薬を購入したが、肌に合わず痒くなったの

で使用をやめた。後日、次回分の薬の発送完了メールが届いたことで定期購入だ
と気づいた。すぐに解約の連絡をしたが、今回分はキャンセルできないと言われた。

Ｑ

オンライン診療では、処方薬が定期購入となっていたり、長期間の薬が処方さ
れたりするケースがあります。手軽で便利ですが、診察を受けた流れで契約内

容を十分に確認しないまま申し込んでしまうとトラブルになることがあります。
医師からは薬の効果や副作用などについての説明だけでなく、処方薬の契約内容
についても十分に確認し、納得してから利用しましょう。
契約に不安を感じた場合は、消費生活センターにご相談ください。

A

～オンライン診療による医薬品の定期購入～

≪消費生活相談≫ 消費生活センター　☎ 072-947-3715（直通）
　　　　　　　　 10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:30 ※㈯㈰㈷除く

教えて消費生活Ｑ＆A
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『広報はびきの』広告掲載募集中！お問い合わせはこちらまで！
 【合同会社 IM 総合企画　☎ 072-275-5449】  【株式会社ジチタイアド　☎ 092-716-1401】  【株式会社宣成社　☎ 06-6222-6888】【株式会社ウィット　☎ 072-668-3275】

▶
花
形
飾
り

「百舌鳥・古市古墳群」世界遺産登録 7 周年記念　　　　   ■■問問 文化財・世界遺産室
「7 年目に初めまして～蔵出し 古市古墳群の出土品～」とと
■■とと■■きき 12 月 5 日㈯～ 20 日㈰ 9:00 ～ 17:30 ※㈪休館　12 月 6 日㈰ 13:00 ～ 13:30
両市専門職員によるトークセッション（アイセルシュラホール 1 階ウエルカムロビーにて）
■■場場■■所所 アイセルシュラホール 2 階歴史展示ゾーン （藤井寺市藤井寺 3-1-20）

世界遺産オリジナル
令和 9 年 年賀はがき販売

　文化財・世界遺産室（市役所別館2階 ）
にて、11 月 5 日㈭ 9:00 販売開始
● 2 千枚の限定販売
● 1 枚 85 円（10 枚単位での販売）

月例見学会 “えっ！こんなところに古墳”
　ひっそりと佇む古墳たちを再発見とと
■■とと■■きき 11 月 22 日㈰ 12:30（小雨決行）

［集合］近鉄南大阪線 駒ヶ谷駅
【コース：徒歩約 5km】奉献塔山古墳～三ツ
塚～大谷古墳群～駒ヶ谷古墳公園～であいの
みち～駒ヶ谷駅（15:30 解散予定 ）
■■￥￥  定定200 円（保険料・資料代）
■■問問 羽曳野まち歩きガイドの会
 （細見）☎ 080-5328-1137
メール habikino.aruki@gmail.com

古代史・月例見学会

古代史見学会
「寝屋川市周辺の古墳と史跡を巡る」とと
■■とと■■きき 11 月 21 日㈯ 10:30（雨天順延）

［集合］JR学研都市線・寝屋川公園駅西口広場
【コース：徒歩約 7.5km】
寝屋川公園駅西口広場～寝屋川市立埋蔵文化
財資料館～石宝殿古墳～四ツ辻～寝屋川公
園（昼食）～太秦古墳群跡～太秦高塚古墳
～高宮廃寺跡～忍岡古墳〜 JR 学研都市線 
忍ケ丘駅（16:00 解散予定）
月例見学会「鎌倉殿の先祖の地、河内国
石川郡壺井郷を巡る」とと
■■とと■■きき 12 月 20 日㈰ 10:10（雨天順延）

［集合］駒ヶ谷駅西側公園
（駒ヶ谷駅改札口～踏切わたり右折）
【コース：徒歩約８km】駒ヶ谷駅西側公園～
大黒寺～（御旅山古墳）～通法寺跡・源頼義墓
～源義家墓～源頼信墓～壺井八幡宮（昼食）
～飛鳥戸神社～観音塚古墳～近鉄南大阪線
上ノ太子駅（15:30 解散予定）
■■￥￥  定定200 円（資料代など）　■■持持■■物物 昼食　
■■問問 ＮＰＯ法人フィールドミュージアムトーク史遊会

（至田）☎ 090-3825‐6412
メール shiday@maia.eonet.ne.jp

▶
魚
佩
（
ぎ
ょ
は
い
）

※上記いずれも峯ヶ塚古墳より出土

令和 9 年度大阪府民カレッジ受講生募集
　　期期 歴史、文化、芸術、福祉、産業、
スポーツなど
■■場場■■所所 豊能校ほか 18 校
■■￥￥  定定33,000 円（年間 24 回）
■■申申■■込込 11 月 4 日㈬～ 3 月 19 日㈮　
■■問問 NPO法人 大阪府民カレッジ
　☎ 06-6360-4565

健康未来塾＋オレンジカフェ
　　とと 前半は、珈琲や紅茶を飲みながら、交流
や創作活動、介護の相談ができます。
　後半は、歯科衛生士による口の健康の 
保ち方や、昔のことを楽しく思い出せる最新 
ツールの体験ができます。とと
■■とと■■きき 11 月 28 日㈯ 13:30 ～ 15:00
■■場場■■所所 老人保健施設　悠々亭　5 階　講堂
■■定定■■員員 先着 20 人講講
■■申申■■込込 電話申込み（㈰除く9:00 ～ 17:00）
■■問問 �悠々亭　☎ 072-953-1002

「大阪発！職場を守る実践シンポジウム
～ハラスメントのない職場へ～」を開催
■■とと■■きき 12 月 18 日㈮ 14:00 ～16:30
■■場場■■所所 エル・シアター
■■問問 大阪府労働相談センター 
☎ 06-6946-2600

重要文化財 吉村家住宅　秋の公開
■■とと■■きき 11 月 14 日㈯　10:00 ～ 16:00
15 日㈰ 10:00 ～ 15:00
■■￥￥  500 円（吉村家住宅保存会員は無料）
■■問問 吉村家住宅保存会　080-5328-1137

目からウロコの介護技術講習会 （2 部制）

1部〈初級編・一般向け〉11月29日㈰ 10:30～12:30
羽曳野市理学療法士会
2部〈上級編・介護職向け〉11月29日㈰13:30～16:30
宮口 昇大 氏（医療法人春秋会城山病院 理学療法士）
■■場場■■所所 LIC はびきの　3F 視聴覚室
■■対対■■象象 大阪府在住　　■■定定■■員員 各回先着 50 人
■■申申■■込込 込ウェブサイトから申込み
■■問問 羽曳野市理学療法士会事務局 

（高見）☎ 072-958-1000
メール habikino_pt@yahoo.co.jp

城山健康フェスタ
【医療セミナー13:00～14:30】言語聴覚士に
よる脳トレーニングや、医師×タージン氏の
トークセッション
【体験・展示】医療体験、ちびっ子職業体験、介
護用品などの展示のほか、キッチンカーが出店とと
■■とと■■きき 11月7日㈯ 11:00～ 16:00 
■■場場■■所所 ＬＩＣはびきの
■■問問 医療法人 春秋会 城山病院　

（長崎）☎ 072-958-1000

高村病院理学療法士による身体機能測定会
～ロコモ測定 簡単エクササイズ のワンポ
イントアドバイス～
■■とと■■きき 12月14日㈪
■■場場■■所所 タケダハムはびきのコロセアム
サブアリーナ
■■講講■■師師 医療法人昌円会
高村病院 理学療法士 ３人
■■￥￥  問問300 円　■■定定■■員員 先着 30 人持持
■■持持■■物物 運動できる服装・上靴・飲み物
■■申申■■込込 込窓口申込み（参加費支払い）
■■問問 � タケダハムはびきのコロセアム
☎ 072-937-3123

※会員
　募集中

「藤井寺駅」南へ徒歩 10 分「藤井寺駅」南へ徒歩 10 分
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丹治はやプラザ
樫山 251-1
☎ 072-937-2355

石川プラザ
古市 1541-1
☎ 072-950-2002

MOMO プラザ
羽曳が丘西 2-5-1
☎ 072-957-5553

誰でもできるヨガと
    秘密のアンチエイジング教室㈫ 
己書教室㈬
太極拳教室㈬
リフレッシュヨガ教室㈬
はじめてのフラダンス教室㈮
ストレッチポール＆リズム体操㈮
手作りパン教室 11 月 12 日㈭
フェイストリートメント 11 月 21 日㈯
足裏ほぐし 12 月 15 日㈫
ドライヘッドトリートメント12月15日㈫

＜空調・照明機器設備工事による利用制限のお知らせ＞
1階空調機器の停止、一部通行制限（11月下旬～約2週間）
２階各貸室の利用停止（1 月下旬～約 2 週間）
■■休休 東部図書館 11 月 19 日㈭
■■休休 生きがいサロン３号館 11 月 21 日㈯
詳しくは館内掲示板かウェブサイト参照
フェイシャルトリートメント 11 月 2 日㈪
針葉樹で作るクリスマスツリー 11 月 13 日㈮
石川プラザ文化祭 11 月 15 日㈰
歌声くらぶ 11 月 17 日㈫／リフレクソロジー 12 月 1 日㈫
ドライヘッドトリートメント 12 月 1 日㈫
おせちちゃんトリオ（フラワーアレンジ）12月11日㈮
しめ縄リースアレンジメント 12 月 11 日㈮

リフレッシュヨガ㈪㈬ ／ イブニングヨガ・ナイトヨガ㈭
ストレッチヨガ㈯ ／ アシュタンガヨガ㈯
きのくり健康教室㈪ ／ 背骨コンディショニング㈭
背すじ美人㈫ ／ 整うカラダピラティス㈰
やさしいフラダンス教室㈫
茶道教室㈭㈯ ／ 楽しい和装教室㈫㈬
簡単♡大人のパン教室㈬ ／ ぱ～んｐａ！パン教室㈯
心もカラダも整うリラックス教室㈭
書を楽しむ教室㈮ ／ まるごと韓国語文化教室㈮
ZUMBA ＋ PILATES ㈰ ／ STRONG NATION ㈰
ZUMBA ＋ PILATES ＋ STRONG ㈰
踊る健康・楽しい ZUMBA ㈰

はびきの市民大学　　軽里 1-1-1（LIC はびきの内）　☎ 072-950-5503

聴講生募集（11 月）　■■申申■■込込   込込講義 1 週間前～前日まで。来館・電話　■■￥￥  ￥各 800 円（当日支払い。現金のみ）　■■場場■■所所   問問LIC はびきの 3 階 視聴覚室
㈰ 10:30～12:00 河内・和泉を旅した人々
㈪14:30～16:00 「古代エジプト ･ 遺跡探訪」- ナイルの世界遺産と最新情報 -
㈪ 14:30～16:00 日本の古建築をたのしむ
㈬ 14:30～16:00 日本仏教の歴史　- 国家仏教から新時代の仏教へ -
㈯ 10:30～12:00 近鉄と沿線、115 年の歴史が培った文化と将来像
㈯ 14:30～16:00 素粒子物理入門

公開講座　【支払方法】[ 来館］申込時に支払い　［銀行振込］事務局が案内する期日内に支払い（返金不可）
海遊館アカデミー特別版【海遊館の動物たち】　
■■とと■■きき 11 月 29 日㈰ 13:30 ～ 14:00　■■場場■■所所   問問海遊館　■■定定■■員員  員先着 30 人　
■■￥￥  ￥500 円（別途、交通費・入館料が必要）　■■申申■■込込   込込来館、電話で申込み　11 月 22 日㈰まで　■■対対■ ■ 象象象象 小学生以上

▶
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陵南の森公民館グループ連絡協議会
公開講座（共催講座、主催講座）
●市内在住・在勤・在学の人対象
●申込時に「氏名、住所、連絡先、年齢」
をお伝えください。
●講座終了後は各グループの活動への参加
可能。（詳細は各グループに問合せ）
初めてのクラフトバンド

（基本を学んで卓上バスケット作り体験）
■■とと■■きき 11 月 17 日㈫ 13:30 ～ 15:30
■■申申■■込込  込込11 月 1 日㈰～ 10 日㈫
■■定定■■員員  員先着 4 人　■■￥￥  ￥500 円
■■持持■■物物 員はさみ・速乾性木工用バンド・洗濯ばさ
　　　　み（小）・ウェットティッシュ・筆記用具
■■問問 員クラフトバンド同好会
　（尾崎）☎ 080-3111-0304
コーラス（合唱練習）
■■とと■■きき 12 月 11 日㈮ 10:00 ～ 12:00
■■申申■■込込  込込11 月 1 日㈰～ 30 日㈪
■■定定■■員員  員先着 10 人
■■問問 員コーラスたんぽぽ
　（工藤）☎ 090-3869-9211

市民体育館（西浦）教室生募集
☎ 072-958-2340
西浦 1047
■■申申■■込込  験験来館受付

朝 YOGA 教室㈯（A・B クラス）
NIGHTピラティス教室㈫（A・B クラス）
太極拳教室

はびきのふれ愛学のすすめ（秋）
R8-36「寄せ植え入門講座」
～この寄せ植えで年末年始を楽しめる～
■■とと■■きき 12 月 3 日㈭ 14:00 ～ 15:30
■■場場■■所所 陵南の森公民館　実習室
■■定定■■員員 先着 30 人　
■■￥￥  200 円（運営費）、2,500 円（材料費）

【講座運営費】各講座初日に支払い
【材料費】11 月 13 日㈮までに支払い
（どちらもお釣りの無いよう準備をお願いします）
※申し込み後の返金不可。期限内に支払
いのない場合はキャンセル扱い。
■■対対■■象象 市内在住・在勤・在学
■■持持■■物物 手袋、持ち帰り用の袋（大きめのもの）
■■申申■■込込 窓口申込み　11 月 2 日㈪～ 13 日㈮まで
■■問問 陵南の森公民館

第 20 回市長杯はびきの子ども将棋大会
■■とと■■きき 11 月 8 日㈰ 10:00 ～
■■場場■■所所 別館３階会議室
■■対対■■象象 市内の小・中学生（義務教育学校を含む）
※昼食持参。クラス分けなし。
■■申申■■込込 11 月 1 日㈰～ 7 日㈯に、青少年児童
センター（向野）または青少年センター（古
市複合館２階）へ申込書を持参または FAX

（072-939-5213）。
■■問問 市長杯はびきの子ども将棋大会事務局 
☎ 090-1907-9781

ひきこもり親の会
■■とと■■きき 12月11日㈮13:30～16:00
■■場場■■所所 LIC はびきの 3 階
小会議室 A
■■対対■■象象 ひきこもりの人がいる家族
■■定定■■員員 先着 6 人
■■申申■■込込 電話またはウェブサイト（12 月 10 日㈭まで）
■■問問 一般社団法人大阪青少年支援機構ポラリス
☎ 0721-26-9441

※講義日や題目など詳細は電話またはウェブサイト参照
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第48回 市民総合体育大会結果　　　　　　　　　   ■■問問 生涯学習スポーツ課
種目 部門 優勝 準優勝 3 位

ソフトボール 小学生の部 羽曳山子ども会 駒ヶ谷ホークス ―
バレーボール 家庭人の部（女子） たちばな WASHI いえぼん

テニス
（ダブルス） 一般男子 2 部（男子） 澤田 崇志 鈴木 健司 青波 翔大

柳 和貴 松清 一樹 荒川 大五郎
バスケット

ボール
中学生（男子） 高鷲南中学校 河原城中学校 誉田中学校
中学生（女子） 河原城中学校 高鷲中学校 高鷲南中学校

きんでんトリニティーブリッツ大阪　～無料招待～
とき 定員（先着） 持ち物

試合観覧 12 月 19 日㈯ 14:05 ～
　　　20 日㈰ 13:05 ～ 各日 600 人 ―

バレーボール
教室

12 月 19 日㈯
試合後実施 100 人 体育館シューズ

■■場場■■所所 タケダハムはびきのコロセアム
■■対対■■象象 市内在住・在勤・在学者
■■申申■■込込 申込フォーム　11 月 24 日㈫～１２月１８日㈮まで
■■問問 きんでんトリニティーブリッツ大阪
　メール kindentrinityblitzs@kinden.co.jp

羽曳野市ソフトテニス連盟　各大会参加者募集
第 43 回 羽曳野市ソフトテニス連盟会長杯大会【12 月 6 日㈰（予備日：令和 9 年 1 月 10 日㈰）】
＜男女各＞ 1 部（高校生以上）、2 部（35 歳以上）、3 部（５０歳以上）、4 部（65 歳以上）
■■場場■■所所 市民体育館屋外テニスコート　■■￥￥ 1 チーム 3,000 円（高校生 1,500 円）
■■申申■■込込・込 ■■問問 11 月 25 日㈬までに電話または FAX にて申込み

（猪
いのさこ

砂）☎ 072-956-4788 携帯 090-3821-7547、ＦＡＸ 072-926-6996
（渡辺）☎・FAX072-911-4940　携帯 080-5779-3089
第 29 回羽曳野市ソフトテニス連盟インドア大会

【女子2・3・4部、男子1部：令和9年1月23日㈯】、【女子1部、男子2・3・4部、5部：令和9年1月24日㈰】
＜男女各＞ 1 部（高校生以上）、2 部（40 歳以上）、3 部（50 歳以上）、4 部（60 歳以上）、
　　　　　 5 部（男 70 歳以上・女 60 歳以上 ※混合ペア可）
■■場場■■所所 タケダハムはびきのコロセアム　■■￥￥ 1 チーム 4,000 円（高校生 2,000 円）
■■申申■■込込・込 ■■問問 11 月 1 日㈰～令和 9 年 1 月 10 日㈰に電話またはFAX で申込み

（渡辺）☎・FAX072-911-4940　携帯 080-5779-3089
■■対対■■象象 市内在住・在勤・在クラブの高校生以上または連盟が認めた人

はびきのおもちゃ病院
■■とと■■きき 11 月 8 日㈰ 9:00 ～ 12:00
　（修理受付 11:30 まで）
　※おもちゃの取扱説明書があれば持参
■■場場■■所所 市役所別館 2 階
■■問問 羽曳野市社会福祉協議会
　☎ 072-958-2315 （平日のみ）

パソコン、スマホ相談会
　困りごとを個別に対応、解決しますとと
■■とと■■きき 11 月 17 日㈫、12 月 15 日㈫
各日１３:00 ～１７:00（第３㈫開催予定）
■■場場■■所所 LIC はびきの３階 小会議室
■■対対■■象象 市内在住　　■■定定■■員員 各日先着 6 人
■■￥￥ 1 時間 500 円　
■■持持■■物物 ノートパソコン（貸出あり、要予約）
■■申申■■込込 スマートフォンで 2次元コードを読み
取り、ウェブサイトから申込（相談内容を
お伝えください）。
■■問問 羽曳野 ITサポート会（カワイ）
　it.habikino@gmail.com

お墓の市民講座　　　
■■とと■■きき 11月29日㈰10:00～11:00
■■場場■■所所 LIC はびきの
■■講講■■師師 お墓ディレクター 大道樹也　
■■定定■■員員 先着 10 人
■■申申■■込込 11 月 2 日㈪～電話または２次元コード
を読み取りウェブサイトから申込み
■■問問 石留石材㈱　☎ 0120-53-5578

秋の古着市　※雨天中止

　作業所で働く障害のある人の、より良い生
活づくりのために古着市を開催します。
■■とと■■きき 11 月 28 日㈯10:00～13:00
■■場場■■所所 翠鳥園遺跡公園横 空き地
■■問問 ふたかみ福祉会後援会 ☎ 072-959-3221

▲申込フォーム

第 39 回 国際平和ポスター展　　　■■問問 羽曳野ライオンズクラブ ☎ 072-950-6162

　作品テーマ「人と人とのハーモニー」。小学 5・6 年生の優秀作品を展示。
■■とと■■きき 11 月 6 日㈮ 12:00 ～ 9 日㈪ 13:00　■■場場■■所所 LICはびきの  アトリウム
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街かどから・・・

< 高鷲 >篠
しのはら

原 朔
さく

ちゃん

令和 7 年 9 月生まれ母親の
真梨菜さん

父親の
勇太さん

< 伊賀 >菖
しょう

池
いけ

 律
りつ

翔
と

ちゃん

令和７年１０月生まれ

< 南恵我之荘 >

母親の
綾さん

早
はやかわ

川 瑞
みず

基
き

ちゃん

令和８年５月生まれ

産まれてきてくれてありがとう！
たくさんお出かけしようね

可愛くて仕方ないみんなの癒し。
これからも元気に大きくなってね。

生まれてきてくれてありがとう！
大好きだよ！♥

羽曳野出身のバンドマンが実話をもとに描く、
音楽小説『陽と月』
　ロックバンド「L

レ ゴ
EGO B

ビッグ
IG M

モ ー ル
ORL」のギタリストであり作

詞を手がける羽曳野市出身のタナカヒロキさんが自身の経験を
もとに執筆した、初の小説『陽と月』が今年 5 月に発売されま
した。本著は、吃音症のバンドマンが、メジャーデビューを目
指し駆け上がろうとするも、東京という舞台で突きつけられる、
理想とはかけ離れた現実など、ロッ
クバンドの光と影、音楽への純粋な
想いなどが綴られた、青春×音楽小
説です。自らも吃音症であるタナカ
さんは、吃音症の認知を広げるため
のプロジェクト「KITSU」も手がけ
ています。今後も益々のご活躍をお
祈りしております。

全日本空手道連盟 剛柔会全国空手道選手権大会で健闘
　小学 1 年生の山

やま
口
ぐち

 棋
き

佑
すけ

さん、中学 1 年生の冨
ふ

久
く

川
かわ

 杏
あん

梨
り

さん
が「第 52 回全日本空手道連盟剛柔会全国空手道選手権大会」
で優秀な成績を収められました。おめでとうございます。今後
更なるご活躍をお祈りしております。
山口 棋佑さん

【小学生男子 1 年：形の部】 優勝
冨久川 杏梨さん

【中学生女子 1 年：形の部】優秀賞
【同：組手の部】3 位

交通栄誉章ご受賞おめでとうございます
　9 月 30 日㈬、羽曳野市民生委員児童委員協議会は、日頃か
らの交通安全活動への取り組みが認められ、大阪府警察本部
と（一財）大阪府交通安全協会より「交通栄誉章」を受賞さ
れました。地域の身近な相談役として活動する民生委員・児
童委員は、地域での声かけや見守り活動などを通じて、事故
防止や交通安
全意識の向上
な ど、 地 域 の
皆さまが安全・
安心に暮らせ
るための活動
に日々取り組
まれています。

▲山口棋佑さん

▲冨久川 杏梨さん9 月 28 日㈪、市役所にて9 月 28 日㈪、市役所にて

9 月 10 日㈭、市役所にて9 月 10 日㈭、市役所にて

▲タナカヒロキさん
◀「LEGO BIG MORL」（レゴ
ビッグモール）2006 年に大阪
で結成されたロックバンド。
今年 20 周年を迎えた。
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百歳花束の贈呈
　9 月 11 日、山入端市長が市内在住の
百歳を迎えた方を訪問し、ご長寿をお祝
いして花束を贈呈しました。これからも
元気で健康な日々を過ごされますようお
祈りいたします。※訪問に際しては、手
指消毒や感染防止対策を徹底しています。 山本  弥須子 様 久嶋  シヅ子 様重西  美智　 様



26 −はびきの　令和8年（2026年）11月−

広 

告

広告掲載に関する問い合わせは 株式会社ウィット　☎ 072-668-3275

総合福祉センター（市役所別館）2 階　☎ 072-958-2315　FAX 072-958-3853
https://www.hasyakyo.net　 E メール：hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

社会福祉法人

羽曳野市社会福祉協議会

誉田 4-2-1　☎ 072-952-1234羽曳野けいさつ署

公益社団法人

羽曳野市シルバー人材センター
野々上 4-5-12 （シルバーワークプラザ）　☎ 072-936-1500   FAX  072-936-1511
https://habikinosc.ec-net.jp　         Eメール：habislv@silver.ocn.ne.jp

11月1日～12 月1日は「犯罪被害者月間」です
犯罪被害者やその家族が、再び平穏に暮らせるようになるためには、みなさん一人ひとりの
理解と協力が必要です。誰もが安心して暮らせる社会へ。みなさまのご協力をお願いします。

善意のご寄付ありがとうございます（令和 8 年 9 月）
浅田 照次　￥20,000
浅田 悦弘　￥10,000

稲田 祥子　￥100,000
匿名　￥2,000　　匿名　￥2,000

※
敬
称
略
、
受
付
日
順

ベビっこひろば ＜ベビーハウス社協 ☎ 072-930-0240＞
■■日日■■時時 11 月 17 日㈫ 10:00 ～ 11:00
■■対対■■象象 地域の就学前の親子　　■■内内■■容容 園庭遊び
■■場場■■所所 ベビーハウス社協　園庭（雨天時、２階なかよしひろば）

シルバー会員募集中！
市内在住で満 60歳以上
の健康で働く意欲のある
人が対象です。
対面式の入会説明会
（各日13:30 ～）

市役所別館 2階 研修室
11月 16日㈪、12月 17日㈭

シルバー人材センター 3階 研修室
11月 10日㈫、12月 11日㈮

今すぐ受講可能な
Web入会説明会は

こちらから▼
予告！お伊勢さん日帰りバスツアー
市在住の 60歳以上の人限定！
内 宮・ 下 宮 を 参 拝 、 食 事 は お か げ 
横丁の豪華松坂牛鍋膳！
■■日日■■時時  令和 9年 1月 16日㈯
■■対対■■象象  市在住、60歳以上（非会員可）
■■￥￥  12,000円（税込）
　 ※申込時に支払い
■■申申■■込込  11月16日㈪～ 事務局にて受付
　　 （先着順）講座一覧　～非会員も受講できます～

■■場場■■所所  シルバー人材センター（🅿有）
■■申申■■込込  電話または事務局にて受付（要予約）
＜ヨガ講座で健康づくり＞
■■日日■■時時  11月 12日㈭ 15:30～ 16:30
■■￥￥  500円（シルバー会員は無料）
■■対対■■象象  象象市内在住の 60 歳以上

警察官募集！一緒に、大阪府の未来を守りましょう。（詳しくはウェブサイト参照）

警察官採用
ウェブサイト

羽曳野警察署
ウェブサイト

愛の献血にご協力お願いします
■■日日■■時時 12 月 4 日㈮ 10:00 ～ 16:30
■■場場■■所所 LIC はびきの（羽曳野ライオンズクラブ）
●献血カードを持っている人は 
　「献血方法別次回献血可能日」を確認してください。
●本人確認のため、受付時に身分証明書（免許証・
　保険証など）の提示をお願いする場合があります。

ブランバード勉強会のお知らせ　羽曳野市の災害や防災について
取り組んでいる災害ボランティアグループ「ブランバード」定例会で、
勉強会を開催します。災害が多発する今、災害について勉強しませんか。
■■日日■■時時 11 月 27 日㈮ 13:30 ～ 15:00　　■■対対■■象象 羽曳野市在住の人
■■定定■■員員 先着 10 人　　■　　■内内 内内内 内■■容容 令和８年熊本地震の災害ボランティアから学ぶ
■■場場■■所所 市役所別館２階　ボランティアセンター会議室
■■申申■■込込 羽曳野市社会福祉協議会　地域支援担当　☎ 072-958-2315

け
ん
け
つ
ち
ゃ
ん

～70歳でも80歳でも！あなたの
元気を地域のために活かしませんか～
シルバーへご入会していただくと、
例えば下記のような仕事があります。
●缶、ビン等の選別作業（週 3日程度）
　１日あたり：￥9,142（8:45～ 16:45）
●マンション清掃（週 2日程度）
　１回あたり￥1,354～、1時間程度

【上記２例以外も！】

～年末掃除もシルバーにお任せ！～
窓ふきや家の片付けなど、忙しい年末
の仕事はシルバーにお任せください！
他にも事務所や個人宅の清掃等承りま
す。お申込みはお早めに！
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相　談 日　時 会　場 予約 ・ その他

法律相談

10 日㈫・17 日㈫・24 日㈫・
12 月 1日㈫ 13:00 〜17:00 市役所1階 市民相談室 ■■相相■■談談 対面（要予約、相談時間 30 分、年度内 1人1回） 

■■対対■■象象 市内在住・在勤・在学の人　■■定定■■員員 1日 8 人
※陵南の森総合センターでは靴下着用（素足厳禁）
☎ 072-957-4000

5 日㈭・19 日㈭・12 月 3 日㈭
13:00 〜17:00 陵南の森総合センター

行政相談 11日㈬ 13:00 ～15:00 陵南の森総合センター 国の仕事に関する要望・苦情・意見など。　
■■相相■■談談 対面  ☎ 072-958-1111内線1070　※靴下着用（素足厳禁）

税理士による
無料税務相談センター 18 日㈬・27 日㈮ 13:00 ～16:00 市役所1階

税務相談コーナー（市民相談室）
所得税・相続税や経理に関する相談（申込は電話先着順）相相
■■相相■■談談 対面・相談時間 30 分　■■対対■■象象 一般納税者で、税理士関与がない人　
近畿税理士会 富田林支部 事務局 ☎ 0721-25-6250 ㈪～㈮ 10:00～14:00

行政書士による
無料相談会 19 日㈭ 13:30 ～15:30 LIC はびきの２階　中会議室 B

相続、遺言、成年後見制度などの申請手続きについての相談相相
■■相相■■談談 対面・相談時間 30 分（※要予約）
大阪府行政書士会南大阪支部　伊東　☎ 072-349-9178

女性相談 4 日㈬・25 日㈬ 13:30 ～16:30

市役所 4 階 人権推進課 人間関係、暴力（DV・虐待など）、からだのことなど、女性が抱える悩み。
■■相相■■談談 電話か対面（要予約）☎ 072-958-1111 内線 1055

女性相談支援員に
よる女性相談

㈪㈫・㈭㈮［㈷除く］
10:00 ～15:00

特設女性相談 4 日㈬・25 日㈬ 10:00 ～13:00
人権相談 20 日㈮ 14:00 ～16:00 市役所別館３階　特別会議室 人権について困りごとなど。　■■相相■■談談 対面　☎ 072-958-1111 内線 1054

消費生活相談 ㈪ ～ ㈮［㈷除く］10:00 〜12:00　
13:00 ～16:00 ※受付 15:30 まで 市役所消費生活相談室 契約上のトラブル、悪質商法による被害、クーリング・オフなどに関すること。

■■相相■■談談 原則：電話（予約優先）☎ 072-947-3715

地域就労相談 ㈪ ～ ㈮［㈷除く］9:00 〜17:00 地域就労支援センター（人権文化センター
内および 経済労働課内） ■■相相■■談談 電話か対面　※就職斡旋は行いません。☎ 072-937-0860

育児相談
家庭児童相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］9:00 〜17:00 市立保健センター こども家庭支援課 ☎ 072-956-1000

保育士による育児相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］9:00 〜17:00 子育て支援センターふるいち 
子育て支援センターむかいの

■■相相■■談談 電話か対面
［ふるいち］ ☎ 072-958-3308   ［むかいの］ 携帯 080-7536-7898

教育相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］10:00 〜16:00 教育研究所（旧西浦幼稚園） ☎ 072-958-7867

進路選択支援相談 ㈫ 9:00〜17:00
／㈮ 13:00〜17:00 教育研究所（旧西浦幼稚園） 進学・就学に向けての相談・助言、各種奨学金や貸付制度などの活用など。

☎ 072-958-0155

学習相談（生涯学習） 毎日［㈷除く］9:00 〜17:00 LIC はびきの1階 市民大学 ☎ 072-950-5503･ ＦＡＸ 072-950-5650　市民大学ウェブサイトでも受付。

ひとり親家庭相談 ㈫㈮ 9:15 〜17:00 市役所 1階 こども政策課 ■■相相■■談談 要予約　こども政策課 ☎ 072-947-3836（直通）

障害者生活相談
㈪ ～ ㈮［㈷除く］9:00 〜17:30 支援センターはる 身体・知的障害者の方の相談、障害者の就業に関する相談。

☎ 072-959-3261／ＦＡＸ 072-957-1604
㈪ ～ ㈮［㈷除く］8:45 〜17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障害児の方の相談。☎ 072-950-1530／ＦＡＸ 072-950-1531

㈪ ～ ㈮［㈷除く］10:00 〜17:00 相談支援事業所フレンドハウス 精神障害者の方の相談。☎ 072-937-7898 ／ＦＡＸ 072-953-0519

障害者雇用相談 ㈪ ～ ㈮［㈷除く］9:00 〜17:00 支援センターはる 知的・身体・精神など障害者の就業に関する相談。
南河内北障害者就労・生活支援センター  ☎ 072-957-7021内線1150／ FAX 072-957-1604

ボランティア相談

㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］9:00 〜17:00

総合福祉センター2 階 ■■相相■■談談 電話か対面 　社会福祉協議会 ☎ 072-958-2315

介護相談 総合福祉センター2 階 ■■相相■■談談 電話か対面 　社会福祉協議会 ☎ 072-950-0950

総合福祉相談 ①総合福祉センター2 階
②社会福祉協議会　西部事務所

■■相相■■談談 電話か対面　
社会福祉協議会 　①☎ 072-958-2315　②☎ 072-953-8067

生活自立相談 総合福祉センター2 階 生活困窮の様々な原因に応じて支援計画を策定し、自立支援を行います。
■■相相■■談談 電話か対面　☎ 072-958-2315

青少年に関する相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］9:00 ～17:45 大阪府富田林子ども家庭センター 青少年（16 ～おおむね 25 歳）が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）
大阪府富田林子ども家庭センター　☎ 0721-25-1553

総合相談 ㈪ ～ ㈮［㈷ 除く］9:00 〜17:00 人権文化センター 人権・進路・就労・生活に関すること。　■■相相■■談談 電話か対面
地域人権協議会 ☎ 072-937-0860

借金問題解決のための
日曜無料相談会 12 月 6 日㈰ 10:00 〜16:30 近畿財務局（大阪市中央区大手前 4-1-

76　大阪合同庁舎 4 号館）
借金問題について専門の相談員がお話を伺い、解決方法をアドバイスしま
す。■■相相■■談談 弁護士による面談（要予約）　☎ 06-6949-6523

11 月の相談日程（無料）～ お気軽にご相談ください ～



令
和
8
年
第
3
回
羽
曳
野
市
議
会
定
例
会
は
、
9
月
1
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
30
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

定
例
会
で
は
、
令
和
7
年
度
各
会
計
の
決
算
認
定
を
は
じ
め
、

条
例
の
制
定
・
改
正
、
令
和
8
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別

会
計
の
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、健
全
化
判
断
比
率
や
公
営
企
業
資
金
不
足
比
率
の
報
告
、

水
道
事
業
会
計
の
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
な
ど
、
市
政

運
営
に
関
わ
る
案
件
に
つ
い
て
も
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
国
な
ど
に
対
し
て
施
策
の
充
実
や
法
整
備
を
求
め

る
意
見
書
と
し
て
、「『
防
災
庁
』
発
足
を
見
据
え
た
地
方
自
治

体
と
の
連
携
強
化
お
よ
び
防
災
体
制
の
抜
本
的
強
化
を
求
め
る

意
見
書
」「
化
学
物
質
過
敏
症
に
関
す
る
対
策
強
化
を
求
め
る

意
見
書
」「
議
会
議
員
の
保
険
料
納
付
算
定
シ
ス
テ
ム
の
法

整
備
を
求
め
る
意
見
書
」
3
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
17
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
福
祉
や
子
育
て

支
援
、
教
育
、
防
災
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
市
民
生
活
に
関
わ
る

幅
広
い
分
野
の
課
題
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
も
詳
細
な

審
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
審
査
内
容
及
び
結
果
に
つ
い
て
、
本

会
議
で
各
委
員
長
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
議
案
の
審
議
結
果
を
は
じ
め
、一
般
質
問
や
各
常
任

委
員
会
に
お
け
る
審
査
内
容
と
結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

さ
ら
に
、今
定
例
会
で
は
常
任
委
員
等
の
選
出
が
行
わ
れ
ま

し
た
の
で
、そ
の
選
出
結
果
に
つ
い
て
も
併
せ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

第
３
回
定
例
会

  1

  
  2
  
  3 ～11
  11
 
  12

第 3 回定例会
定例会のあゆみ
次回日程
編集後記
審議案件と議決結果
議案の賛否
一般質問
常任委員等選出
行政視察報告
各常任委員会委員長報告

もくじ

〒583-8585  羽曳野市誉田 4-1-1
 羽曳野市議会事務局　℡ .072-958-1111
 羽曳野市ウェブサイトからもご覧いただけます。

◇
定
例
会
の
あ
ゆ
み
◇

8
月
27
日
㈭
　
〇
議
会
運
営
委
員
会

9
月
1
日
㈫
　
〇
本
会
議
1
日
目

　
　
　
　
　
　
・
議
案
審
議

9
月
8
日
㈫
　
〇
本
会
議
2
日
目

　
　
　
　
　
　
・
一
般
質
問
（
５
議
員
質
問
）

　
　
　
　
　
　
〇
幹
事
長
会
議

9
月
9
日
㈬
　
〇
議
会
運
営
委
員
会
、
幹
事
長
会
議

　
　
　
　
　
　
〇
本
会
議
3
日
目

　
　
　
　
　
　
・
一
般
質
問
（
６
議
員
質
問
）

　
　
　
　
　
　
〇
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

9
月
10
日
㈭
　
〇
本
会
議
4
日
目

　
　
　
　
　
　
・
一
般
質
問
（
6
議
員
質
問
）

9
月
15
日
㈫
　
〇
総
務
文
教
常
任
委
員
会

9
月
18
日
㈮
　
〇
民
生
産
業
常
任
委
員
会

9
月
24
日
㈭
　
〇
幹
事
長
会
議

9
月
25
日
㈮
　
〇
建
設
企
業
常
任
委
員
会

9
月
29
日
㈫
　
〇
幹
事
長
会
議

9
月
30
日
㈬
　
〇
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
〇
本
会
議
5
日
目

　
　
　
　
　
　
・
委
員
長
報
告
等

　
　
　
　
　
　
〇
幹
事
長
会
議

　
　
　
　
　
　
・
役
員
選
挙

◆ 

編 

集 

後 

記 

◆

少
し
ず
つ
風
も
冷
た
く
な
り
、
木
々
も
色
づ
く
季
節
と
な

り
ま
し
た
が
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

か
ら
寒
さ
が
増
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
体
調
管
理
に
は
十
分

ご
留
意
い
た
だ
き
、
実
り
多
き
秋
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

今
回
の
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、
令
和
8
年
第
3
回
定
例
会

に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
令
和
7
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
を
は
じ
め
と
す
る
各
会
計
決
算
認
定
や
議
決
結
果
、

ま
た
各
常
任
委
員
会
の
委
員
長
報
告
や
17
名
の
議
員
に
よ
る

一
般
質
問
の
要
旨
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
市
議
会
で
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
議
案
書
や
意
見

書
、
議
事
録
な
ど
、
ま
た
議
会
開
催
中
の
ラ
イ
ブ
映
像
や
録
画

映
像
を
発
信
し
て
お
り
ま
す
。
紙
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を

掲
載
で
き
ま
せ
ん
が
、
各
議
員
の
質
疑
内
容
な
ど
を
よ
り

詳
し
く
確
認
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

議
員
の
名
前
の
下
に
つ
い
て
い
る
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
、
録
画

映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
一
同
、
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ

い
た
ご
意
見
も
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
様
に
、
よ
り

議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
8
年
第
４
回
定
例
会
日
程

　

第
4
回
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
す
る
予
定

で
す
。
開
議
時
間
は
10
時
か
ら
で
す
。

11
月
26
日
㈭　

本
会
議
（
議
案
審
議
）

12
月
３
日
㈭　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
月
4
日
㈮　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
月
7
日
㈪　

本
会
議
（
一
般
質
問
）
予
備
日

12
月
14
日
㈪　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

12
月
16
日
㈬　

民
生
産
業
常
任
委
員
会

12
月
18
日
㈮　

建
設
企
業
常
任
委
員
会

12
月
22
日
㈫　

本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

（
た
だ
し
、こ
の
日
程
は
、議
事
等
の
都
合
に
よ
り
一
部

変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

令和 8 年第 3 回定例会報告令和 8 年第 3 回定例会報告
　一般質問・委員長報告等　一般質問・委員長報告等
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市議会だより市議会だより

−市議会だより　令和8年（2026年）11月−

 第 3 回定例会で審議された案件と議決結果
議案番号 件　　　名 結　果

報 告 18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

令和７年度羽曳野市一般会計歳入歳出決算認定について
令和７年度羽曳野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
令和７年度羽曳野市と畜場特別会計歳入歳出決算認定について
令和７年度羽曳野市財産区特別会計歳入歳出決算認定について
令和７年度羽曳野市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
令和７年度羽曳野市土地取得特別会計歳入歳出決算認定について
令和７年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について
令和７年度羽曳野市水道事業会計決算認定について
令和７年度羽曳野市下水道事業会計決算認定について
令和７年度決算に基づく羽曳野市健全化判断比率の報告について
令和７年度決算に基づく羽曳野市公営企業資金不足比率の報告について

認　　定
認　　定
認　　定
認　　定
認　　定
認　　定
認　　定
認　　定
認　　定
報　　告
報　　告

議 案 52
53
54
55
56
57
58
59
60

令和７年度羽曳野市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について
使用料及び手数料の適正化等を図るための関係条例の整備に関する条例の制定について
督促手数料を廃止するための関係条例の整備に関する条例の制定について
羽曳野市長等及び職員のハラスメントの防止等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
羽曳野市景観条例の一部を改正する条例の制定について
令和８年度羽曳野市一般会計補正予算（第３号）
令和８年度羽曳野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
令和８年度羽曳野市介護保険特別会計補正予算（第１号）
令和８年度羽曳野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

原案可決
原案可決
原案可決

即日原案可決
即日原案可決

原案可決
即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

議 提   1 地方自治法第100 条第１項後段の規定による請求に応じて出頭する者に対する実費弁償に関する
条例の制定について

即日原案可決

意 見   2
3
4

「防災庁」発足を見据えた地方自治体との連携強化および防災体制の抜本的強化を求める意見書
化学物質過敏症に関する対策強化を求める意見書
議会議員の保険料納付算定システムの法整備を求める意見書

即日原案可決
即日原案可決
即日原案可決

常任委員の選任について
議会運営委員の選任について
常任委員会委員長の選出について
常任委員会副委員長の選出について
議会運営委員会委員長の選出について
議会運営委員会副委員長の選出について
議会運営委員会の所管事項に関する調査について

選　　出
選　　出
選　　出
選　　任
選　　出
選　　出
決　　定

2

 議案等に対する各議員の状況　( 全会一致でない議案等の賛否 )　○賛成　×反対

議 案 等
番　  号

会派名 大阪維新の会大阪維新の会 自由民主党・自由民主党・
ももっっとと羽曳野議員団羽曳野議員団 公明党公明党 日本共産党日本共産党 市民クラブ市民クラブ

会 派 に会 派 に
属さない属さない

議  員議  員

議
員
名

        

結
果  

沼
元
　
さ
え
か

清
水
ひ
で
た
だ

ま
り
や
ま
百
合
子

大
坪
　
正
尚

阪
本 

菜
津
代

百
谷
　
孝
浩

阪
倉
　
禎
明

黒
川
　
　
実

田
中
も
と
か
ず

外
園
　
康
裕

通
堂
　
義
弘

古
澤
　
　
悟

石
田
　
幸
平

南
　
　
　
玲

笹
井
喜
世
子

樽󠄀
井
佳
代
子

花
川
　
雅
昭

麻
野
　
彰
子

報告 18 認　　定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 

長

〇 〇 × × × 〇 〇 〇
報告 19 認　　定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇
報告 20 認　　定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇
報告 22 認　　定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇
報告 24 認　　定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇
議案 53 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇

※外園康裕議員は議長職のため採決には加わらず。
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田
中
も
と
か
ず

　
（
自
由
民
主
党
・

 　
も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《
本
市
の
観
光
行
政
に
つ
い
て
》

●
質
問　

当
市
に
は
古
市
古
墳
群
、
竹
内

街
道
、
食
な
ど
誇
る
べ
き
資
源
が
あ
る
。

大
阪
は
び
き
の
観
光
局
の
設
立
で
ど
う
変
わ

っ
た
の
か
。
来
訪
者
数
等
具
体
的
な
数
字
を
。

ま
た
観
光
局
へ
の
市
か
ら
の
投
入
予
算
は
。

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。

●
答
弁　

運
営
補
助
金
は
約
5,
0
0
0
万
円
、

昨
年
は
大
阪
・
関
西
万
博
開
催
を
機
に
重
点

的
に
事
業
を
実
施
し
た
た
め
約
6,
8

 
0
 0 

万
円
。
費
用
の
う
ち
入
居
施
設
の
賃
借
料

は
年
間
約
1,
2
0
0
万
円
。
は
び
き
の

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
来
訪
者
数
2
0
2
3

年
度
4,
7
1
5
人
、
2
0
2
4
年
度

5,
1
7
2
人
、
2
0
2
5
年
度
5,
5
9
8

人
。
国
の
分
析
に
よ
る
と
観
光
来
訪
者

は
2
0
2
3
年
度
約
19
万
7,
0
0
0
人
、

2
0
2
4
年
度
が
約
20
万
1,
0
0
0
人
、

2
0
2
5
年
度
約
23
万
5,
0
0
0
人
で
、

着
実
に
成
果
は
上
が
っ
て
い
る
と
評
価
し
て

い
る
。

●
要
望　

非
常
に
大
き
な
市
の
補
助
金
が

投
入
さ
れ
て
い
る
。
来
訪
者
数
は
増
加
し
て

い
る
が
同
じ
デ
ー
タ
で
藤
井
寺
市
は
当
市
を

上
回
る
来
訪
者
数
。
2
0
2
5
年
は
万
博
が

開
催
さ
れ
た
年
。
府
全
体
に
多
く
の
人
が

訪
れ
交
流
人
口
そ
の
も
の
が
増
加
し
た
年
。

府
内
を
比
較
す
れ
ば
羽
曳
野
市
は
22
位
か
ら

24
位
へ
順
位
を
下
げ
て
い
る
。
自
分
た
ち

の
数
字
だ
け
を
見
て
、
増
え
た
か
ら
成
果
が

出
て
い
る
と
評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
本
市

の
強
み
は
何
な
の
か
、
逆
に
何
が
足
り
な
い

の
か
を
客
観
的
に
分
析
す
べ
き
。
年
間
約

5,
0
0
0
万
円
を
投
入
す
る
な
ら
、
市
民

が
「
観
光
局
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」、「
人
が

増
え
ま
ち
が
元
気
に
な
っ
た
」、
そ
う
実
感

で
き
る
観
光
局
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

改
め
て
現
在
の
事
業
、
組
織
、
施
設
、
成
果

指
標
を
総
点
検
し
、
費
用
対
効
果
を
厳
し
く

検
証
す
べ
き
。

《
防
災
公
園
に
つ
い
て
》

●
質
問　
近
年
、
大
規
模
地
震
や
集
中
豪
雨

な
ど
、
自
然
災
害
へ
の
備
え
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
求
め
ら
れ
る
中
で
、
市
街
地
に
お
け

る
防
災
空
間
の
確
保
は
大
変
重
要
。
現
在
、

丹
下
地
区
に
計
画
さ
れ
て
い
る
公
園
に
つ
い

て
、
そ
の
整
備
目
的
、
計
画
内
容
、
防
災
上

ど
の
よ
う
な
役
割
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

●
答
弁　

整
備
予
定
地
は
恵
我
之
荘
５
丁
目

地
内
の
既
存
の
丹
下
ち
び
っ
こ
広
場
と
そ
の

隣
接
地
。
整
備
内
容
及
び
規
模
は
、
既
存
の

遊
具
を
新
し
い
も
の
に
更
新
す
る
こ
と
に

加
え
、
新
た
に
手
洗
い
場
、
照
明
灯
、
防
災

ト
イ
レ
、か
ま
ど
ベ
ン
チ
、防
災
シ
ェ
ル
タ
ー
、

備
蓄
倉
庫
な
ど
の
防
災
設
備
を
追
加
整
備

す
る
予
定
。
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
本
年

10
月
を
め
ど
に
工
事
に
着
手
し
、
令
和
9
年

3
月
末
の
完
成
、
4
月
1
日
の
供
用
開
始
を

目
指
し
て
整
備
を
進
め
て
い
く
。

●
要
望　
丹
下
地
区
の
防
災
公
園
は
、
本
年

度
中
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
と
答
弁
を

も
ら
っ
た
。
防
災
公
園
は
平
常
時
に
は
地
域

住
民
の
憩
い
の
場
と
な
り
、
災
害
時
に
は

避
難
や
防
災
活
動
を
支
え
る
重
要
な
施
設
で

も
あ
る
。
今
回
の
質
問
は
、
地
域
住
民
の
方

か
ら
の
声
か
ら
。
計
画
を
示
し
た
以
上
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
不
安
や
不
信
を
抱
か
せ

な
い
よ
う
、
進
捗
状
況
や
今
後
の
見
通
し
を

丁
寧
に
説
明
し
て
欲
し
い
。
ま
た
、
予
定
地

に
雑
草
が
繁
茂
す
る
な
ど
、
周
辺
住
民
に

迷
惑
を
か
け
る
状
態
を
放
置
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
工
事
着
手
ま
で
の
間

も
、
市
の
責
任
に
お
い
て
、
適
切
な
維
持

管
理
を
求
め
る
。

一
般
質
問

古
澤
　
悟

　
（
公
明
党
）

《
大
規
模
災
害
時
の人

的
受
援
体
制
に
つ
い
て
》

●
質
問　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、

災
害
対
策
業
務
が
一
気
に
発
生
す
る
。
他
の

自
治
体
な
ど
か
ら
の
応
援
職
員
を
受
け
入
れ

る
、
人
的
受
援
体
制
が
重
要
で
あ
る
。
本
市

に
お
け
る
人
的
受
援
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

●
答
弁　

対
応
手
順
な
ど
を
明
記
し
た
業
務

継
続
計
画
を
策
定
済
。
市
職
員
が
不
足
し
た

場
合
の
受
援
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
受
援

の
体
制
や
受
入
手
順
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

●
質
問　
他
の
自
治
体
か
ら
の
人
的
応
援
の

判
断
基
準
は
定
め
て
い
る
の
か
。

●
答
弁 

応
援
要
請
の
判
断
基
準
の
目
安
は
、

本
市
域
で
震
度
5
強
以
上
の
地
震
が
発
生

し
た
場
合
と
な
る
。

●
質
問　
応
援
職
員
の
具
体
的
な
受
入
れ

体
制
は
整
備
さ
れ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

円
滑
に
受
援
業
務
が
遂
行
で
き
る

よ
う
、
本
市
職
員
が
体
制
を
整
え
て
い
く
。

●
質
問　
応
援
職
員
を
受
け
入
れ
る
人
的

受
援
訓
練
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

●
答
弁　

応
援
の
受
入
れ
で
は
図
上
訓
練
を
、

物
資
の
受
入
れ
は
備
蓄
倉
庫
を
活
用
し
た

実
働
訓
練
に
、
今
後
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
要
望　
実
際
の
人
的
受
援
を
想
定
し
た

訓
練
を
重
ね
て
い
た
だ
き
、
実
効
性
の
あ
る

人
的
受
援
体
制
の
構
築
を
強
く
要
望
す
る
。

《
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら
守
る

取
組
に
つ
い
て
》

●
質
問　
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
犯
罪

被
害
防
止
教
育
や
非
行
防
止
教
育
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

小
学
6
年
生
及
び
中
学
校
全
学
年

に
は
、
羽
曳
野
警
察
に
よ
る
非
行
防
止
教
室
。

保
護
司
会
に
よ
る
出
前
授
業
も
実
施
。
万

引
き
や
薬
物
、
S
N
S
の
ト
ラ
ブ
ル
や
闇

バ
イ
ト
な
ど
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
内
容
で

実
施
。

●
質
問　
外
部
の
専
門
講
師
に
よ
る
講
習
会

や
参
加
型
学
習
会
を
実
施
し
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

外
部
の
専
門
講
師
に
よ
る
、ス
マ
ホ・

ネ
ッ
ト
安
全
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。
学
校

に
よ
っ
て
は
、
保
護
者
向
け
の
講
演
会
を

開
催
、
家
庭
啓
発
に
も
努
め
て
い
る
。

●
質
問　
小
・
中
学
校
で
は
、
不
審
者
侵
入

を
想
定
し
た
訓
練
を
、
実
施
し
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

常
時
閉
門
を
原
則
と
し
、
教
職
員

向
け
の
校
内
研
修
で
は
、
警
察
署
等
の
協
力

の
下
、
実
践
的
な
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

●
要
望　

非
行
防
止
教
室
に
つ
い
て
犯
罪

情
勢
に
応
じ
て
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
要
望

す
る
。

《
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
の

さ
ら
な
る
充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　

子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

令
和
6
年
度
の
利
用
実
人
数
は

6
人
、
利
用
延
べ
回
数
は
65
回
、
令
和
7
年

度
の
利
用
実
人
数
は
32
人
、
利
用
延
べ
回
数

は
1
4
5
回
と
な
っ
て
い
る
。

●
質
問　
18
歳
を
超
え
た
若
者
ケ
ア
ラ
ー
に

つ
い
て
も
、
支
援
体
制
が
必
要
で
あ
る
か
。

●
答
弁　

18
歳
を
境
に
支
援
が
途
切
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
て
い
く
。

●
質
問　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
相
談

窓
口
の
明
確
化
と
周
知
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

相
談
し
や
す
い
窓
口
で
相
談
を

受
け
付
け
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
関
係
部
署

や
専
門
機
関
に
つ
な
ぐ
体
制
を
取
っ
て
い
る
。

●
要
望　
必
要
と
す
る
家
庭
に
確
実
に
支
援

が
届
く
よ
う
、
さ
ら
な
る
周
知
と
事
業
の

充
実
と
庁
内
の
垣
根
を
越
え
た
家
庭
ま
る

ご
と
支
援
を
一
層
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
。

3

録画中継

録画中継
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百
谷
孝
浩

　
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
学
校
規
模
適
正
化
と

こ
れ
か
ら
の
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
》

●
質
問　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
と
今
後

の
方
針
、
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
判
断

基
準
、
通
学
支
援
及
び
新
し
い
学
校
づ
く
り

に
つ
い
て
伺
う
。

●
答
弁　

保
護
者
・
市
民
の
84
％
が
対
策
を

必
要
と
し
、
68
％
が
適
正
規
模
化
に
肯
定

的
で
あ
る
。
児
童
・
生
徒
は
統
合
に
肯
定

的
な
意
見
が
37.
8
％
、
否
定
的
な
意
見
が

34.
4
％
で
あ
っ
た
。
学
校
統
合
を
中
心
に

校
区
再
編
も
含
め
、
基
本
方
針
、
基
本
計
画
、

実
施
計
画
を
数
年
か
け
て
策
定
す
る
。
通
学

路
の
整
備
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
自
転
車
通
学

の
拡
大
も
視
野
に
入
れ
、
地
域
に
根
差
し
た

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
。

●
質
問　
計
画
策
定
に
児
童
・
生
徒
の
声
を

反
映
し
、
本
市
が
目
指
す
学
校
像
を
具
体
的

な
配
置
の
検
討
前
に
示
す
考
え
に
つ
い
て

伺
う
。

●
答
弁　

子
ど
も
の
意
見
を
聞
く
機
会
を

前
向
き
に
検
討
す
る
。
地
域
に
根
差
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
社
会
性
を
育
む

特
色
あ
る
学
校
を
目
指
す
。
基
本
方
針
・

基
本
計
画
を
市
民
や
保
護
者
に
丁
寧
に

伝
え
る
。

●
要
望　

子
ど
も
た
ち
の
声
を
継
続
し
て

聞
き
、
統
合
に
よ
り
教
育
環
境
が
よ
く

な
っ
た
と
実
感
で
き
る
学
校
づ
く
り
を

要
望
。

《
災
害
級
の
猛
暑
か
ら
市
民
の
命
を
守
る

暑
熱
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

熱
中
症
の
救
急
搬
送
、
ク
ー
リ

ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
、
高
齢
者
の
見
守
り
、

登
下
校
及
び
公
共
空
間
の
暑
熱
対
策
を
総
合

的
に
進
め
る
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

●
答
弁　

市
内
の
熱
中
症
に
よ
る
搬
送
は
、

本
年
5
月
か
ら
8
月
ま
で
73
件
で
、
75
歳

以
上
が
各
月
約
半
数
を
占
め
る
。
市
内
9
か

所
の
公
共
施
設
と
郵
便
局
9
局
を
ク
ー
リ

ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
に
指
定
し
、
拡
充
を
検
討

す
る
。
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
高
齢
者

へ
の
周
知
、
学
校
対
策
の
更
新
、
公
園
の

日
陰
確
保
や
遮
熱
性
舗
装
も
検
討
す
る
。

●
質
問　

民
間
施
設
と
連
携
し
た
身
近
な

涼
み
ど
こ
ろ
の
拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

●
答
弁　

府
の
「
お
お
さ
か
ク
ー
ル
オ
ア

シ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
市
内
26
の
民
間

施
設
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

等
か
ら
周
知
を
強
化
す
る
。

●
要
望　
猛
暑
を
毎
年
起
こ
り
得
る
危
機
と

捉
え
、
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
先
手
の

暑
熱
対
策
を
要
望
。

《
信
号
機
の
な
い
交
差
点
に
つ
い
て
》

●
質
問　

島
泉
地
区
の
交
差
点
に
お
け
る

事
故
状
況
、
こ
れ
ま
で
の
安
全
対
策
、
信
号

機
設
置
の
認
識
及
び
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

●
答
弁　

毎
年
数
件
の
事
故
を
把
握
し
て

い
る
。
信
号
機
の
設
置
は
現
状
で
は
難
し
い

が
、
立
体
的
に
見
え
る
路
面
標
示
や
カ
ラ
ー

舗
装
な
ど
、
現
地
に
適
し
た
対
策
を
実
施

す
る
。

●
要
望　

地
域
の
声
を
聞
き
、
通
学
路
の

安
全
確
保
に
向
け
、
早
期
に
対
策
を
実
施
し
、

効
果
を
検
証
し
て
改
善
に
つ
な
げ
、
警
察
と

連
携
し
た
継
続
的
な
安
全
対
策
を
要
望
。

笹
井
喜
世
子

　
（
日
本
共
産
党
）

《
第
2
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
》

●
質
問　
当
市
で
も
公
共
施
設
等
管
理
計
画

の
第
1
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
期
間
が
終

わ
り
、
現
在
第
2
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
①
第
1
期
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
取
り
組
め
て
い
な
い
市
民

会
館
や
体
育
館
に
つ
い
て
の
計
画
の
根
拠

は
。
②
第
２
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
見
直

す
視
点
と
そ
の
進
捗
は
。
③
今
回
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
そ
の
意
見
の
反
映
は
。

ま
た
第
2
期
プ
ラ
ン
（
案
）
は
い
つ
頃
示
さ

れ
る
の
か
。

●
答
弁　

①
市
民
会
館
や
体
育
館
は
規
模
の

縮
小
や
集
約
化
が
必
要
。
再
編
は
財
政
的
な

検
討
、
社
会
情
勢
を
勘
案
し
判
断
。
②
削
減

目
標
は
、
人
口
の
将
来
予
測
と
財
源
面
を

考
慮
し
て
決
定
す
る
。
③
ア
ン
ケ
ー
ト
は

現
状
と
ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め
実
施
。
回
答
は

7
4
8
件
で
計
画
に
反
映
さ
せ
12
月
を
め
ど

に
示
す
。

●
要
望　
縮
減
目
標
は
人
口
の
将
来
予
測
と

財
政
面
を
考
慮
し
決
定
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
市
庁
舎
建
設
費
用
は
そ
う
し
た
こ
と
を

考
慮
し
て
決
定
し
た
と
は
到
底
言
え
ず
、

第
2
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
計
画
に
影
響

す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
今
回
の

市
民
の
声
を
公
表
し
、
声
を
反
映
し
た
計
画

を
要
望
。

《
特
別
支
援
学
級
・
通
級
指
導
教
室
の

充
実
に
つ
い
て
》

●
質
問　
こ
の
3
年
間
で
通
級
指
導
教
室
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。
①
通
級
指
導

教
室
の
全
校
設
置
を
求
め
て
き
た
が
設
置

状
況
は
。
②
支
援
学
級
へ
の
介
助
員
の
配
置

状
況
は
。
③
支
援
教
育
指
導
員
は
1
校
1
名

年
間
1
0
0
時
間
配
置
さ
れ
て
い
る
が
配
置

状
況
は
。
④
教
室
の
確
保
は
で
き
て
い
る
の

か
。

●
答
弁　

①
現
在
小
・
義
務
教
育
学
校

（
前
期
）
全
校
、
中
学
校
・
義
務
教
育
学
校

（
後
期
）
5
校
に
設
置
。
②
介
助
員
は
10
校

に
12
名
を
配
置
。
③
支
援
教
育
支
援
員
も

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
予
算
確
保
し
、
16
校
に

設
置
。
④
各
校
の
学
級
、
教
室
数
を
基
に

確
保
し
て
い
る
が
、
仕
切
り
や
カ
ー
テ
ン
で

2
つ
に
分
け
て
使
用
し
て
確
保
し
て
い
る
。

●
要
望　
通
級
指
導
教
室
が
全
校
設
置
ま
で

あ
と
1
校
と
前
進
し
た
。
支
援
の
必
要
な

児
童
生
徒
が
増
加
傾
向
の
中
、
支
援
教
育

支
援
員
の
増
員
と
併
せ
て
環
境
を
整
え
る

空
間
の
確
保
を
強
く
要
望
。
ま
た
中
学
校

1
年
生
ま
で
35
人
学
級
が
実
現
し
た
が
、

20
人
台
の
欧
米
諸
国
の
よ
う
に
、
本
格
的
な

少
人
数
学
級
の
推
進
を
国
に
求
め
る
よ
う

強
く
要
望
。

《
職
場
で
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
酷
暑
日
が
続
き
、
職
場
で
の
熱
中

症
に
よ
る
労
働
災
害
や
死
亡
事
故
が
増
加
し

て
い
る
。
昨
年
6
月
よ
り
「
職
場
に
お
け
る

熱
中
症
防
止
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
義
務

付
け
ら
れ
た
。
①
当
市
の
熱
中
症
の
認
識
と

対
策
は
。
②
指
定
管
理
施
設
で
の
認
識
と

対
策
は
。

●
答
弁　

①
当
市
で
は
熱
中
症
の
早
期
発
見

や
重
症
化
を
防
ぐ
た
め
の
周
知
徹
底
を

行
い
、
暑
熱
下
で
の
作
業
従
事
職
員
に
は

予
防
策
と
し
て
空
調
服
の
貸
与
を
行
っ
て

い
る
。
②
指
定
管
理
者
も
法
令
に
よ
り
義
務

化
さ
れ
適
切
に
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
る
。

●
要
望　
熱
中
症
の
危
険
性
は
周
知
さ
れ
て

い
る
が
職
場
で
の
熱
中
症
リ
ス
ク
も
年
々

高
ま
っ
て
い
る
。
当
市
で
は
冷
房
の
あ
る

休
憩
所
の
確
保
や
空
調
服
の
貸
与
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
市
の
業
務
委
託
へ
は

不
十
分
で
あ
り
、
指
定
管
理
に
お
い
て
は

管
理
者
が
す
べ
き
と
の
こ
と
だ
が
、
指
定

管
理
制
度
に
な
っ
て
も
公
の
施
設
の
設
置
者

の
責
任
は
地
方
自
治
体
に
あ
り
、
実
施
状
況

の
把
握
と
必
要
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
を

強
く
求
め
る
。

4
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石
田
幸
平

　
（
日
本
共
産
党
）

《
豪
雨
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問  

全
国
各
地
で
豪
雨
災
害
が
発
生
し

て
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
特
に

危
険
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
ど
う
い
っ
た

点
検
や
分
析
を
行
い
、
対
策
を
し
て
い
る
の

か
問
う
。

●
答
弁　

浸
水
対
策
は
、
浸
水
実
績
箇
所

か
ら
優
先
的
に
下
流
か
ら
の
整
備
を
基
本
と

し
て
進
め
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に

つ
い
て
も
、
毎
月
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
る
。

●
要
望　

実
際
に
大
雨
が
降
れ
ば
、
冠
水
、

土
砂
崩
れ
な
ど
、
不
安
の
解
消
に
は
ま
だ

ま
だ
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
。
配
水
管
の

増
設
や
改
修
、
必
要
な
貯
留
施
設
の
整
備

な
ど
、
増
大
す
る
リ
ス
ク
に
見
合
っ
た
従
来

の
延
長
線
上
で
は
な
い
具
体
的
な
実
効
性
の

あ
る
豪
雨
対
策
を
強
く
要
望
。

《
避
難
所
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　
避
難
所
の
環
境
整
備
は
、
災
害
が

起
き
て
か
ら
対
応
す
る
の
で
な
く
、
災
害
が

起
き
る
前
か
ら
必
要
な
備
蓄
や
設
備
、
人
的

体
制
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
。
発
災
後
48

時
間
以
内
に
ト
イ
レ
、
キ
ッ
チ
ン
、
ベ
ッ
ド

を
全
避
難
者
に
提
供
で
き
る
体
制
や
避
難
所

も
停
電
し
た
際
、
エ
ア
コ
ン
は
使
用
で
き
る

の
か
問
う
。

●
答
弁　

防
災
の
取
組
は
、
ま
ず
家
庭
や

地
域
な
ど
で
の
自
助
、
共
助
が
基
本
で
あ

り
、
公
助
と
し
て
、
本
市
に
お
け
る
備
蓄
は

大
阪
府
の
方
針
に
の
っ
と
り
準
備
を
進
め
て

い
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
順
次
答
弁
す
る
。

本
市
で
は
、
避
難
所
の
環
境
・
衛
生
対
策
の

う
ち
、
温
か
い
食
事
の
提
供
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
現
在
そ
の
体
制
の
構
築
を
進
め
て

樽
井
佳
代
子

　（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
開
庁
時
間
の
短
縮
に
つ
い
て
》

●
質
問　

本
庁
舎
の
開
庁
時
間
が
短
縮
と

な
っ
た
場
合
、
市
民
の
身
近
な
窓
口
の
各

出
張
所
や
健
康
づ
く
り
の
拠
点
の
保
健
セ
ン

タ
ー
の
市
民
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
受
け
付
け

る
電
話
対
応
等
、
同
時
に
短
縮
す
る
の
か
、

窓
口
や
地
域
に
お
い
て
高
齢
化
率
の
高
い

本
市
の
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
市
民
を
丁
寧

に
支
え
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
や
激
変

緩
和
措
置
を
同
時
並
行
で
検
討
等
、
現
時
点

で
の
考
え
は
。

●
答
弁　

利
用
実
態
や
市
民
生
活
へ
の
影
響

を
総
合
的
に
見
極
め
通
常
業
務
へ
の
影
響
や

市
民
の
利
便
性
を
十
分
考
慮
し
、
デ
ジ
タ
ル

機
器
の
扱
い
に
不
安
を
持
つ
市
民
に
は
丁
寧

な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
る
事
が
必
要
で

開
庁
時
間
の
短
縮
は
、
本
市
に
お
い
て
も

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
踏
ま
え

慎
重
に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

●
要
望　
開
庁
時
間
の
短
縮
は
職
員
の
働
き

方
改
革
や
業
務
の
効
率
化
の
観
点
か
ら
一
歩

進
ん
だ
取
り
組
み
だ
が
本
庁
舎
、
各
出
張
所

電
話
、
窓
口
を
縮
小
、
短
縮
す
る
な
ら
、

そ
れ
に
代
わ
る
市
民
の
利
便
性
担
保
が
絶
対

条
件
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
安
心
し
て

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
丁
寧
な

対
面
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
窓
口
や
地
域
に
構
築

し
住
民
票
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
周
知
や
オ
ン

ラ
イ
ン
手
続
き
の
簡
素
化
を
徹
底
、
高
齢
者

を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
市
民
が
不
利
益
を

被
る
事
の
な
い
よ
う
激
変
緩
和
措
置
も
含

め
た
慎
重
か
つ
万
全
な
制
度
設
計
を
強
く

要
望
。

《
H
P
V
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
スにつ

い
て
》

●
質
問　
本
が
ん
は
ワ
ク
チ
ン
で
発
生
自
体

を
防
げ
る
唯
一
の
が
ん
で
あ
る
。
市
民
の
命

を
守
る
為
の
予
防
医
療
と
し
て
厚
生
労
働
省

の
部
会
で
も
男
性
ワ
ク
チ
ン
（
4
価
）
接
種

は
肛
門
が
ん
等
の
予
防
に
有
効
で
現
在
国
で

の
定
期
接
種
化
（
無
料
化
）
の
議
論
が
進
み

多
く
の
自
治
体
が
独
身
男
性
へ
の
任
意
接
種

費
用
を
全
額
、
一
部
公
費
助
成
の
動
き
が

急
速
に
広
が
る
中
、
本
市
と
し
て
他
自
治
体

の
動
向
や
男
性
へ
の
公
費
助
成
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

●
答
弁　

男
性
の
H
P
V
接
種
は
一
部
自
治

体
で
任
意
接
種
に
対
し
費
用
助
成
や
諸
外
国

で
の
公
的
接
種
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
例
が

あ
る
事
は
承
知
し
て
い
る
。
予
防
接
種
の

公
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
効
果
や
安
全
性
、

費
用
対
効
果
等
、
様
々
な
観
点
か
ら
国
に

お
い
て
十
分
に
検
討
さ
れ
た
上
で
全
国
一
律

の
制
度
と
し
て
定
期
接
種
化
さ
れ
る
事
が

重
要
と
考
え
、
定
期
接
種
化
さ
れ
れ
ば
予
防

接
種
法
に
基
づ
く
健
康
被
害
救
済
制
度
の

対
象
と
な
る
事
か
ら
市
民
が
安
心
し
て
接
種

さ
れ
る
為
に
も
国
の
制
度
と
し
て
実
施
さ
れ

る
事
が
望
ま
し
く
、
引
き
続
き
国
に
お
け
る

定
期
接
種
化
に
係
る
検
討
状
況
を
注
視
し

た
い
。

●
要
望　

国
で
の
議
論
が
続
く
間
に
も

H
P
V
は
男
女
問
わ
ず
感
染
し
中
咽
頭
が
ん

や
男
性
特
有
の
が
ん
等
の
深
刻
な
リ
ス
ク
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
事
実
は
変
わ
ら

な
い
、
国
が
定
期
接
種
を
決
断
し
た
際
に
は

本
市
が
他
市
に
遅
れ
る
事
な
く
瞬
時
に
希
望

す
る
対
象
者
へ
接
種
券
の
発
行
や
案
内
が

で
き
る
よ
う
万
全
の
準
備
体
制
を
整
え
、

費
用
助
成
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
男
性
も

H
P
V 

に
感
染
し
、が
ん
リ
ス
ク
が
あ
る
事
、

パ
ー
ト
ナ
ー
を
守
る
為
に
も
ワ
ク
チ
ン
が

有
効
で
あ
る
事
と
い
っ
た
正
し
い
医
学
的

知
見
に
つ
い
て
市
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
や

広
報
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
事
業
等
通
じ
て

市
民
、
特
に
若
い
世
代
や
、
そ
の
保
護
者
に

対
し
て
積
極
的
な
情
報
提
供
と
周
知
啓
発
を

行
う
よ
う
要
望
す
る
。

い
る
。
指
定
避
難
所
と
な
る
公
立
小
・
中
学

校
に
非
常
用
発
電
設
備
は
な
く
、
停
電
時
に

は
エ
ア
コ
ン
の
使
用
は
で
き
な
い
。

●
要
望　

避
難
所
は
避
難
者
が
来
ら
れ
た

48
時
間
以
内
に
全
員
へ
提
供
で
き
る
人
的

体
制
の
構
築
が
重
要
。
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て

も
、
災
害
時
に
停
電
し
て
使
え
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
市
民
に
と
っ
て
は
大
き
な
不
安
と

な
る
。
11
月
に
政
府
は
防
災
庁
を
発
足
す
る

が
、
災
害
関
連
死
を
防
ぐ
た
め
、
避
難
所
の

生
活
環
境
向
上
に
関
わ
る
支
援
を
進
め
、

人
権
最
優
先
の
防
災
立
国
を
実
現
す
る
と

し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

災
害
時
に
機
能
す
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
を

自
治
体
だ
け
に
負
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、

避
難
所
の
環
境
改
善
に
も
防
災
庁
設
置
を

実
効
性
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
被
災
者

の
生
活
再
建
な
ど
に
必
要
な
財
源
と
人
的

資
源
を
国
に
対
し
て
強
く
要
望
し
、
当
市

で
も
、
日
本
国
憲
法
第
25
条
の
生
存
権
を

災
害
時
に
も
保
障
す
る
た
め
に
、
避
難
所

対
策
を
進
め
る
こ
と
を
強
く
要
望
。

《
古
市
駅
前
の
空
き
店
舗
の有効

活
用
に
つ
い
て
》

●
質
問　
古
市
周
辺
の
空
き
店
舗
を
本
市
と

し
て
、
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か

問
う
。

●
答
弁　

空
き
店
舗
の
増
加
は
、
町
の
に
ぎ

わ
い
や
人
の
流
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

●
要
望　

駅
前
を
単
に
通
過
す
る
場
所
に

す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
が
立
ち
寄
り
、

交
流
で
き
る
場
所
に
し
て
い
く
た
め
に
も
、

所
有
者
や
商
店
街
、
大
学
と
い
っ
た
関
係

団
体
を
市
が
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を

果
た
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
要
望
。
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南
　
　
玲

　
（
日
本
共
産
党
）

《
I
C
T
教
育
に
つ
い
て
》

●
質
問　

教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、

長
い
文
章
が
読
め
な
い
、
書
け
な
い
、
対
人

関
係
が
結
べ
な
い
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の

発
達
へ
の
影
響
は
大
変
深
刻
で
あ
る
。

そ
こ
で
①
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
子
ど
も
の
視
力

や
健
康
面
に
及
ぼ
す
影
響
、
集
中
力
や

姿
勢
の
問
題
、
脳
の
発
達
へ
の
影
響
な
ど
、

市
と
し
て
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
②
タ
ブ

レ
ッ
ト
持
ち
帰
り
に
つ
い
て
、
子
ど
も

た
ち
の
家
庭
で
の
学
習
や
ネ
ッ
ト
な
ど
の

使
用
状
況
の
把
握
は
。

●
答
弁　

①
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
の
長
時
間

利
用
が
児
童
・
生
徒
に
与
え
る
影
響
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
に

つ
い
て
は
30
分
に
一
度
画
面
か
ら
目
を
離
す

指
導
や
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
カ
ッ
ト
フ
ィ
ル
ム

の
使
用
な
ど
配
慮
し
て
い
る
。
②
家
庭
で

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い
て

は
把
握
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
家
庭
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
利
用
よ
り

も
、
ス
マ
ホ
で
の
S
N
S
や
動
画
視
聴
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

●
要
望　

全
米
最
大
の
学
区
で
あ
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
、
低
年
齢
の
子
ど
も
に

つ
い
て
は
、
中
学
生
以
下
の
児
童
・
生
徒

を
対
象
に
市
内
の
公
立
学
校
で
生
成
A
I

の
利
用
を
原
則
禁
止
、
端
末
の
利
用
時
間

も
学
年
に
応
じ
て
制
限
し
、
今
後
1
年
を

か
け
て
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
を
検
証

す
る
と
し
て
い
る
。
市
と
し
て
、
今
後
も

I
C
T
教
育
を
進
め
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、

児
童
・
生
徒
や
先
生
、
保
護
者
な
ど
現
場

の
声
を
聞
き
、
家
庭
で
の
実
態
も
し
っ
か
り

と
把
握
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
視
力

や
健
康
面
、
集
中
力
や
姿
勢
の
問
題
、
脳
の

発
達
へ
の
影
響
、
教
育
的
に
本
当
に
効
果

が
あ
る
の
か
、
き
ち
ん
と
検
証
す
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

《
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
子
ど
も
の
状
況
や
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
ど
の
よ
う
な
保
育
が
さ
れ
て
い
る

か
。
②
短
時
間
か
つ
短
期
間
で
の
利
用
で
施
設

や
保
育
士
に
慣
れ
な
い
子
へ
の
対
応
は
。

●
答
弁　

①
通
常
の
保
育
と
の
違
い
に
十
分

留
意
し
、
生
活
リ
ズ
ム
を
大
切
に
し
な
が
ら

個
々
の
状
況
に
合
わ
せ
た
保
育
を
基
本
と

し
、
保
育
園
で
の
保
育
経
験
が
豊
富
な
職
員

を
中
心
に
保
育
を
提
供
し
て
い
る
。
②
初
回

利
用
前
の
面
談
の
中
で
子
ど
も
の
情
報
共
有

を
丁
寧
に
行
う
と
と
も
に
、
初
回
利
用
は

2
時
間
ま
で
と
し
、
徐
々
に
利
用
時
間
を

延
ば
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

子
ど
も
に
と
っ
て
、
よ
り
安
心
で
き
る
環
境

と
な
る
よ
う
、
保
護
者
に
定
期
的
に
繰
り

返
し
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
推
奨
。
さ
ら
に
、

不
安
を
感
じ
て
い
る
子
ど
も
の
保
育
に
当
た

っ
て
は
、
特
に
じ
っ
く
り
関
わ
り
、
安
心
感

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

●
要
望　
保
護
者
に
と
っ
て
は
育
児
の
助
け

と
な
り
、
育
児
へ
の
不
安
の
あ
る
親
子
の

支
援
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

短
時
間
、
短
期
間
利
用
の
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
十
分

な
発
達
を
保
障
す
る
制
度
と
は
な
っ
て

い
な
い
。
市
と
し
て
も
本
年
4
月
か
ら
実
施

し
始
め
た
と
こ
ろ
で
外
部
評
価
も
ま
だ
さ
れ

て
お
ら
ず
、
子
ど
も
が
安
心
・
安
全
に
施
設

で
過
ご
せ
る
よ
う
環
境
を
整
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
子
ど
も
や
保
護
者
が
よ
り
安
心
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
定
期
的
に
外
部
評
価
を

行
う
と
と
も
に
、
利
用
者
の
声
も
聞
き
な
が

ら
、
国
基
準
以
上
に
体
制
を
強
化
し
、
保
育

環
境
を
整
え
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

阪
倉
禎
明

　
（
自
由
民
主
党
・

　
  

も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

《
新
庁
舎
の
防
災
機
能
・災

害
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

近
年
、
地
震
だ
け
で
な
く
豪
雨

災
害
が
多
発
。
新
庁
舎
を
防
災
拠
点
と
し

て
十
分
に
機
能
さ
せ
る
た
め
の
災
害
対
策

本
部
の
設
置
運
営
、
非
常
用
電
源
や
通
信

機
能
、
職
員
・
応
援
職
員
の
受
入
れ
、

避
難
者
対
応
、
浸
水
・
停
電
・
断
水
の

備
え
等
の
具
体
的
な
防
災
体
制
を
伺
う
。

●
答
弁　

災
害
対
策
本
部
の
運
営
体
制
を

整
え
、
非
常
用
電
源
や
通
信
手
段
の
確
保
、

職
員
の
応
援
体
制
、
迅
速
に
初
動
体
勢
が

整
う
よ
う
に
訓
練
に
取
組
ん
で
い
く
。

●
要
望　

大
規
模
災
害
は
発
災
後
72
時
間

が
重
要
。
想
定
外
の
事
態
を
発
生
さ
せ
る

ブ
ラ
イ
ン
ド
型
の
訓
練
や
現
場
対
応
に

即
応
で
き
る
指
揮
命
令
系
統
や
現
場
対
応

職
員
へ
権
限
委
譲
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ

た
初
動
訓
練
を
要
望
。

《
民
泊
の
受
入
れ
状
況
と

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
》

●
質
問　
令
和
8
年
5
月
30
日
以
降
、
大
阪

市
で
特
区
民
泊
の
新
規
受
付
が
終
了
し
た

が
本
市
で
は
新
規
受
付
が
可
能
で
あ
る
。

本
市
の
現
在
の
施
設
数
、
苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル

の
状
況
は
。
ま
た
市
民
の
生
活
環
境
を
守
る

た
め
、
河
内
長
野
市
の
よ
う
な
独
自
条
例

を
制
定
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

●
答
弁　

新
規
件
数
は
0
件
で
苦
情
・
ト
ラ

ブ
ル
の
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。
現
時
点
で

独
自
条
例
を
制
定
す
る
予
定
は
な
い
。

●
要
望　

市
民
生
活
を
守
る
た
め
に
既
存

の
羽
曳
野
市
環
境
美
化
条
例
の
活
用
、
独
自

条
例
の
制
定
も
検
討
す
る
こ
と
を
要
望
。

《
第
4
こ
ど
も
園
の
交
通
安
全
対
策
と

公
私
連
携
に
つ
い
て
》

●
質
問　
建
設
予
定
の
第
4
こ
ど
も
園
周
辺

は
西
浦
小
学
校
・
峰
塚
中
学
校
の
通
学
路

で
あ
り
、
西
浦
・
羽
曳
が
丘
方
面
か
ら
の

朝
の
通
勤
通
学
の
交
通
量
が
多
い
。
道
幅

が
狭
い
道
路
や
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
が

あ
り
、
今
後
送
迎
時
の
交
通
環
境
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
今
後
、
民
間
事
業

者
と
結
ば
れ
る
公
私
連
携
協
定
に
お
い
て

送
迎
時
の
交
通
安
全
や
交
通
事
故
防
止

対
策
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

●
答
弁　

住
民
の
安
全
確
保
、
地
域
に
根

ざ
し
た
運
営
、
周
辺
道
路
へ
の
影
響
の

緩
和
に
努
め
る
。
引
続
き
地
域
や
事
業
者

と
協
議
を
重
ね
、
地
域
に
根
ざ
し
た
園
と

な
る
よ
う
調
整
を
進
め
て
い
く
。
路
面
標
示

や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
追
加
、
注
意
喚
起

看
板
の
設
置
な
ど
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

●
要
望　
外
環
の
西
浦
北
交
差
点
か
ら
峰
塚

中
学
校
へ
上
が
る
途
中
の
交
差
点
、
峰
塚

中
学
校
の
裏
門
か
ら
坂
を
下
っ
た
交
差
点
、

峰
塚
中
学
校
の
正
門
か
ら
外
環
へ
下
る

S
字
カ
ー
ブ
の
こ
の
3
箇
所
は
危
険
で

あ
る
。
救
急
隊
員
時
代
に
小
学
生
が
自
動
車

と
ぶ
つ
か
り
意
識
不
明
の
重
体
に
な
っ
た

事
故
現
場
も
見
て
き
た
。
子
ど
も
た
ち
や

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
に
開
園
前
の

予
防
対
策
、
開
園
後
の
検
証
や
改
善
を
継
続

し
て
取
組
む
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
控
除
対
象
者
の
申
請
漏
れ
対
策
に
つ
い
て
。
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麻
野
彰
子

　
（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

《
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

石
川
東
側
地
域
へ
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

大
規
模
地
震
等
に
よ
り
道
路
や

橋
梁
が
寸
断
さ
れ
、
石
川
東
側
地
域
へ
の

物
資
輸
送
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
の
想
定
を

問
う
。
ま
た
、
地
域
内
に
必
要
な
物
資
を

配
置
す
る
地
域
分
散
型
の
備
蓄
体
制
、
学
校

施
設
の
耐
震
化
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
使
用
で
き
な
い
場
合
の
通
信

手
段
、
避
難
所
に
お
け
る
女
性
の
安
全
と

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
や
女
性
の
参
画
、

国
の
交
付
金
等
を
活
用
し
た
防
災
力
強
化
に

つ
い
て
問
う
。

●
答
弁　

全
て
の
陸
路
が
使
用
で
き
な
い

場
合
は
、
国
に
要
請
し
、
グ
レ
ー
プ
ヒ
ル

ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
活
用
し
た
空
路
に
よ
る

輸
送
を
考
え
て
い
る
。
備
蓄
は
大
型
防
災

備
蓄
倉
庫
と
指
定
避
難
所
内
の
備
蓄
倉
庫
に

よ
る
体
制
と
し
て
い
る
。
学
校
施
設
は
必
要

な
耐
震
性
能
を
満
た
し
、
通
信
は
防
災
行
政

無
線
や
災
害
用
I
P
無
線
機
を
活
用
す
る
。

避
難
所
で
は
女
性
職
員
の
配
置
や
女
性
用

ス
ペ
ー
ス
等
に
配
慮
し
、
警
察
署
等
と
連
携

し
た
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
。
国
の
交
付

金
を
活
用
し
、
避
難
所
環
境
の
改
善
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

●
要
望　

必
要
な
物
資
を
必
要
な
場
所
に

あ
ら
か
じ
め
配
置
す
る
地
域
分
散
型
の
備
蓄

を
引
き
続
き
検
討
し
、
自
助
・
共
助
・
公
助

を
組
み
合
わ
せ
た
防
災
体
制
の
強
化
を
要
望

す
る
。

《
猛
暑
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る

学
校
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

教
室
や
体
育
館
な
ど
の
室
温
や

W
B
G
T
の
把
握
と
空
調
管
理
、給
水
環
境
、

登
下
校
・
体
育
・
屋
外
活
動
の
暑
さ
対
策
に

つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
豊
中
市
の
「
小
学
校

飲
み
水
栓
設
置
事
業
」
を
例
に
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
サ
ー
バ
ー
等
の
給
水
設
備
に
つ
い
て
、

モ
デ
ル
校
で
の
試
行
も
含
め
具
体
的
に
検
討

で
き
な
い
か
問
う
。

大
坪
正
尚

　（
大
阪
維
新
の
会
）

《
古
市
駅
東
側
広
場
の
喫
煙
所
に
つ
い
て
》

●
質
問　

古
市
駅
東
側
広
場
に
お
け
る

路
上
喫
煙
や
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
、

現
状
を
当
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
。
こ
れ
ま
で
も
喫
煙
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
提
案
、
要
望
し
て
き
た
が
、

古
市
駅
東
側
広
場
の
喫
煙
所
の
設
置
に

つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
。

●
答
弁　

古
市
駅
は
、
本
市
最
大
の
駅
で

あ
り
、
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
の
防
止
及
び

駅
周
辺
の
環
境
美
化
の
た
め
に
必
要
な

設
備
と
し
て
東
広
場
に
お
け
る
喫
煙
所
の

設
置
を
検
討
し
て
い
る
。
健
康
増
進
法
、

大
阪
府
受
動
喫
煙
防
止
条
例
及
び
大
阪
府

子
ど
も
の
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
喫
煙
者
と
非
喫
煙
者
の
双
方
が

快
適
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
環
境
を

早
急
に
確
保
す
る
た
め
、
年
内
の
完
成
に

向
け
、
整
備
に
着
手
す
る
。

●
要
望　

こ
の
目
的
は
喫
煙
所
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
喫
煙
さ
れ
る
方
を

適
切
な
場
所
へ
誘
導
し
、
路
上
喫
煙
や

吸
い
殻
の
ポ
イ
捨
て
を
減
ら
し
駅
前
の

環
境
美
化
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
。
同
時
に
古
市
駅
は
多
く
の

方
が
利
用
す
る
の
で
、
駅
利
用
者
の
動
線

や
周
辺
へ
の
煙
の
影
響
を
十
分
に
配
慮
し
、

喫
煙
す
る
方
、
し
な
い
方
双
方
に
と
っ
て

利
用
し
や
す
い
駅
前
環
境
の
整
備
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
要
望
す
る
。

《
探
究
学
習
S
T
E
A
M
教
育
に
つ
い
て
》

●
質
問　
S
T
E
A
M
教
育
と
は
、
科
学
、

技
術
、
工
学
、
芸
術
、
教
養
、
数
学
な
ど

を
個
別
に
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
実
社
会

の
課
題
に
対
し
て
、
学
ん
だ
知
識
や
考
え

方
を
組
み
合
わ
せ
て
教
科
横
断
的
に
課
題

発
見
、
解
決
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う

学
び
。
こ
こ
数
年
で
生
成
A
I
を
は
じ
め

と
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
急
速
に
進
歩
し
、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く

変
化
し
て
い
る
。
人
知
を
超
え
る
ス
ピ
ー
ド

で
A
I
が
進
化
し
て
い
く
時
代
だ
か
ら
こ
そ

自
ら
問
い
を
立
て
て
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

答
え
を
探
し
て
い
く
力
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
。
探
究
学
習
や
S
T
E
A
M
教
育
に

つ
な
が
る
学
び
を
ど
の
よ
う
に
実
践
し
て

き
た
の
か
。

●
答
弁　

こ
れ
ま
で
も
各
学
校
に
お
い
て

地
元
の
ブ
ド
ウ
、
ワ
イ
ン
産
業
や
世
界
遺
産

が
あ
る
古
墳
群
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

活
用
し
、
教
科
の
枠
を
超
え
、
社
会
の
課
題

を
自
ら
解
決
す
る
探
究
学
習
、
い
わ
ゆ
る

S
T
E
A
M
教
育
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

地
域
で
働
く
様
々
な
職
種
の
方
々
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
自
分

で
調
べ
、
発
表
ス
ラ
イ
ド
を
作
り
、
発
表

す
る
と
い
う
一
連
の
探
究
サ
イ
ク
ル
が
日
常

の
学
び
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

●
質
問　
企
業
や
大
学
な
ど
の
地
域
と
学
校

を
市
が
つ
な
ぎ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
知
識
や

技
術
、
人
材
、
実
社
会
で
の
課
題
を
学
校

教
育
で
活
用
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

構
築
し
、
市
全
体
と
し
て
継
続
的
に
探
究
・

S
T
E
A
M
教
育
を
展
開
す
る
羽
曳
野
版

S
T
E
A
M
教
育
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て

は
ど
う
か
と
考
え
る
が
、
教
育
委
員
会
の

見
解
は
。

●
答
弁　

学
校
の
中
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず

専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
持
つ
企
業
や

大
学
、
地
域
社
会
と
学
校
の
授
業
を
結
び
つ

け
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

産
業
界
、
地
域
、
行
政
、
大
学
が
一
体
と

な
っ
た
羽
曳
野
S
T
E
A
M
教
育
の
仕
組
み

づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
部
活
動
地
域
展
開
に
つ
い
て
。

●
宿
泊
施
設
の
確
保
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

各
学
校
で
W
B
G
T
測
定
器
を

活
用
し
、
活
動
場
所
の
変
更
や
内
容
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
中
学
校
等
に
は

自
動
販
売
機
を
設
置
し
、
小
学
校
で
は

職
員
室
や
保
健
室
で
水
分
補
給
に
対
応
し

て
い
る
。
W
B
G
T
31
度
以
上
で
は
運
動

の
中
止
や
屋
外
活
動
を
制
限
し
て
い
る
。

他
市
の
給
水
設
備
の
導
入
事
例
等
も
参
考

に
す
る
。

●
要
望　

他
自
治
体
の
事
例
を
調
査
し
、

課
題
整
理
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
本
市
で

実
現
で
き
る
方
法
を
具
体
的
に
検
討
し
、

学
校
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
・
猛
暑
対
策

の
充
実
を
要
望
す
る
。

《
資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
対
策
の

強
化
に
つ
い
て
》

●
質
問　

資
源
物
の
回
収
量
及
び
売
却

収
入
へ
の
影
響
、
現
在
の
対
策
の
実
効
性

と
課
題
、
情
報
の
蓄
積
・
分
析
、
警
察
等

と
の
連
携
に
つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
他

自
治
体
の
持
ち
去
り
禁
止
条
例
や
防
止
策
、

そ
の
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

●
答
弁　

他
自
治
体
で
は
、
条
例
で
資
源

ご
み
の
所
有
権
を
自
治
体
に
帰
属
さ
せ
、

指
定
業
者
以
外
の
回
収
を
禁
止
す
る
ほ
か
、

持
ち
去
り
禁
止
シ
ー
ル
等
を
活
用
す
る

事
例
が
あ
る
。
本
市
も
法
的
規
制
の
必
要

性
や
、
市
民
が
自
主
的
に
対
策
で
き
る

環
境
整
備
な
ど
を
検
討
す
る
。

●
質
問　

市
民
が
適
正
に
排
出
し
た
資
源

物
を
守
る
た
め
、
他
自
治
体
の
事
例
も

踏
ま
え
、
資
源
物
の
持
ち
去
り
を
明
確
に

禁
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
検
討
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
市
長
に

問
う
。

●
市
長
答
弁　

他
市
の
取
り
組
み
状
況
も

検
証
し
、
本
市
の
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、

持
ち
去
り
禁
止
条
例
の
制
定
に
向
け
て

検
討
す
る
。

●
要
望　

条
例
制
定
の
検
討
と
併
せ
、

シ
ー
ル
や
意
思
表
示
用
紙
、
実
態
把
握
、

警
察
と
の
連
携
な
ど
、
本
市
に
合
っ
た

実
効
性
の
あ
る
対
策
を
進
め
る
よ
う
要
望

す
る
。

7
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ま
り
や
ま
百
合
子

　
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
新
庁
舎
建
設
で
の
補
助
金
制
度
を
活
用
し
た

E
V
充
電
設
備
導
入
に
つ
い
て
》

●
質
問　

世
界
的
な
脱
炭
素
化
の
動
き
を

受
け
本
市
も
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を

目
指
す
施
策
が
必
要
。
ま
た
大
規
模
災
害

へ
の
対
応
と
し
て
新
庁
舎
に
は
防
災
力

強
化
が
必
須
。
新
庁
舎
へ
の
充
電
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
た
め
に
経
済
産
業
省
の
C
E
V
補
助

金
を
活
用
、
導
入
を
検
討
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

●
答
弁　

E
V
充
電
設
備
の
導
入
に
つ
い
て
、

将
来
的
に
設
備
を
追
加
導
入
で
き
る
よ
う
、

電
力
容
量
の
検
討
や
配
管
ル
ー
ト
の
確
保

な
ど
、拡
張
性
を
持
た
せ
た
準
備
を
進
め
る
。

●
要
望　

新
庁
舎
に
備
え
る
非
常
用
電
源

や
E
V
設
備
が
災
害
時
に
真
価
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、
緊
急
時
の
対
処
等
の
計
画
を

綿
密
に
行
い
、
日
頃
か
ら
の
運
用
訓
練
を

定
期
的
に
実
施
し
、
万
全
の
体
制
を
整
え
る

こ
と
を
要
望
。
新
庁
舎
が
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
り
抜
く
防
災
庁
舎
と
し
て
機
能

す
る
よ
う
、
多
角
的
な
視
点
で
検
討
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

《
市
民
の
利
便
性
向
上
と

　

 

D
X
推
進
に
向
け
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
》

●
質
問　

本
市
の
4
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
及
び
古
市
集
会
所
は
、
学
習
、

交
流
の
拠
点
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て

い
る
。
現
状
の
利
用
予
約
方
法
は
、
予
約

受
付
日
に
直
接
現
地
へ
足
を
運
び
、
書
面

な
ど
で
申
し
込
む
と
い
う
運
用
が
主
体
。

仕
事
や
家
事
で
忙
し
い
人
に
は
、
予
約
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
自
治
体
D
X
が
推
進

さ
れ
て
い
る
昨
今
、
24
時
間
3
6
5
日
、

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
空
き
状
況
照
会

や
利
用
予
約
が
で
き
る
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

の
導
入
検
討
を
行
っ
て
い
る
の
か
問
う
。

●
答
弁　

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
課
題
等
の

状
況
を
基
に
、
よ
り
使
い
や
す
く
、
ま
た

施
設
管
理
上
も
円
滑
に
利
用
で
き
る
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
、
複
数
の
事
業
者
と
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

●
質
問　
L
I
C
は
び
き
の
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

●
答
弁　

経
費
、既
存
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
、

指
定
管
理
者
と
の
役
割
分
担
、
利
便
性
や

操
作
性
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
各
施
設
の

予
約
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
や
D
X
の
推
進
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
つ
い
て
、
市
長

部
局
と
も
連
携
し
、
検
討
。

●
要
望　

市
内
全
体
の
公
共
施
設
に
お
い

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、

整
備
を
推
進
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
。

シ
ス
テ
ム
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
利
用
者
に
も
寄
り
添
っ
た
十
分
な
経
過

措
置
と
配
慮
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

要
望
。

《
小
学
校
・
中
学
校
・
義
務
教
育
学
校

　
　

 

に
お
け
る
S
S
T
導
入
の
現
状
と

効
果
に
つ
い
て
》

●
質
問　
児
童
・
生
徒
が
良
好
な
人
間
関
係

を
構
築
し
、
自
己
肯
定
感
や
社
会
性
を
育
む

上
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の

育
成
は
極
め
て
重
要
。
適
切
に
自
分
の
思
い

を
伝
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
S
S
T
が
本
市

の
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
に

お
い
て
、
現
在
、
S
S
T
が
ど
の
程
度
導
入

さ
れ
て
い
る
の
か
問
う
。

●
答
弁　

支
援
学
級
に
お
い
て
は
、
全
校
で

実
施
。
ま
た
、
通
常
の
学
級
に
つ
い
て
も
、

S
S
T
等
の
指
導
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

場
合
、
通
級
指
導
教
室
に
お
い
て
個
別
や

小
集
団
で
の
指
導
を
実
施
。

●
要
望　

各
学
校
の
現
場
で
蓄
積
さ
れ
た

実
践
例
や
ス
キ
ル
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
員
研
修

や
各
種
部
会
と
い
っ
た
場
で
も
し
っ
か
り
と

共
有
、
集
積
し
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
。

花
川
雅
昭

　
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

《
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
に
つ
い
て
》

●
質
問　

公
立
小
学
校
・
中
学
校
の
適
正

規
模
・
適
正
配
置
等
に
関
す
る
手
引
の

改
訂
に
伴
い
、
当
市
が
今
ま
で
調
査
研
究

し
て
き
た
内
容
と
の
整
合
性
や
差
異
に

つ
い
て
。

●
答
弁　

本
市
の
適
正
化
の
方
向
性
が

間
違
え
て
い
な
い
こ
と
を
自
負
す
る
。
改
訂

点
に
つ
い
て
は
基
本
方
針
や
基
本
計
画
で

反
映
し
、
市
域
全
体
の
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
念
頭
に
置
き
、
市
長
部
局
と
連
携

し
、
適
正
化
を
丁
寧
に
進
め
て
い
く
。

●
要
望　
早
期
に
強
力
な
連
携
組
織
を
構
築

し
、
明
確
な
事
業
推
進
を
お
願
い
す
る
。

《
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
》

●
質
問　

道
路
後
退
部
分
の
道
路
空
間
で

あ
る
、
私
有
地
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

道
路
後
退
部
分
（
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
）

の
税
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
か
ら

の
申
請
を
基
に
減
額
補
正
を
行
っ
て
い
る
。

●
質
問　
道
路
空
間
で
あ
る
道
路
後
退
部
分

を
ど
の
よ
う
に
機
能
的
評
価
し
て
い
る

の
か
。

●
答
弁　

後
退
部
分
に
建
築
物
な
ど
を
設
置

し
た
場
合
は
違
反
と
し
て
厳
し
く
是
正

指
導
を
行
い
、
通
行
上
支
障
の
あ
る
物
を

設
置
し
た
場
合
は
所
有
者
に
対
し
て
拡
幅

の
趣
旨
を
説
明
し
、
粘
り
強
く
対
応
し
て

い
く
。

●
要
望　

1
か
所
で
も
機
能
し
て
な
け
れ

ば
、
路
線
全
体
の
避
難
経
路
や
緊
急
車
両

の
通
行
が
遮
断
さ
れ
る
。
今
後
、
税
の
評
価

の
見
直
し
や
非
課
税
処
分
の
取
消
し
な
ど

の
可
能
性
に
踏
込
ん
だ
注
意
喚
起
を
お
願
い

す
る
。

《
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
と

必
要
性
に
つ
い
て
》

●
質
問　

本
市
に
お
け
る
認
知
症
の
方
の

現
状
と
支
援
体
制
の
課
題
、
そ
し
て
当
市

の
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
や

福
祉
教
育
に
お
い
て
、
認
知
症
に
つ
い
て

の
正
し
い
理
解
や
高
齢
者
支
援
に
関
す
る

学
び
の
機
会
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て

い
る
の
か
。

●
答
弁　

本
市
の
要
介
護
認
定
者
の
約
半
数

の
4,
6
8
2
人
が
認
知
症
と
診
断
さ
れ
、

軽
度
認
知
障
害
者
を
含
め
る
と
も
っ
と

多
く
な
る
。
支
援
体
制
の
課
題
は
認
知
症

が
、
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
等
の
理
由
で
、

支
援
に
つ
な
が
り
に
く
い
た
め
、
本
市
で

は
認
知
症
カ
フ
ェ
等
を
実
施
、
必
要
な
方

の
支
援
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

な
ど
、
認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め

の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
小

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
に
認
知
症

キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
加
え
、

高
齢
者
の
特
徴
や
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解

な
ど
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
な
の
か

を
学
べ
る
機
会
を
作
っ
て
い
る
。

●
質
問　
認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
一
時
の
学
び
の
講
座
で
は
な
く
、

小
学
校
教
育
で
継
続
的
に
反
映
で
き
な
い

の
か
。

●
答
弁　

教
育
課
程
の
編
成
は
、
各
学
校

が
地
域
や
児
童
の
実
態
に
応
じ
て
主
体
的

に
行
う
。
こ
う
し
た
学
び
が
児
童
の
発
達

段
階
に
応
じ
て
継
続
的
、
効
果
的
に
展
開

さ
れ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、適
切
な
指
導
、

助
言
に
努
め
て
い
く
。

●
要
望　
認
知
症
の
方
が
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
に
は
、
早
期
の
気
づ
き
が
支
援
に

つ
な
が
る
、
地
域
で
の
見
守
り
体
制
や

相
談
し
や
す
い
窓
口
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た

高
齢
者
支
援
に
関
す
る
学
び
が
、
教
育
課
程

の
編
成
に
お
い
て
継
続
的
な
位
置
づ
け
が

さ
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

《
そ
の
他
の
質
問
》

●
新
庁
舎
に
お
け
る
耐
震
性
に
つ
い
て
。

●
新
税
で
あ
る
空
家
流
通
促
進
税
（
空
家

税
）
の
在
り
方
に
つ
い
て
。

録画中継

録画中継
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阪
本
菜
津
代

　
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て
》

●
質
問　
乳
が
ん
は
女
性
が
罹
患
す
る
が
ん

の
中
で
最
も
多
く
、
早
期
に
発
見
し
適
切
な

治
療
を
行
う
こ
と
で
、
良
好
な
経
過
が
期
待

で
き
る
疾
患
で
あ
る
。
本
市
の
検
診
受
診
率

は
府
内
上
位
と
認
識
し
て
い
る
が
、
精
密

検
査
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
市
民
へ
の
対
応
、

精
密
検
査
の
追
跡
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の

現
状
を
問
う
。
ま
た
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で

病
変
が
見
つ
か
り
に
く
い
高
濃
度
乳
房
へ
の

個
別
通
知
の
対
応
や
、
受
診
者
の
選
択
肢
を

広
げ
る
た
め
の
超
音
波
検
査
の
オ
プ
シ
ョ
ン

導
入
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

●
答
弁　

要
精
密
検
査
の
方
へ
は
、
対
面
で

の
説
明
を
行
い
、
精
密
検
査
の
受
診
を
勧
奨

し
て
い
る
。
精
密
検
査
の
受
診
状
況
は
本
人

や
医
療
機
関
か
ら
の
連
絡
等
に
よ
り
把
握
に

努
め
、
未
受
診
者
に
は
再
度
の
受
診
を
促
し

て
い
る
。
高
濃
度
乳
房
の
個
別
通
知
は
現
在

行
っ
て
お
ら
ず
、
国
の
検
討
会
の
動
向
を

注
視
す
る
。
超
音
波
検
査
は
死
亡
率
減
少
の

効
果
を
示
す
十
分
な
科
学
的
根
拠
が
得
ら
れ

て
お
ら
ず
、
国
の
指
針
に
基
づ
く
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
を
基
本
と
し
、
現
時
点
で
超
音
波

検
査
を
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
導
入
す
る
考
え

は
な
い
。

●
要
望　
ナ
ッ
ジ
理
論
等
を
活
用
し
た
受
診

勧
奨
を
推
進
し
、
検
診
の
必
要
性
が
自
然
に

届
く
工
夫
を
求
め
る
。
ま
た
、
不
安
を
あ
お

る
こ
と
は
避
け
、
高
濃
度
乳
房
の
特
性
に

関
す
る
正
し
い
周
知
を
進
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
要
望
。
さ
ら
に
、
希
望
者
に
は
、
選
択

制
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
と
し
て
、
超
音
波

（
エ
コ
ー
）
検
査
を
追
加
で
き
る
仕
組
み
の

導
入
な
ど
、
検
診
体
制
の
充
実
に
向
け
た

通
堂
義
弘

　（
公
明
党
）

《
高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援
に
つ
い
て
》

●
質
問　

ご
み
出
し
が
困
難
な
高
齢
者
を

ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
ど
の
よ
う
な
支
援

に
つ
な
げ
て
い
る
の
か
。
制
度
の
は
ざ
ま

に
い
る
高
齢
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
課
題
を
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、関
係
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

●
答
弁　

ご
み
出
し
が
困
難
な
高
齢
者
に

つ
い
て
は
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

や
Ｃ
Ｓ
Ｗ
、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

の
相
談
等
で
把
握
。
要
介
護
状
態
と
な
っ
た

と
き
に
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
、
20
％
強

の
方
が
ご
み
出
し
と
回
答
さ
れ
、
必
要
性

を
感
じ
て
い
る
。
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方
は
、
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
家
事
支
援
の
中

で
行
っ
て
い
る
。
受
け
て
い
な
い
方
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
き
ら
き
ら
シ
ニ
ア
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
に

お
い
て
、
個
別
対
応
に
拡
大
し
た
い
。
ご
み

出
し
も
支
援
内
容
の
一
つ
と
し
て
、
よ
り

効
果
的
な
事
業
を
進
め
て
い
く
。
当
市
に

は
、『
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
雅
び
』
が
あ
り
、

連
携
を
図
っ
て
い
る
。

●
要
望　

制
度
の
は
ざ
ま
に
い
る
方
を

取
り
残
さ
な
い
仕
組
み
づ
く
り
、
モ
デ
ル

事
業
の
実
施
、具
体
的
な
取
組
を
要
望
す
る
。

《
高
齢
者
の
医
療
相
談
と

救
急
医
療
の
連
携
に
つ
い
て
》

●
質
問　
本
市
に
お
い
て
、
救
急
車
を
呼
ぶ

か
ど
う
か
迷
う
よ
う
な
、
高
齢
者
の
相
談

は
、
ど
の
よ
う
な
窓
口
で
対
応
し
て
い
る

の
か
。
夜
間
休
日
に
、
高
齢
者
や
そ
の
家
族

が
医
療
に
つ
い
て
迷
っ
た
際
の
相
談
窓
口

は
、ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

●
答
弁　

か
か
り
つ
け
医
、
担
当
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

訪
問
看
護
師
等
に
相
談
さ
れ
て
い
る
。

休
日
・
夜
間
の
相
談
先
に
つ
い
て
、
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
は
24
時
間
3
6
5
日
利
用
で
き

る
。
高
齢
者
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
、
健
康
だ
よ
り
で
周
知
し
て
い
る
。

●
要
望　
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
♯
7
1
1
9
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
救
急
通
報
シ
ス

テ
ム
、
休
日
急
病
診
療
所
な
ど
の
制
度
や

相
談
窓
口
に
つ
い
て
、
市
民
が
困
っ
た
と
き

に
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
か
が
一
目
で

分
か
る
よ
う
整
理
し
、
周
知
を
要
望
す
る
。

《
浄
化
槽
の
補
助
に
つ
い
て
》

●
質
問　
災
害
時
の
生
活
衛
生
対
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
事
に
な
っ
て

い
る
の
か
。災
害
が
原
因
で
発
生
し
た
清
掃
、

く
み
取
り
費
用
に
つ
い
て
、
現
在
、
市
に

減
免
や
補
助
の
仕
組
み
が
あ
る
の
か
伺
う
。

●
答
弁　

市
と
し
て
補
助
制
度
は
無
く
、
災
害

時
の
浄
化
槽
の
く
み
取
り
等
に
つ
い
て
は
、

被
災
し
た
浄
化
槽
の
位
置
、
被
害
状
況
、

衛
生
上
の
緊
急
性
を
把
握
し
、
優
先
順
位
を

つ
け
て
対
応
が
必
要
。汚
水
の
流
出
に
よ
り
、

住
宅
、
道
路
、
避
難
所
、
井
戸
、
河
川
な
ど

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
に
は
、
関
係

部
署
と
情
報
を
共
有
し
、
緊
急
的
な
く
み

取
り
等
の
対
応
も
考
え
ら
れ
る
。

●
要
望　

実
際
に
浄
化
槽
か
ら
汚
物
が
あ

ふ
れ
出
る
と
い
う
被
害
が
生
じ
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
下
水
道
整
備
の
重
要
性
を
強
く

感
じ
る
。
本
来
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て

い
れ
ば
今
回
の
よ
う
な
被
害
は
避
け
ら
れ
た

可
能
性
が
あ
る
。
下
水
道
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
浄
化
槽
を
利
用
さ
れ
て
い
る
市
民

を
災
害
か
ら
守
る
仕
組
み
を
整
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
生
活
衛
生
を
守
る

た
め
の
災
害
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
し
っ

か
り
と
し
た
支
援
体
制
を
整
え
る
事
を
要
望

す
る
。

柔
軟
な
検
討
を
強
く
要
望
。
乳
が
ん
の
診
断

を
受
け
た
自
身
の
実
体
験
か
ら
、
市
民
の

か
け
が
え
の
な
い
健
康
と
貴
い
命
を
守
る

た
め
、
さ
ら
な
る
受
診
率
の
向
上
と
市
民

一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
や
か
な

検
診
体
制
の
充
実
に
向
け
た
取
組
を
強
く

お
願
い
し
た
。

《
介
護
従
事
者
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
》

●
質
問　
埼
玉
県
で
訪
問
先
に
お
い
て
女
性

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
危
害
を
加
え
ら
れ
死
亡

す
る
事
件
が
発
生
し
た
。
厚
生
労
働
省
か
ら

安
全
確
保
の
徹
底
通
知
が
発
出
さ
れ
た
が
、

在
宅
介
護
従
事
者
の
複
数
名
訪
問
支
援
事
業

の
周
知
状
況
や
相
談
体
制
、
支
援
困
難

ケ
ー
ス
に
お
け
る
不
安
解
消
に
向
け
た

本
市
の
取
組
を
問
う
。 

●
答
弁　

大
阪
府
の
複
数
名
訪
問
支
援
事
業

を
市
内
事
業
所
に
周
知
し
て
い
る
。
相
談

に
対
し
て
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

の
同
行
訪
問
や
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た

地
域
ケ
ア
会
議
の
開
催
等
に
よ
り
不
安
軽
減

を
図
っ
て
い
る
。

●
要
望　
利
用
者
や
家
族
の
介
護
ス
ト
レ
ス

や
孤
立
を
防
ぎ
、
相
談
窓
口
を
機
能
さ
せ

る
こ
と
は
、
最
大
の
予
防
策
と
な
る
た
め
、

思
い
を
早
期
に
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
要
望
。
ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
が
深
刻

化
、
暴
力
化
す
る
前
の
小
さ
な
違
和
感
か
ら

相
談
で
き
る
体
制
の
強
化
や
、
警
察
等
と

連
携
し
た
緊
急
介
入
体
制
の
構
築
を
要
望
。

さ
ら
に
、
通
い
、
訪
問
、
泊
ま
り
の
機
能

を
一
体
的
に
提
供
し
て
い
る
「
小
規
模
多

機
能
」「
看
護
小
規
模
多
機
能
」
の
事
業
所

へ
も
安
全
確
保
支
援
策
の
対
象
拡
大
に

向
け
て
、
大
阪
府
へ
も
声
を
届
け
る
こ
と

を
要
望
。
利
用
者
が
安
心
し
て
声
を
届
け

ら
れ
る
場
と
、
事
業
者
が
安
心
し
て
相
談

で
き
る
仕
組
み
の
両
輪
を
強
化
し
た
よ
り

一
層
の
取
り
組
み
を
要
望
。

録画中継

録画中継
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清
水
ひ
で
た
だ

　
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
窓
口
D
X
推
進
と

新
庁
舎
で
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
》

●
質
問　
誰
で
も
迅
速
・
簡
便
・
ス
マ
ー
ト

に
手
続
で
き
る
環
境
の
構
築
は
最
重
要
課
題

だ
。
現
在
の
窓
口
D
X
の
進
捗
状
況
と
今
後

の
推
進
計
画
は
。
ま
た
、
新
庁
舎
開
庁
を

見
据
え
た
ス
マ
ー
ト
窓
口
構
築
に
向
け
た

ビ
ジ
ョ
ン
や
検
討
状
況
は
。

●
答
弁　

市
民
の
利
便
性
向
上
と
業
務

効
率
化
に
向
け
、
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

や
窓
口
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
て

い
る
。
昨
年
度
の
体
験
調
査
で
把
握
し
た

課
題
も
踏
ま
え
、
業
務
の
流
れ
を
見
直
し

な
が
ら
「
書
か
な
い
、
待
た
な
い
、
行
か

な
い
窓
口
」
の
実
現
に
取
り
組
む
。
新
庁
舎

整
備
を
契
機
と
し
、
手
続
が
円
滑
に
行
え
、

丁
寧
な
対
応
が
で
き
る
窓
口
を
目
指
し
検
討

を
進
め
る
。

●
質
問　

デ
ジ
タ
ル
格
差
対
策
、
お
よ
び

現
庁
舎
で
の
先
行
導
入
に
つ
い
て
見
解
は
。

●
答
弁　

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
が
難
し
い
方

へ
は
対
面
支
援
を
行
う
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル

化
と
対
面
サ
ポ
ー
ト
を
両
立
さ
せ
て
い
く
。

ま
た
現
庁
舎
に
お
い
て
実
施
可
能
な
取
組

か
ら
進
め
、
費
用
対
効
果
も
加
味
し
段
階

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
得
ら
れ
た
知
見

を
新
庁
舎
に
生
か
し
て
い
く
。

●
要
望　
知
見
を
着
実
に
蓄
積
し
、
新
庁
舎

整
備
計
画
や
予
算
へ
の
反
映
を
要
望
す
る
。

《
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

推
進
に
つ
い
て
》

●
質
問　

市
内
の
子
ど
も
食
堂
等
の
登
録

状
況
や
支
援
内
容
と
、
今
年
度
立
ち
上
が

っ
た
民
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
評
価

お
よ
び
連
携
支
援
に
つ
い
て
尋
ね
る
。ま
た
、

空
家
バ
ン
ク
制
度
を
活
用
し
た
活
動
拠
点

の
確
保
に
つ
い
て
見
解
は
。

●
答
弁　

令
和
8
年
度
は
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
に
取
り
組
む
11
団
体
に
補
助
を

行
っ
て
い
る
。
民
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
活
動

者
同
士
の
横
の
繋
が
り
を
築
く
有
効
な
取
組

で
あ
り
、
情
報
交
換
等
の
連
携
を
図
っ
て

い
く
。
空
家
バ
ン
ク
制
度
に
関
し
て
も
情
報

を
幅
広
く
提
供
し
マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
し
て

お
り
、
一
つ
の
手
法
と
捉
え
て
い
る
。

●
質
問　

新
規
開
設
を
希
望
す
る
市
民
が

相
談
に
来
た
際
、助
成
金
案
内
だ
け
で
な
く
、

民
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
社
協
等
の
実
践
者
へ

繋
ぐ
仕
組
作
り
に
つ
い
て
見
解
を
尋
ね
る
。

●
答
弁　

新
規
相
談
時
に
は
事
業
計
画
等
を

聞
き
取
り
、
補
助
金
説
明
や
既
存
団
体
・

社
協
へ
の
繋
ぎ
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も

多
様
な
団
体
と
連
携
し
、
安
心
し
て
活
動
を

始
め
ら
れ
る
環
境
作
り
に
取
り
組
む
。

●
要
望　

行
政
と
民
間
と
の
適
切
な
役
割

分
担
と
協
働
を
進
め
、
現
場
に
寄
り
添
う

施
策
展
開
を
要
望
す
る
。

《
歴
史
資
産
の
保
存
と
情
報
発
信
》

●
質
問　
貴
重
な
歴
史
的
建
造
物
等
の
管
理

状
況
と
、
所
有
者
や
保
存
会
に
対
す
る
市
の

側
面
的
支
援
の
状
況
は
。

●
答
弁　

重
要
文
化
財
は
所
有
者
管
理
が

基
本
だ
が
、
修
繕
時
に
は
市
が
国
・
府
と
の

協
議
や
補
助
金
申
請
の
窓
口
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
公
開
ル
ー
ル
の
調
整
や
市

独
自
の
財
政
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

国
・
府
へ
財
政
的
支
援
等
の
要
望
を
行
っ
て

い
る
。

●
質
問　
魅
力
や
公
開
情
報
の
発
信
強
化
、

お
よ
び
郷
土
学
習
へ
の
取
組
に
つ
い
て
見
解

を
尋
ね
る
。

●
答
弁　

公
式
S
N
S
を
駆
使
し
魅
力
を

発
信
。
教
育
面
で
は
副
読
本
活
用
や
出
張

授
業
、
図
書
館
と
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
等
に

よ
り
郷
土
愛
の
涵
養
に
努
め
て
い
る
。

●
要
望　
所
有
者
の
生
活
環
境
を
守
り
つ
つ

価
値
を
伝
え
る
姿
勢
に
賛
同
す
る
と
と
も

に
、
維
持
管
理
負
担
軽
減
の
た
め
府
補
助
金

の
復
活
を
議
員
サ
イ
ド
か
ら
も
強
く
要
望

す
る
。

沼
元
さ
え
か

　
（
大
阪
維
新
の
会
）

《
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
》

●
質
問　
S
N
S
等
の
普
及
に
よ
り
『
本
市

の
財
政
は
危
険
水
域
』
と
、
市
民
の
過
度

な
不
安
を
あ
お
り
か
ね
な
い
根
拠
が
曖
昧

な
発
信
が
あ
る
。
地
方
財
政
法
や
財
政

健
全
化
法
に
お
け
る
『
危
険
水
域
』
は
、

国
が
定
め
る
早
期
健
全
化
基
準
な
ど
を

指
し
、
正
し
い
財
政
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
。
本
市
に
お
け
る
各
種

財
政
指
標
及
び
基
金
の
現
状
、
今
後
の
新

庁
舎
整
備
に
伴
う
財
政
負
担
の
平
準
化
と

地
方
債
充
当
の
見
通
し
を
問
う
。

●
答
弁　

令
和
7
年
度
末
の
市
の
基
金

残
高
は
、
財
政
調
整
基
金
が
約
44
億
円
、

公
共
施
設
整
備
基
金
が
約
23
億
円
。
財
政

調
整
基
金
は
、
一
般
的
に
標
準
財
政
規
模
の

10
％
～
20
％
が
適
正
と
さ
れ
、
本
市
は
約

17
％
と
な
り
、
一
定
の
水
準
を
維
持
。
公
共

施
設
整
備
基
金
は
、
庁
舎
整
備
等
の
た
め

に
積
立
て
て
い
る
基
金
で
あ
り
、
緊
急
対
応

分
の
一
定
額
を
残
し
、
庁
舎
整
備
の
期
間

中
に
、
順
次
、
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
る

予
定
。
地
方
債
残
高
や
そ
の
返
済
負
担
、

財
政
の
健
全
度
を
測
る
指
標
は
、
実
質
公
債

費
比
率
が
3.
5
％
、
将
来
負
担
比
率
が

2.
3
％
。
そ
れ
ぞ
れ
早
期
健
全
化
基
準
の

数
値
で
あ
る
25
％
、
3
5
0
％
を
大
き
く

下
回
っ
て
お
り
、
健
全
度
が
高
い
状
況
で

あ
る
。
庁
舎
整
備
は
、
財
政
負
担
を
平
準

化
し
、
世
代
間
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

償
還
期
間
30
年
を
上
限
と
し
た
地
方
債
の

借
入
れ
を
検
討
し
て
い
る
が
、
後
年
度
に

元
利
償
還
金
に
対
す
る
交
付
税
措
置
率
が

70
％
の
有
利
な
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債

を
活
用
す
る
計
画
で
あ
る
。
庁
舎
建
て
替
え

の
財
源
確
保
の
必
要
性
か
ら
、
大
阪
府
と

真
摯
に
協
議
を
重
ね
、
承
認
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
加
え
て
、
起
債
の
適
用
範
囲
の

最
大
限
を
認
め
て
も
ら
う
よ
う
に
、
引
き

続
き
市
を
挙
げ
大
阪
府
と
協
議
し
て
い
る
。

仮
に
、
本
市
の
要
請
が
か
な
っ
た
場
合
、

総
事
業
費
1
4
5.
8
億
円
に
対
し
て
約

70
億
円
が
交
付
税
と
し
て
後
年
度
に
措
置

さ
れ
る
計
算
に
な
る
。

●
質
問　
『
危
険
水
域
』
と
い
う
事
実
は

な
く
、
市
民
を
惑
わ
す
不
適
切
な
も
の
で

あ
る
。
深
刻
な
物
価
高
騰
や
資
材
、
人
件

費
の
上
昇
は
、
地
方
自
治
体
の
努
力
だ
け

で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
不
可
抗
力
と
も

考
え
ら
れ
る
。
極
め
て
厳
し
い
経
済
情
勢

の
中
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
国
と

府
と
折
衝
を
重
ね
、
実
質
負
担
を
半
分
に

抑
え
る
事
業
ス
キ
ー
ム
を
ま
と
め
上
げ
た

職
員
の
努
力
を
評
価
す
る
。
そ
こ
で
新
庁
舎

建
設
に
向
け
た
市
長
と
し
て
の
不
退
転
の

決
意
を
問
う
。

●
市
長　

市
役
所
本
庁
舎
が
震
度
6
強
で

倒
壊
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
市
民
、
職
員
の

命
を
守
る
為
、
第
一
優
先
に
取
り
組
む
べ
き

施
策
の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
建
築
資
材

の
高
騰
、
人
件
費
や
金
利
上
昇
等
、
庁
舎

整
備
の
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
り
、
厳
し
い
状
況

下
に
あ
る
。
私
、
副
市
長
も
、
大
阪
府
へ

庁
舎
建
設
の
財
源
措
置
の
要
望
を
行
う
等
、

市
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
を
用
い
た
新
た
な

ス
キ
ー
ム
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

実
現
に
向
け
取
組
を
進
め
て
く
れ
た
優
秀

な
職
員
、
協
力
を
い
た
だ
い
た
大
阪
府
の

職
員
を
は
じ
め
、
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
た
い
。
財
政
面
も
含
め
持
続
可
能

な
市
政
運
営
に
つ
い
て
、
不
退
転
の
決
意

で
取
組
を
進
め
て
い
く
。

●
要
望　
市
が
健
全
な
財
政
運
営
を
行
っ
て

も
、
S
N
S
等
で
断
片
的
な
情
報
や
誇
張

さ
れ
た
表
現
が
独
り
歩
き
す
れ
ば
、
市
民

は
不
安
に
な
る
。
専
門
用
語
を
使
わ
ず
、

誰
も
が
一
目
で
理
解
で
き
る
情
報
発
信
を

強
く
要
望
。

録画中継

録画中継
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《
大
雨
豪
雨
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
豪
雨
や
大
雨
に
よ
り
ど
の
様

な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
の
か
。
②
局
地

的
、
記
録
的
な
豪
雨
に
対
し
て
の
対
策
は
。

③
避
難
情
報
を
ど
の
様
に
発
信
し
て
い
る

の
か
。

●
答
弁　

①
高
鷲
、
南
古
市
地
区
で
道
路

が
冠
水
、
床
下
浸
水
。
②
高
鷲
地
区
の
水
路

改
修
、
南
古
市
地
区
の
雨
水
貯
留
槽
の

設
置
。
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
職
員

に
よ
り
主
要
な
水
路
、
た
め
池
の
点
検
や

清
掃
を
行
な
っ
て
い
る
、
線
状
降
水
帯
を

伴
う
豪
雨
は
、
下
水
道
事
業
だ
け
で
は
時
間

と
費
用
を
要
し
対
応
で
き
な
い
。
早
め
避
難

な
ど
、
命
を
守
る
行
動
、
市
民
の
安
全

確
保
に
努
め
る
。
③
本
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

L
I
N
E
、
S
N
S
、
防
災
行
政
無
線
、

大
阪
防
災
ア
プ
リ
に
お
け
る
情
報
掲
載

大
阪
府
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
経
由
し
て
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
行
っ
て
い
る
。

●
質
問　

①
南
古
市
の
近
鉄
高
架
下
が

一
定
の
水
位
に
達
し
た
場
合
や
豪
雨
が

予
想
さ
れ
る
前
に
自
動
的
に
通
行
止
め
を

表
示
す
る
標
識
や
車
両
の
進
入
を
防
ぐ
遮
断

機
等
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。
②
府
営

古
市
住
宅
跡
地
を
貯
水
施
設
や
雨
水
貯
留

施
設
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。
市
民
の
安
全
を
守
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
大
阪
府
に
対
し
て
要
望
・
協
議
を

行
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

●
答
弁　

①
標
識
や
水
位
セ
ン
サ
ー
の
電
気

施
設
な
ど
設
置
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と
な
り
、

現
状
で
は
難
し
い
。
②
民
間
に
売
却
予
定
。

本
市
か
ら
雨
水
流
出
抑
制
対
策
を
売
却
条
件

に
追
加
、
明
記
し
て
い
た
だ
く
よ
う
協
議
を

行
な
っ
て
い
る
。

●
意
見
要
望　
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

に
は
、
被
害
が
起
き
て
対
応
す
る
の
で
は

な
く
先
手
を
打
つ
事
が
重
要
、
市
民
の
命
を

守
る
為
の
防
災
対
策
に
難
し
い
か
ら
で
き

な
い
で
は
な
く
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
の
か
と

い
う
視
点
で
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

《
不
登
校
児
童
に
つ
い
て
》

●
質
問　
①
最
近
の
推
移
や
学
年
別
の
状
況

は
。
②
主
な
原
因
は
一
人
一
人
の
状
況
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。
③
ど
の
様
な
対
応

支
援
を
行
っ
て
い
る
か
、
今
後
の
対
策
は
。

●
答
弁　

①
上
昇
傾
向
が
鈍
化
し
て
い
る
、

環
境
の
変
化
の
大
き
い
中
学
1
年
生
が
多
い
。

②
複
合
的
要
因
に
よ
る
も
の
が
多
い
と
考
え

る
、
一
人
一
人
の
状
況
は
欠
席
状
況
調
査
を

基
に
把
握
。
③
ひ
ま
わ
り
、
ア
サ
ガ
オ
教
室

な
ど
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
、
魅
力
あ
る

学
校
、
集
団
、
仲
間
作
り
の
取
り
組
み
を

進
め
、組
織
的
な
早
期
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

●
質
問　
担
任
や
副
担
任
は
具
体
的
に
ど
の

様
な
対
応
を
さ
れ
ど
の
様
な
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
る
の
か
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
か
ら

声
を
か
け
た
り
手
紙
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け

た
り
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
は
。

●
答
弁　

電
話
、
家
庭
訪
問
、
連
絡
ツ
ー
ル

等
を
使
用
し
家
庭
と
密
に
連
絡
、
連
携
し

本
人
、
家
庭
の
思
い
に
寄
り
添
い
支
援
し
て

い
る
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
状
況
に
応
じ
い
つ

で
も
登
校
で
き
る
よ
う
自
然
体
で
温
か
い

雰
囲
気
を
保
つ
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

●
要
望　
ひ
ま
わ
り
や
ア
サ
ガ
オ
教
室
等
の

支
援
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
担
任
・
学
校
・

家
庭
・
友
達
、
と
関
係
機
関
が
し
っ
か
り
と

繋
が
り
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

進
め
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
学
校
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
頂
け
る
よ
う
お
願
い
し
、
子

ど
も
達
が
自
分
は
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
ら
れ
る
教
育
環
境
を
作
る
事
を
強
く

お
願
い
す
る
。

行政視察（視察先及び視察内容）

8 月 26 日
【 兵庫県 洲本市 】
再生可能エネルギーを活用したまちづくりについて

◆ 建設企業常任委員会

◇
建
設
企
業
常
任
委
員
会

　

◎
田
中
も
と
か
ず  

○
古
澤　

悟　

　
　

清
水
ひ
で
た
だ  　

阪
本
菜
津
代

　
　

樽󠄀
井
佳
代
子　

  　

石
田　

幸
平

　
議
会
運
営
委
員
会（
◎
委
員
長  

○
副
委
員
長
）

　

◎
百
谷　

孝
浩　

  

○
通
堂　

義
弘

　
　

清
水
ひ
で
た
だ  　
ま
り
や
ま
百
合
子

　
　

阪
倉　

禎
明　

  　

樽󠄀
井
佳
代
子

　
　

笹
井
喜
世
子

録画中継



市議会だより市議会だより

−市議会だより　令和8年（2026年）11月−

が
け
る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
、
認
定
と
す
る
者

4
名
の
、
認
定
と
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
黒
川
実（
自
由
民
主
党・

も
っ
と
羽
曳
野
議
員
団
）

　

建
設
企
業
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受
け
た

3
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
令
和
7
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て
】

【
令
和
7
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計

未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
】

　

給
水
人
口
や
配
水
量
の
減
少
に
よ
り
、
よ
り

一
層
の
財
政
体
制
の
維
持
や
災
害
時
な
ど
に
も
、

安
心
・
安
全
な
水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
の

管
理
運
営
が
必
要
で
あ
る
。
水
道
管
の
老
朽
化

に
よ
る
更
新
工
事
や
耐
震
化
な
ど
継
続
す
る
た
め

の
財
政
面
に
あ
た
り
、
今
後
見
込
ま
れ
る
給
水

収
益
の
減
収
に
対
し
て
、
水
道
料
金
の
改
定
を

含
め
、
国
庫
補
助
金
の
活
用
、
企
業
債
の
発
行

を
適
切
に
行
う
こ
と
で
、
現
在
も
続
く
物
価

高
騰
の
な
か
、
市
民
生
活
へ
の
負
担
に
も
配
慮

し
た
運
営
の
両
立
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
な
ど

の
要
望
も
あ
り
ま
し
た
が
、
財
政
運
営
に
つ
い

て
は
適
切
に
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
問
題
と
な
る

点
も
な
く
、
全
員
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　

利
益
剰
余
金
を
適
切
に
使
用
す
る
こ
と
等
の

要
望
が
あ
っ
た
も
の
の
、
特
に
問
題
と
な
る
点

も
な
く
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
7
年
度
羽
曳
野
市
下
水
道
事
業
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

近
年
増
加
し
て
い
る
地
震
、
大
雨
に
対
す
る

耐
震
や
管
渠
・
下
水
道
管
等
の
点
検
、
改
修
工
事

を
今
後
も
継
続
的
に
行
う
と
と
も
に
、
維
持
管
理

コ
ス
ト
の
縮
減
に
向
け
て
導
入
検
討
を
進
め
て

い
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
P
P
P
を
は
じ
め
と
す
る
官
民

連
携
や
D
X
の
活
用
に
よ
る
業
務
効
率
化
の
推
進

に
期
待
す
る
な
ど
要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
財
政

状
況
は
良
好
で
あ
り
、
全
員
一
致
で
認
定
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

認
定
と
す
る
者
4
名
の
、
認
定
と
す
る
者
多
数

に
よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
7
年
度
羽
曳
野
市
と
畜
場

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

年
度
毎
の
処
理
頭
数
が
減
少
し
て
お
り
、
先

行
き
が
み
え
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、
公
営

企
業
で
あ
り
な
が
ら
、
設
備
更
新
に
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
れ
や
多
額
の
市
債
が
積
み
あ
が
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
不
認
定
と
す
る
者

1
名
。
一
方
、
予
算
が
適
切
に
執
行
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
、
設
備
更
新
等
に
よ
り
、
よ
り
よ
い
職
場

環
境
が
得
ら
れ
、
安
心
・
安
全
な
食
肉
の
供
給

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
、

ま
た
、そ
れ
ら
を
、今
後
も
継
続
し
て
い
く
た
め
、

老
朽
化
し
た
設
備
等
に
お
い
て
、
適
切
に
更
新

等
を
行
う
こ
と
な
ど
を
要
望
し
、
認
定
と
す
る

者
4
名
の
、
認
定
と
す
る
者
多
数
に
よ
り
、
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
7
年
度
羽
曳
野
市
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

介
護
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
高
齢
者
の
生
活

を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
、
介
護
報
酬
の
引
き

下
げ
等
に
よ
り
、
人
材
確
保
が
困
難
に
な
り
今

ま
で
通
り
の
サ
ー
ビ
ス
が
う
け
ら
れ
な
い
可
能

性
が
あ
る
な
ど
を
理
由
に
、
不
認
定
と
す
る
者

1
名
。
一
方
、
高
い
収
納
率
を
維
持
し
て
い
る

こ
と
、
日
常
生
活
総
合
事
業
、
認
知
症
初
期

支
援
等
の
介
護
予
防
施
策
の
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
、
ま
た
、
成
年

後
見
制
度
の
改
正
に
伴
い
早
い
段
階
か
ら
利
用

支
援
の
準
備
を
進
め
る
こ
と
、
計
画
的
な
基
金

の
活
用
と
健
全
な
財
政
運
用
を
行
う
こ
と
な
ど

を
要
望
し
、
認
定
と
す
る
者
4
名
の
、
認
定
と

す
る
者
多
数
に
よ
り
、
認
定
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

【
令
和
7
年
度
羽
曳
野
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

75
歳
と
い
う
年
齢
に
よ
っ
て
切
り
分
け
を

行
っ
て
い
る
制
度
自
体
に
問
題
が
あ
る
こ
と
、

保
険
料
が
高
額
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、

不
認
定
と
す
る
者
1
名
。
一
方
、
収
納
滞
納
対
策

に
取
り
組
み
成
果
が
み
え
る
こ
と
な
ど
を
理
由

と
し
、
ま
た
、
市
民
の
方
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
安
定
し
た
制
度
の
運
営
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
、
制
度
や

施
策
等
に
つ
い
て
の
丁
寧
な
窓
口
対
応
を
心

委
員
長
　
沼
元
さ
え
か（
大
阪
維
新
の
会
）

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受
け
た

6
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
令
和
7
年
度
羽
曳
野
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

中
学
校
の
全
員
喫
食
の
実
施
や
、妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
支
援
の
拡
充
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
へ
の
補
助
な
ど
、
評
価
に
値
す
る
施
策
も

あ
る
も
の
の
、
今
年
度
決
算
は
市
債
が
大
き
く

増
加
し
、
後
年
度
に
多
大
な
市
民
負
担
を
強
い
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
国
か
ら
の

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
に
と
ど
ま
り
、

市
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
が
不
十
分
で
あ
る

こ
と
、
さ
ら
に
教
育
費
に
お
け
る
保
護
者
の

負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
の
子
育
て
支
援
が
不
十
分

で
あ
る
な
ど
を
理
由
と
し
て
不
認
定
と
す
る
者

1
名
。
一
方
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
優
先
順
位

を
見
極
め
、
子
育
て
支
援
を
初
め
と
す
る
福
祉

の
向
上
や
、
地
域
活
性
化
に
配
慮
し
た
堅
実
な

予
算
執
行
で
あ
る
こ
と
を
評
価
し
つ
つ
、
業
務

の
効
率
化
と
事
務
事
業
の
見
直
し
や
、
今
後
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
の
慎
重
な
財
政

運
営
と
将
来
負
担
を
含
む
正
確
な
情
報
開
示
に

努
め
る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
、
認
定
と
す
る
者

4
名
。
よ
っ
て
、
認
定
と
す
る
者
多
数
に
よ
り
、

本
決
算
は
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
7
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

相
談
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
の
要
望
は
あ
り

ま
し
た
が
、
特
に
問
題
と
な
る
点
は
な
く
、
全
員

一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
7
年
度
羽
曳
野
市
土
地
取
得

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

特
に
問
題
と
な
る
点
は
な
く
、
透
明
性
・
公
平

性
・
効
率
性
を
重
視
し
、
事
業
が
円
滑
に
進
む

よ
う
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
し
、
全
員
一
致
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
使
用
料
及
び
手
数
料
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の

　
　
　

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

住
民
の
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
す
る
公
共
施
設

は
、
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で
あ
り
、
安
価

建
設
企
業
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

で
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
物
価
高
騰
の
中
で
の
留
守
家
庭

児
童
会
の
使
用
料
引
き
上
げ
は
、
保
護
者
の
さ
ら

な
る
負
担
と
な
る
等
の
理
由
か
ら
反
対
と
す
る

者
１
名
。
一
方
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
は
持
続
可
能

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
社
会
経
済

状
況
の
変
化
に
応
じ
て
必
要
最
小
限
の
範
囲
内

で
適
正
化
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し

つ
つ
、
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
環
境
整
備
に
も

努
め
る
こ
と
を
要
望
し
て
、
賛
成
と
す
る
者

4
名
。
よ
っ
て
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
督
促
手
数
料
を
廃
止
す
る
た
め
の

　
　
　

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

行
政
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
、
市
民
生
活
へ
の

不
利
益
も
な
い
こ
と
か
ら
、
特
に
問
題
と
な
る

点
は
な
く
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
令
和
8
年
度
羽
曳
野
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）
に
つ
い
て
】

　

今
後
も
適
正
な
事
業
運
営
を
行
う
こ
と
を

要
望
し
た
う
え
で
、
特
に
問
題
と
な
る
点
は
認
め

ら
れ
ず
、
こ
ち
ら
も
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
百
谷
孝
浩（
大
阪
維
新
の
会
）

　

民
生
産
業
常
任
委
員
会
で
は
付
託
を
受
け
た

4
件
の
案
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

【
令
和
7
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
】

　

府
内
統
一
化
に
よ
り
保
険
料
が
高
額
に
な
っ
た

こ
と
、
保
険
給
付
費
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
、
未
就
学
児
の
均
等
割
を
無
く
せ
て
な
い

こ
と
、
高
額
療
養
費
の
上
限
額
が
引
き
あ
げ
ら

れ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
不
認
定
と
す
る
者

1
名
。
一
方
、
堅
実
な
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
、
高
い
収
納
率
を
維
持
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
理
由
と
し
、
ま
た
、
引
き
続
き
収
納
率

の
上
昇
に
取
り
組
み
、
国
保
の
制
度
や
マ
イ
ナ

保
険
証
等
に
対
す
る
市
民
へ
の
十
分
な
説
明
と

丁
寧
な
対
応
を
徹
底
す
る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
、

民
生
産
業
常
任
委
員
会
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